









































戦艦学園のグラムリッター３




厄災の竜姫と覚醒の龍機姫








手島史詞





[image: ]

富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






「コノハ姉さま……」

　冷たい風に頰ほおを撫なでられ、少女は敬愛する姉の名を切なくこぼす。

　少女の名はホノカと言った。

〈皇国〉第四皇女という立場にあり、いまは二番目の姉ミコトの副官として空にいた。

　足元には小型の龍りゆう甲こう艦かん〈ヒヨウ〉が浮うかんでいるが、ホノカはそこに乗っているわけではない。グラムと呼ばれる機械の武具をまとい、艦を先導するように一番前を飛行する。翼つばさに相当するものは見当たらないのに、ふらつく様子もない。

　手足は無骨な甲かつ冑ちゆうに覆おおわれ、背には光輪のような巨きよ大だいな円えん環かんを二枚も背負っている。手には少女の身の丈たけのさらに倍はあろうかという長大な機き関かん砲ほうを抱かかえていた。

「はあ……。コノハ姉さまに、会いたいです」

　そして、また同じ言葉を繰くり返す。

　──特務中とはわかってますが、あれからもう二か月です……。




　姉のコノハが持つ〈禁コン郷ゴウ〉は少々特とく殊しゆな機体だ。

　気き性しようが荒あらく、ホノカや他の姉たちでも操ることができなかった。唯ゆい一いつまともに起動できたのはコノハだけで、その〈禁コン郷ゴウ〉の移送中に敵フアフニールから襲しゆう撃げきを受ける事件が起こった。

　アドミラル級ファフニール──皇国最強の剣けんたる戦龍バトルシツプをもってしても相あい討うちにしか持ち込めなかったという、人類最悪の敵だ。

　その事件のすぐあとに、コノハは皇都〈アカギ〉から姿を消してしまった。

　他の姉を問い詰つめると、彼女にしかできない特務を遂すい行こう中だということだった。




　周囲には十数名の兵士たちが、それぞれ──ホノカのものと比べれば小こ振ぶりだが──機械の鎧よろいをまとって随ずい行こうしていた。

　グラムリッターだ。

　階級は最下位のデストロイヤーから上位機体のヘビイクルーザーまで、様々ではあるがいずれも一いつ騎き当千の精せい鋭えいたちだ。

　それはそうだろう。彼らはホノカの部下ではなく、ミコトの部下なのだ。

　ミコトは最強たる十二隻せきの戦龍バトルシツプの中でもさらに頂点に君臨する〈八ヤ万マ都ト〉のグラムリッターだ。皇国最強のグラムリッター直属の兵が、そんじょそこらのなまくらと同じでは皇国の権けん威いが疑われるというものだ。

　何度目になるかわからないため息を漏もらしていると、不意に通信機の回線が開かれる。

『ホノカ。気を抜ぬくな。作戦行動中だ』

「はいですっ、ミコト姉さま！」

　ミコトは〈ヒヨウ〉の艦橋に立っている。

　向こうからはホノカがため息を漏らしていることなど見えるはずもない──もちろん、先ほどの独り言も回線を切ってのことだ──というのに、どうして見み透すかされるのか。

　しかしこんなふうに編隊を組んで飛行し始めて、じきに一時間になる。さすがに退たい屈くつを隠かくしきれなくなっていた。

　そんな少女の体を覆うグラムが、苛いら立だつように震ふるえた。

「どうしたです、〈斬紫舞キリシマ〉？　なにもないフライトは退屈ですか？」

　退屈しているのはホノカの方だが、なだめるように語りかける。

　この〈斬紫舞キリシマ〉というグラムは、ただのグラムではない。ミコトの〈八ヤ万マ都ト〉と同じく皇国最強の名で呼ばれる戦龍バトルシツプのうちのひとつだ。

　そんな機体ゆえ、この〈斬紫舞キリシマ〉というグラムからは他のグラムにはない自我のようなものが強く感じられる。

　──ホノカは、ビビってるですか？

　ホノカは十三歳になったばかりだ。本来、戦龍バトルシツプのグラムリッターは部隊の指揮官以上の存在なのだが、年ねん齢れいゆえ経験の浅さを理由にミコトの副官という立場に置かれている。

　早くひとりで飛べるようになりたい。

　そう思うのと同時に、自分が指揮官になるのが怖こわくもある。

　戦龍バトルシツプ〈封フ槍ソウ〉がアドミラル級ファフニールと相討ちになり、そのグラムリッターも再起不能となったのはホノカも耳にしていた。自分が同じ敵に遭そう遇ぐうしたとき、同じ末路を辿たどらない保証はどこにもない。

　小さく、ため息が漏れる。

「同じ副官なら、コノハ姉さまの副官がよかったです……。〈斬紫舞キリシマ〉もそう思うだろ？」

　愛機は呆あきれるようにキンッと冷たく震える。

　ミコトに聞かれたらその場で頭ず突つきでも見み舞まわれそうなセリフだが、愛機とのこんなやりとりはいまに始まったことではない。

　いつも通りの〈斬紫舞キリシマ〉の反応に、少し気分が軽くなった。

　そんなときだった。

　耳の通信機にノイズが走る。

『副長──ザザ──に、異常──ザザザッ──警けい戒かいを』

　雑音だらけで聞き取るのも難しい通信に、ホノカは息を吞のんだ。

　──来た！

　二か月前の、コノハが襲撃されたという事件と同じ通信障害だ。

「ミコト姉さま、目標の反応ありです！」

『応！』

　艦橋から翠みどりの光が立ち上り、ミコトの戦龍バトルシツプ〈八ヤ万マ都ト〉が姿を現す。

　ヘビイクルーザーを凌りよう駕がする重じゆう厚こうな甲冑で手足を覆い、その手には長大な大刀と分厚い刃やいばを持った槍やり。さらに艦船の主砲を思わせる砲ほう筒とうが四門に、六本の銃じゆう身しんを持った回転式銃機関砲までもがある。

〈八ヤ万マ都ト〉の腕うでは二本ではない。本来あるべき二本に加えて背から突き出す巨大な機械腕が六つの、計八本の腕を持っている。

　そしてそのひとつひとつに戦龍バトルシツプの名にふさわしい強大な兵器を握にぎっているのだ。

　並のグラムリッターでは起動した瞬しゆん間かんに根こそぎ命を吸い尽つくされるだろう、膨ぼう大だいな魔ま力りよくを要する皇国最大最強の火力を持つ機体だった。

〈八ヤ万マ都ト〉が空に舞い上がるわずかな隙すきに、雲の裂さけ目めから巨大な影かげが上ってくる。

　──なんだコイツ……。デカイ！

　後方を飛行する龍甲艦〈ヒヨウ〉のそれに比ひ肩けんする大きさだ。こんなもの、ヘビイクルーザーの攻こう撃げきでもほとんど効果がないだろう。

　さらにそんな巨大な艦船の先せん端たんには、竜りゆうのような顎あごと眼球が取りつけられている。

　その眼球が、ギョロリと自分を見たような気がした。




　──第二次アドミラル級ファフニール襲来──




　それが、ここに二隻もの戦龍バトルシツプが存在している理由だった。

　──〈封フ槍ソウ〉のグラムリッターは、こんなものと戦ったんですか……！

　思わず震えていると、ミコトの通信が耳じ朶だを打った。

『ホノカ、貴様は艦を守れ。あれは私が沈しずめる』

「は、はい！」

　先の戦せん闘とうで真っ先に狙ねらわれたのは龍甲艦だった。これと通信妨ぼう害がいにより、旗官は部隊を立て直すことができずに壊かい滅めつを喫きつした。だからホノカは龍甲艦を守るためにここにいる。

「やるですよ、〈斬紫舞キリシマ〉」

　ミコトがアドミラル級に攻撃を開始する。

　肩かたから突き出す巨大な砲が、カーネル級の吐と息いきすら一いつ蹴しゆうする荷電粒りゆう子しを解き放つ。

　砲撃がアドミラル級の鱗りん界かいを突き破ると、今度は大刀を持ってその本体に斬きり込む。その一撃一撃に、並のファフニールなら掠かすめただけで灰になる威力が秘められていた。

　だが、手にした大刀と槍が船体に大穴を穿うがつが、アドミラル級の体は巨大すぎた。

　アドミラル級はそんな攻撃をものともせず、〈ヒヨウ〉へと回頭してその顎を向ける。

　龍甲艦ごと吞み込みかねないほど大きく開かれた口に、翠の光が集束していく。

　ファフニールの最大火力兵器である、吐息だ。

　──やっぱり、狙いは龍甲艦ですか！

　〈封フ槍ソウ〉が交戦したときも、龍甲艦を撃破されて指揮系統をズタズタにされたという。

「させねえですっ！」

　ホノカは〈斬紫舞キリシマ〉の機関砲を放つが、アドミラル級に届くことなく鱗界に阻はばまれる。

　──副砲とはいえ、戦龍バトルシツプの一撃ですよ？

　つくづく、こんな頑がん丈じような鱗界を紙切れのように粉ふん砕さいした、〈八ヤ万マ都ト〉の破壊力が異常だと思い知らされる。

　そうしている間に、アドミラル級の顎に集まる荷電粒子は臨界を超こえてしまう。

　龍甲艦すら一撃で屠ほふる、最強の吐息が解き放たれた。

　破滅の光景を前に、ホノカは慌あわてずに機関砲を腰こしの後ろにしまうと、背中の円環を両手に取る。その円の縁ふちに翠の刃が突き出し、高速で回転を始めた。

「たかが遠えん距きよ離り攻撃で、これは破れねえですよ」

　この刃は鱗界だ。

　カーネル級の主砲すら無力化する戦龍バトルシツプの鱗界を、刃の形に凝ぎよう縮しゆくした剣なのだ。

　これが〈斬紫舞キリシマ〉を戦龍バトルシツプたらしめている、最大の兵器だった。

　チェーンソーのように回転する二本の円環を、ホノカは大きく振ふりかぶる。

「ぶった切れ──〈斬紫舞キリシマ〉！」

　兵器と呼ぶよりもはや天災のような光の奔ほん流りゆうに、その円環はあまりに小さい。




　それでも、その二本の刃と衝しよう突とつした瞬間、アドミラル級の吐息が四方へ弾はじけた。




　十文字に引き裂かれた吐息は周囲へと飛び散る。空へ逸それた二条の光は、雲を蒸発させて天高く消えていく。地へと逸れた閃せん光こうは、眼下の大地を果てしなく引き裂き、炎ほのおの柱を上げた。

　それでも、ホノカが背中に守る〈ヒヨウ〉には粒子ひとつ届いていなかった。

「どうだ、です！」

　鱗界で紡つむがれた〈斬紫舞キリシマ〉の刃は、吐息や主砲に対して天敵とも呼べる力だ。これが、年若いホノカが艦の守護を任せられた根こん拠きよでもある。

　──あとは、ミコト姉さまがアドミラル級を墜おとすまで、ここを死守するだけです。

　一度見せられた戦術に対策を講じぬほど、皇国のグラムリッターは愚おろかではない。

　そしてホノカという盾たてを置いたことで、ミコトもその火力の全てを攻撃に注ぐことができるのだ。いかにアドミラル級といえど、為なす術すべもない──はず、だった。

「え……？」

　吐息を凌しのぎきったホノカは、呆ほうけたような声を漏らす。




　荷電粒子の奔流に隠れて、銛もりのような形をしたなにかが飛来していたのだ。




　──なにこれ？　錨アンカー……？

　すでに防ぼう御ぎよに二本の円えん環かんを使ってしまったホノカに、それを防ぐ手立てはなかった。

　それでも、避よけるという選せん択たく肢しはあった。

　だが、彼女にはそれを選べなかった。

　──ここであたしが退ひいたら、誰だれが艦かんを守るんです！

　幼くとも、ホノカは戦龍バトルシツプのグラムリッターなのだ。

　その責任感が、退くことを許してはくれなかった。

　とっさに両手に鱗界を集束し、前に突き出す。

　つけ焼き刃ばではあるが、それでも素手で受けるよりはマシだ。

　その両腕と錨が衝突する。

「くぅっ……」

　持ち堪こたえられたと思ったのは、一瞬のことだった。

　両腕が炎を噴ふき、指が砕くだけ散る。

　それでも錨の勢いは止まらず、直後、鈍にぶい衝撃が胴どうを撃うち抜いた。

「ぁ……は……っ」

　ひとたまりもなく、ホノカは吹ふき飛ばされて〈ヒヨウ〉の船腹に叩たたきつけられる。

『ホノ──ザザ──ホノカ！』

　自分の名を呼ぶミコトの声は、珍めずらしく焦あせりに駆かられているように聞こえた。

　──こいつ、こっちの戦い方を、知ってたんだ……。

　この場で〈斬紫舞キリシマ〉が艦の盾になることも、その〈斬紫舞キリシマ〉の弱点も、全て見み抜ぬいた上でこの戦いに挑いどんできたのだ。

　自分は、その作戦にまんまと引っかかってしまったらしい。

　──ああ、ダメだ。動けない……。

　腕も足も重たくて、持ち上がらない。

　自分の体を見下ろすと、巨きよ大だいな錨にのしかかられていてその周りが赤く濡ぬれていた。

　血だ。

　──死ぬのかな……？

　ぼんやりと、そんなことを考えた。

　ほどなくして、アドミラル級がいた方向で強きよう烈れつな閃光が弾ける。

　ミコトが〈八ヤ万マ都ト〉の主砲を放ったのだろう。艦船のような巨体がもうもうと煙けむりを噴いて墜つい落らくしていくのが見えた。

「コノハ姉さまに、会いたいな……」

　意識を手放す最後の瞬間、ホノカの脳のう裏りに浮うかんだのはそれだった。








第一章　飛ひ龍りゆうの龍りゆう機き姫ひたち






「はーい！　それでは今日から代表に加わる一年生と、アタシたちの専任教官になってくれた小鳥遊たかなしせんせぇに、みんな拍はく手しゆー！」




　陽気な声でそう言ったのは、鈴すず音ねだった。

　赤い髪かみを後ろで束ね、快活な笑顔を浮かべるその顔立ちはここにいる誰よりも幼い。大きく張った胸は平らで、背は蒼そう真まの肩ほどまでしかない。こんな容姿の少女だが、ヒリュウ学園生徒会長にして代表チーム旗官という立場にいる。

　ただ、少女の右腕は包帯で吊つられていた。先日、ある事件に巻き込まれて受けた傷だ。

　ここはヒリュウ学園生徒会室。

　会議にも使えるほど広く、通信設備まで整っている学園の心臓とも呼べる場所だ。そこには十二人の少女たちとひとりの少年が集まっている。

　唯ゆい一いつの男子である蒼真は、にわかに顔を覆おおう。

　──慣れたつもりだったが、室内でひとりだけ男というのは恥はずかしいもんだな。

　ヒリュウ学園は、いわゆる女子校だ。

　蒼真は指導官という立場でここにいるが、教員の中にも男性は見当たらない。しかも周囲に男性がいないのが前提の少女たちは、なんというか蒼真の前でもいろいろ無防備だ。

　蒼真たちを迎むかえ入れてくれている二年、三年の少女たちは、スカートの中が見えるのも気にせずあぐらを組んでいたり、胸元のボタンが留まっていなかったりで、非常に目のやり場に困る。

　そのほとんどが、実は蒼真よりも年上だ。中には葉は月づきよりも……その、発育のよい少女もいるわけで。

　戸と惑まどいを振り払はらうようにコホンと咳せき払ばらいをして、蒼真は口を開く。

「本日から君たちヒリュウ学園代表チームの指導官を担当することになった、小鳥遊蒼真だ。対たい抗こう戦開かい催さいまであと一か月しかないが、諸君らの力になれればと思う」

　蒼真が簡単に挨あい拶さつをすると、拍手と共に少女たちから歓かん声せいが上がる。

「うっひょぉぉぉぉっ、やっとこっちに来てくれた！」「指導官、この前の非常事態以来、一度もこっち来てくれないんだもん」「わたしたちのこと、覚えてくれてる？」

　実は、蒼真の方は彼女たちと一度面識がある。

　以前、この龍りゆう甲こう艦かん〈ヒリュウ〉がアドミラル級からの襲しゆう撃げきを受けた際、彼女たちに艦の護衛を指示して蒼真は本体迎げい撃げきに向かったのだ。

　ここにいる少女たちは、これから始まるヒリュウ学園と他校の学園対抗戦の代表メンバーだ。本日は一年生と二、三年の顔合わせの日だった。

　鈴音は、一年たちの背中をポンと叩く。

「ほら、アンタたちも自己紹しよう介かいくらいしてちょうだい」

　まず背中を押されたのは、コノハだ。

　腰まで覆う濡れ羽色の髪。大きな瞳ひとみは瑠る璃りの色で、華きや奢しやな手足はとてもグラムなどという兵器を振るえるとは思えない。美しくも儚はかない容姿の少女だが、その整った顔がん貌ぼうは変化に乏とぼしく、どこか作りものめいて見える美貌だ。

　押し出されて乱れた黒髪をそっとかき上げると、小さく吐息を漏もらす。

　上級生を前にしても凜りんとしている──……ように、見える。

　だがその瑠璃の瞳は小刻みに震ふるえていて、蒼真を含ふくめた四人には彼女が非常に慌てふためいているのがわかった。

　──あー……。これは、駄だ目めなときのコノハだな。

　助け船を出してやりたくもあるが、これからここにいる十二人で戦ってゆかねばならないのだ。これから起こることも含めて、上級生たちにもありのままのコノハを見てもらった方がいいだろう。

　果たして、コノハは毅き然ぜんとした様子で髪を振り払うと、凜とした声でこう言った。




「あなたたちと話すことは、なにもないわ」




　歓迎した下級生からの挑ちよう発はつ的てきな言葉に、上級生は目を見開く。

　……もっとも、当のコノハは上級生たち以上に目を見開き、瞳には涙なみだまで浮かべているのだが。

　──これはきっと〝なにを話したらいいかわかりません〟とか、そういうことを言いたかったんだろうな……。

　コノハの後ろに並んでいた少女のうちふたり──マリーと葉月が頭を抱かかえる。

（ああ……。やっぱりやらかしましたわ）

（予測できても、回かい避ひできない問題ってあるんだね）

　ため息を漏らすふたりとは裏腹に、残るひとりの少女はおかしそうに笑い声を上げる。

「なんでコノハ、涙目になって踞うずくまってるの？」

　涙目というより、ほとんど泣き崩くずれているように見えるのだが。

　蒼真は頭を振る。

　──皇族って、普ふ段だんどういう環境にいるんだろうな……。

　こんなコノハだが、皇国第三皇女という地位の少女だった。

「ほら、自己紹介はまず名前を名乗るところから始めるものですわ」

「言っちゃったものは仕方ないんだから、ちゃんと謝ろう？　ね？」

　仲間に支えられて、コノハはしゃくり上げながらも立ち上がる。

「……失礼、いたしました。御み国くに、コノハです。よろしくお願いします」

　もう、晴れ着姿で表ひよう彰しよう台だいに上ろうとしたところを派手に転てん倒とうして顔面を強打したかのようにいたたまれない様子で、コノハは自己紹介をした。

　生徒会室が、凍いてつくような沈ちん黙もくに支配される。

　蒼真やマリーたちだけでなく、誰に対しても面めん倒どう見みのよい鈴音までもが言葉を失って顔を背そむけていた。

「……ぷっ」

　上級生のひとりが、小さく噴き出す。

「なんだこいつは！」「すごいな。こんなどうしようもない空気、初めて体感したよ」「なんでケンカ売ったアンタの方が半泣きになってるの？」「これが本物の豆とう腐ふメンタルか」

　思いの外、上級生たちは好意的に捉とらえてくれていた。

　──まあ、あの悶もん絶ぜつぶりを見たら笑うしかないよな。

　皇族として毅然と努めようとするあまり誤った言動を繰くり返すコノハだが、これはもう彼女の個性なのかもしれない。

　鈴音にいたっては腹を抱えて転げ回っている。

「はー、おかしい。こんな感じで中身はポンコツな娘こだけど、腕うではけっこういいのよ。次のエース候補なんだから、鈍にび山やまぁ、うかうかしてるとあっという間に抜かれるわよ？」

「……そう、ですよね？　私がエースなんて、なにかの間ま違ちがいですもんね？　鈴音ちゃんだって、私なんかがエース呼ばわりされるのは鼻持ちならなかったんですよね？」

「鈴音ちゃん言うな！　アタシは三年だぞ」

　鈍山と呼ばれたのは二年生で……なんというか、暗い雰ふん囲い気きの少女だった。顔も長い前髪に隠かくされてほとんど見えない。

　しかし鈴音にとってはいつものことらしく、ちゃん付けであることに抗議している。

　それから、今度はマリーの背中を押す。

「ほらほら、次いって次」

「お、押さないでくださいまし」

　この世の終わりのような顔をするコノハが一年生の列に戻もどると、マリーが前に出る。

　見事な金きん髪ぱつは青いリボンで飾かざられ、左右で小さな房ふさを作っている。スラリとした長身だが、少しスラリとしすぎているところもあるこの少女は、名前からもわかるように異い邦ほう人じんだ。皇国の同盟国である〈帝てい国こく〉からの留学生である。

「ハイデマリー・フォルツハイムと申します。未熟者ゆえ足を引っ張ってしまうこともあるかもしれませんが、よろしくお願いしますわ、先せん輩ぱい方」

　模も範はん的てきな挨拶に、上級生からも感かん嘆たんの吐と息いきと共に拍手が送られる。

　──というか、先にマリーに挨拶をさせてやれば、コノハもあそこまでひどいことにならなかったのでは……。

　コノハは未いまだに濁にごった瞳で床ゆかを見つめている。立ち直るまで、もう少し時間が必要のようだ。

　マリーが綺き麗れいに挨拶を終えて腰こしを折ると、鈴音がにこやかな笑顔でマリーの腕を取る。




「こんなしおらしいマリーちゃんだけど、実は皇族に頭ず突つきをかます武ぶ闘とう派はだったりするからね？　みんな、舐なめてたら全員頭突きで気合い入れられるから気をつけるように」




「んなっ！　あ、あれは仕方がなかったというか、あのときは皇族だなんて知りませんでしたし！」

「でも、皇族と知っても謝らないって断言してたよね？」

「なんで知ってますの──……っ、は！」

　顔を真っ赤にしてマリーが怒ど鳴なり返すと、上級生たちは怯おびえた様子で後あと退じさっていた。

「マジで皇族に頭突きかましたんだ……」「というか、なんで皇族と面識あるの？」「しかも謝る気はないって、ヤバイよあの娘……」

　上級生たちのそんな反応に、マリーは先ほどまでの落ち着いた態度もどこへやら、カタカタと震え始める。

「ち、違っ、わたくしはただ、チームの一員としてやるべきことをしようと……」

「しかもすでに小鳥遊せんせぇに〝蒼真ラヴ〟と伝えてる、好戦的な娘なのだ。その強引さたるや、もはやヒリュウの番長！」

「あなたが言わせたんじゃありませんのっ！」

　裏返った声で叫さけぶも、逆効果だった。

「マジかよ。告白したんだ……」「しかも番長は否定しなかったわ」「ヤバイよ。なんなんだよ今年の一年は」

　恐おそらく、留学生のマリーには〝バンチョー〟という言葉の意味自体がわからなかったのだろうが。

「うううううううううううううううううううううううっ！」

　とうとう、マリーが泣き崩れた。

　そんな少女を、鈴音は満面の笑みを浮うかべてよしよしと撫なでる。

「このように！　いじるととっても可愛かわいいの。みんなも積極的にからかっていくように」

「うるさいですわ！」

　そう言いつつも、頭を撫でる鈴音の手を振ふり払えないマリーだった。

　そして、次に葉月を手招きする。

「ほらほら、次は葉月ちゃんだよ」

「わ、わたしもあんな目に遭あうのっ？」

　怯えた顔で、葉月も前に出てくる。

　肩かた口ぐちで整えられた栗くり色いろの髪かみ。大きな瞳は翠すい玉ぎよくの色で、幼い顔立ちとは裏腹に大変発育のよい体つきをしていた。

「あの、柊ひいらぎ葉月といいます。グラムは遠えん距きよ離り砲ほう撃げき型の〈ムラクモ〉を使ってます」

「ちなみに、なんと小鳥遊せんせぇの義理の妹ちゃんだったりするよ。妹って、なんか響ひびきがいいよね！」

　鈴音が補足すると、上級生たちからも「まともな娘だ」と安心するような空気が流れる。

「あ、あれ？　それだけ、ですか？」

「おお？　さらにアピールを求めるとはなかなか強ごう慾よくだね」

「いえ、てっきりわたしもマリーさんたちみたいにいじられるのかと……」

　蒼真もそう思っていたので、鈴音のこの態度は少し意外だった。

　鈴音は、途と方ほうにくれたような顔で首を横に振る。




「だって妹ちゃん、下手にいじるとアタシの方が火傷やけどしそうっていうか、まだいじりどころがよくわからないんだよね？」




「わ、わたし、どんな危険人物って思われてるんですかっ？」

「いや、危険人物っしょ。他の子にちょっかいかけた須す東どうせんせぇを返り討うちにしただけじゃ飽あき足らず、いけない発言の録音データを突きつけてグラムを強ごう奪だつするとか……」

「生徒会長さんが使えって教えてくれたんじゃないですか！」

「まさか本当に使うとは思わなかったわよ……」

　三日前、響ひびきの事件があったとき、葉月が無茶をしでかしたという話は蒼真もそれとなく聞いてはいる。どうやら、鈴音からなにかの情報を受け取っていたらしい。

　しかし、鈴音自身もまさか本当に使うとは思わないような危険な情報だったようだ。

　鈴音さえも怯える姿に、上級生たちは戦おののく。

「じ、冗じよう談だんでしょ？　鈴音ちゃんより危険度が上って……」「鈴音ちゃんが下手に出てるとこなんて初めて見たわ」「年上にもため口だもんね、あの子」「マジ鈴音ちゃんにだけは礼れい儀ぎとか言われたくないッス」

　これには、鈴音も悲鳴を上げる。

「なんでアタシに批難が向いてるのよ！　あと早はや村むら、アンタにだけは言われたくない」

「ええっ？　なんでスか？　早村、誰だれにだって敬語でマジ淑しゆく女じよじゃないッスか」

「まずアンタのは敬語じゃないからね？」

「鈴音ちゃんの言うことは難しくて、早村理解しかねます」

「アンタ、どうやって二年に進級したの……？」

　じとっと鈴音に睨にらまれているのは、こちらも二年の少女だった。

　先ほどエースと呼ばれた鈍山とは対照的に、陽気な雰囲気だ。一年の紹しよう介かいが始まってからずっとテンションの高い言動を取っていたのも、彼女である。

　それから、早村は首を傾かしげる。

「あれ？　でも一年のグラムって三隻せきッスよね。なんで四人いるんスか？」

　指を差されたのは、響だ。

「ああ、それについては俺から説明しよう」

　そう言って、響を前に立たせる。

　短い髪は真っ白で、瞳ひとみの色は柘ざく榴ろ石いしのような赤。コノハたちと同じ一年の制服をまとっているものの、どこか浮いた雰囲気のある少女だ。

「特待生の花はな房ぶさ響だ。彼女はわけあってこの学園にいるが、本来は正規のグラムリッターだ。対たい抗こう戦へは出場できないが、俺が直属の指導官であることもあって、合同訓練になることもあると思う」

　彼女を一生徒として扱あつかうか、軍人として扱うかは判断の難しいところではある。

　だが、仮にも一年の精せい鋭えいであるコノハたち三人を単機で一いつ蹴しゆうしてしまう戦闘力。なにより、戦龍バトルシツプ級グラムリッター候補生という立場の機密性もあり、一いつ般ぱん生徒の試合への参加は適切ではないという結論に至った。

　それでも、普段使用している〈ヒビキ〉は学園のグラムであり、非常事態ともなれば響も出撃することになる。それに、彼女も蒼真の生徒だ。

　そういった理由から、ここに同席してもらった。

　響は耳の横で手刀を切るように敬礼をすると、背筋を伸のばして言う。

「ボクは花房響。花房ってあんま好きじゃないから、響って呼んでね。いっしょに戦う機会があるかはわからないけど、みんなと仲良くしたい」

　響には、過去の記き憶おくがない。

　だから他人と触ふれ合うことも知らなかった。

　それもあって、この艦かんにやってきたばかりのころは人の神経を逆撫でするような言動を取ってしまうこともあった。コノハたちとは対立と衝しよう突とつを繰り返していたが、それを乗り越こえたことで大きく成長したように思う。

　よくできた言葉に、蒼真が感動しかけたときだった。




「あと、好きな人は蒼真だよ。ここは譲ゆずらないからね？」




　笑顔で宣戦布告をすると、響は蒼真の腕に抱だきついてくる。

　蒼真は頭を抱かかえた。

「……彼女は戦闘の後こう遺い症しようで記憶に障害を負っている。俺は親代わりのようなものだ」

「ええー？　ボクは蒼真のこと、親だなんて──」

「──響、場所を、わきまえて」

　静かな声でそう言ったのは、コノハだった。

　さして大きな声でもなかったというのに、そのひと言に響はビクリと身を震ふるわせる。

　腕うでを解ほどいて素早く蒼真の側そばから離はなれると、響は青ざめた微び笑しようを浮かべた。

「……浮かれてごめんなさい。みんなと仲良くしたいのは本当なんだ。だから、みんなも仲良くしてください」

　自由奔ほん放ぽうすぎる響だが、どういうわけかコノハにだけはおとなしく従う。

　表には知られていないが、この艦では三日前、危険な事件が起こっていた。

　響はその当事者のひとりであり、その事件を最終的に収拾したのはコノハだ。それゆえ、自分より偉えらい、あるいは強い相手と刷り込まれたのかもしれない。




　　　　◇




　ひと通り自己紹介が終わると、二年、三年の少女たちも簡単な自己紹介を始める。

　中でも目立ってみえるのは、鈴音も名前を出していた二年の鈍山と早村だろうか。

　鈍山かなたと早村渚なぎさ──現状、このふたりが代表チームのツートップらしい。ずいぶんな凸でこ凹ぼこコンビだが、性格が対照的な方が上手うまくかみ合うこともあるのだろう。

　それを横目に、蒼真は鈴音に声をかける。

「ところで鈴音、怪け我がの具合はどうだ？」

「んー、まあ対抗戦までにはなんとか……ってとこかな？」

　グラムの修復は容易だが、人間の修復はそうはいかない。

　先の戦闘で、鈴音は利きき腕うでを骨折してしまっている。いまはまだギプスも外れていない状態だ。骨が繫つながっても、次は前と同じように動かせるようにリハビリというものが必要になってくる。

　──リハビリも考えれば、ひと月でギリギリ治るかどうか、か……。

　学園旗官の彼女に、あってはならない負傷だ。

　──だが、無理をさせたのは、俺だ。

　事件の重大さを考えれば、取るに足らない損害だろう。

　最悪、住民ごと〈ヒリュウ〉が抹まつ殺さつされる可能性さえあったのだ。それをライトクルーザー一隻の負傷で収拾できたのだから、奇き跡せきだと言ってもいい。

　それでも、学園最強のグラムリッターの負傷というのは、〈ヒリュウ〉にとってあまりに重い事実だった。

　そんな蒼真の心境を見み抜ぬいたのか、鈴音がじとっと睨んでくる。

「せんせぇ、まさか、自分のせいだなんて思ってないよね？」

　蒼真は肩を竦すくめる。

「俺はそこまで傲ごう慢まんじゃないつもりだ」

　鈴音は蒼真のために最善以上を尽つくしてくれた。そんな彼女の傷を自分のせいだと言うのは、思い上がりどころか、鈴音に対する侮ぶ辱じよくに当たる。

　だから、謝る代わりにそっと頭を撫でた。

「お前はよくやってくれた。怪我が治るまで休きゆう暇かを楽しめ……と、言ってやれないのは申し訳なく思うがな」

　鈴音には旗官として代表チームを引っ張ってもらわなければならない。蒼真はあくまで指導官でしかなく、戦場に出るのは彼女たちなのだから。

　それに蒼真が受けた〝密命〟を果たすためには、これからも彼女の協力が不可欠だ。

　とてもではないが、休みを与あたえてはやれない。

　──管理職になると、こんな悩なやみばかりなんだろうな。

　優ゆう秀しゆうな部下には、休みをやりたくても働いてもらわなければならない。

　ため息を漏もらしそうになっていると、鈴音が左手を腕に絡からめてきた。

「じゃあ、せめてものお詫わびに甘やかしてほしいなぁ」

「わかったわかった。また飯にでも連れていってやるから……」

「ちゃんと〝あーん〟って食べさせてくれなきゃダメだぞ？　この前、アタシがしてあげたみたいに」

「あれは無理矢理だったと思うんだが……」

「きゃっ、せんせぇってばいけない人！　無理矢理あーんするだなんて」

「そうだな。それはいけないな。飯は先送りにしよう」

　蒼真がさらりと流すと、鈴音はわかりやすく頰ほおを膨ふくらませる。

「むう、せんせぇ、いじわるだぞ？」

「俺の生徒で遊んだお返しだ」

　おかげで、コノハたちも肩かたの力が抜けたところはある。それでもやはり遊びすぎだと批難したい気持ちもある。

　だから、蒼真は素直に笑った。

　同時に、こんなふうに冗談を言い合える自分を少し意外にも思う。

　──ある意味、この学園で一番気の置けない相手は、鈴音なのかもな。

　愚劣な敗者バツドルーザー──それが、蒼真が背負う呼び名だ。

　戦龍バトルシツプにあってはならない敗北を喫きつした者への罰ばつだ。

　当然、蒼真は悩んだし、苦しんだ。

　鈴音はそうした事情の全てを知った上でこんなふうに接してくれた。

　そして、ある意味では蒼真以上に苦しんでくれたのだ。

　──今度は、俺が力になってやらないとな。

　そう思うのと同時に、もうひとり力にならなければならない相手を意識する。

　上級生の前でまたなにか言葉を取り違ちがえたらしい。再び悶もん絶ぜつして踞うずくまる、コノハの背中を目で追う。

　──あれから、コノハは立ち直れたんだろうか？

　皇族であることも打ち明けられず、蒼真が再起不能になった事件のことも口に出せず、ずっとひとりで悩んできたのが彼女だ。

　マリーと葉月に、少しだけ自分のことを打ち明けられたものの、それで本当に救われたのだろうか。

　ここで悩んでも仕方のないことではあるが、もう一度ゆっくり話をしたいと思った。




　　　　◇




　夕方。

　代表メンバーの顔合わせもすんで、軽く演習を行ってみたところ、上級生の動きは思っていたよりもずっとよかった。コノハたち一年生メンバーもあの悲ひ惨さんな自己紹しよう介かいのおかげで逆に早く順応できたらしく、問題なくついていっていた。

　これならば、すぐにでも対抗戦の対策カリキュラムを進められそうだ。

　そうして学園での授業が終わると、蒼真には次の仕事が待っている。

「蒼真、遅おそーい！」

　龍りゆう甲こう艦かん第三甲かん板ぱん──戦龍バトルシツプ格納庫にて、不満の声を上げたのは響だった。

　格納庫には、〈封フ槍ソウ〉と〈禁コン郷ゴウ〉、二隻の戦龍バトルシツプが向き合うように鎮ちん座ざしている。

　戦龍バトルシツプというグラムは、人型の外骨格まで含ふくめてひとつの機体だ。

　蒼あおい機体──〈封フ槍ソウ〉は片かた膝ひざをつくようにして腰こしを落とし、主兵器である巨きよ大だいな槍やりを肩に立てかけている。先日までは装そう甲こうの一部が欠損していたが、いまは頭部に至るまで完全な形に修復されている。

　もう一方の〈禁コン郷ゴウ〉は、頭部を持たない機体だ。

　純白の装甲に血管のような浅あさ紫むらさきの模様が走っている。〈封フ槍ソウ〉と同じように片膝をついてはいるが、主兵器である二本の大刀を正面に突つき立て、未起動状態だというのにその柄つかを握にぎり締しめていた。

　威い圧あつ的てきなその姿は、さながら双そう頭とうの竜りゆうといったところだろうか。

「響、指導官は忙いそがしいわ。あまり、わがままを言わないの」

「むー、蒼真ががんばってるのはわかってるけど、ボクだってちゃんと相手してほしいもん。コノハだってそうでしょ？」

「わ、私は、別に……」

　響の言葉に、珍めずらしく表情を崩くずしてコノハは狼狽うろたえる。

　このふたりでいるとき……というより、戦龍バトルシツプの側にいるときは、コノハも表情が動きやすいように見える。

　それを眺ながめながら、蒼真はふたりに駆かけ寄る。

「すまんな、ふたりとも。これでも急いだんだが」

　響は屈くつ託たくのない笑顔を浮うかべる。

「いいよ。ボクもコノハも怒おこってるわけじゃないもん。それより、今日もがんばるから、うーんと褒ほめてね、蒼真！」

「……先生と、つけろと言ってるだろう」

　この格納庫にいるのは、コノハと響のふたりだけだ。授業は終わっているにも拘かかわらず、防護服をまとっている。

　彼女たちには戦龍バトルシツプへの適性がある。響に至っては、その候補生として蒼真の下にいるのだ。訓練というなら、ここからが本番だった。

　それにしても、とコノハが格納庫を見回す。

「今回の格納庫は、ずいぶん広いんですね」

　というのも、これまで戦龍バトルシツプのために使われていた格納庫は前回の事件で区画ごと廃はい棄きされてしまったのだ。

　新しく回してもらったこの場所は戦龍バトルシツプ二隻せきに加え、学園のデストロイヤー級十一隻全てを収容してもありあまる広さだった。そこをこの三人で使用しているのだから、なおのこと広く感じる。

　響はふんふんと鼻を鳴らして首を傾かしげる。

「でも、新しいところなのにけっこう古くさいにおいだね」

「……においで判断するな」

　苦笑して、蒼真は踵かかとで床ゆかを鳴らす。

「ここは元々、戦せん闘とう機きのための格納庫だったんだ。しかしファフニールへの防衛手段ならグラムの方が効果的でローコストだからな、高い維い持じ費を払はらってまで民間艦に戦闘機を搭とう載さいする意味はあまりなかったんだ。だから長らくここは放棄されていた」

　しかし艦載機のためのクレーンやカタパルトはそのまま戦龍バトルシツプにも使用できる。だからここが開放されることになったのだ。

　その説明に、響が目を輝かがやかせる。

「戦闘機？　それって飛行機のことだよね」

「ああ、そうだ」

「ボクも乗ってみたい！　飛行機ってまだ見たことないもん」

「響、民間艦に艦載機はないといま話したでしょう？」

「ええー……。ないの？」

　コノハの指し摘てきに、響がシュンと肩を落とす。心なしか、左右にはねる癖くせ毛げまでしおれて見えた。

「いや、見るだけならいくつか残っているはずだ。博物館かなにかの資料なんだろう。もっとも、何十年も整備されていないから飛ぶことはできないと思うが」

「それでも見てみたい！」

　響は飛び上がって喜ぶと、コノハの手を取る。

「コノハもいっしょに観に行こう？」

「わ、わかったから」

「本当？　約束だからね。蒼真も当然、来てくれなきゃヤだからね」

「わかったわかった」

　蒼真が行くのは確定事じ項こうらしい。

　苦笑しながら、蒼真はそろそろ訓練を始めると注意する。

「昼はいろんな人と飛べて楽しかったなぁ。鈴音もいっしょに飛べればいいのに」

「鈴音は怪け我が人よ」

「うん。でも、早くいっしょに飛びたい。あの子、すごく優しいんだよ？」

「……それは、知っているわ」

　少し困った顔をしながら、コノハも頷うなずく。

　それから、不意に響は表情を曇くもらせて蒼真を見上げる。




「ねえ、蒼真。鈴音の怪我は、ボクがやったの……？」




　三日前の事件で、響は暴走する戦龍バトルシツプ〈禁コン郷ゴウ〉に取り込まれた。

　鈴音の負傷はそのとき響を救出する際に負ったものだった。

　ただ、当の響は事件のことをなにも覚えていない。それでも事件のことは雰ふん囲い気きから伝わってしまうらしく、おおかたのことは察しているようだった。

　蒼真は首を横に振ふる。

「響、お前が戦龍バトルシツプを操ったわけではない。鈴音は確かにお前を救出するために怪我をしたが、お前があいつに言うべき言葉は謝罪じゃなく、感謝だと思う」

「感謝……かあ。蒼真はいつも、難しいことを言うね」

「難しくても、学んでくれ。お前のこれからの人生には、きっと必要なことだ」

「はーい」

　響は訓練中でも、とにかくよくしゃべる。

　ここを卒業すれば軍の旗官として働かねばならないことを考えると、注意すべきなのかもしれない。しかしその分、表裏がなくてわかりやすくもある。

　だから、蒼真は彼女のおしゃべりを黙だまって聞いてやりたいと思う。

　反面、ここでも無口なのがコノハだ。

「コノハも、あれから体調はどうだ？」

「問題ありません」

　コノハはかなり強引な形で〈禁コン郷ゴウ〉の暴走を止めた。起動キーを持つ本来の所持者とはいえ、並なみ大たい抵ていの負担ではなかったはずだ。

　首を横に振って、コノハは格納庫を見上げる。

　その向こうに、彼女の本当の愛機である戦龍バトルシツプ〈禁コン郷ゴウ〉が格納されている。

「むしろ、以前よりも〈禁コン郷ゴウ〉はおとなしくなったように思います」

　ふむ、と蒼真は頷く。

　──事件が関係あるというより、コノハが精神的に安定したからか？

　事件の翌々日、コノハは仲間に悩なやみの一いつ端たんを打ち明けることができた。それが精神的に大きな支えとなったのは間違いない。

「この際だから、聞いてもいいか？　どうしてコノハは他のどの機体でもなく、〈禁コン郷ゴウ〉を選んだんだ？」

　正直なところ、〈禁コン郷ゴウ〉にこだわらなければコノハは優すぐれた戦龍バトルシツプのグラムリッターになれると思う。すでに実戦を経験していることもあって、戦場でも指揮を執とれる段階だろう。

　コノハは首を横に振る。

「私が〈禁コン郷ゴウ〉を選んだわけではありません。〈禁コン郷ゴウ〉が、私を選んだんです」

　膝の上でキュッと手を握り、コノハは語る。

「〈禁コン郷ゴウ〉は長い間、皇族の中でも扱あつかえる者がいなかったそうです。姉さま……第二皇女ミコトでさえ、〈禁コン郷ゴウ〉だけは使えませんでしたから」

「……まあ、殿でん下かと〈禁コン郷ゴウ〉なら、そうなるだろうな」

　しみじみと頷いて、蒼真は〈禁コン郷ゴウ〉を見上げる。

「あのときこいつに乗ってみた感想だが、〈禁コン郷ゴウ〉は気位が高い性格らしい。接していくには、まず敬意というものを払わなければならない」

　コノハが驚おどろいたように目を丸くする。

「敬意……ですか？」

「ああ。皇族専用機だからかな？　この〈禁コン郷ゴウ〉は王みたいな気質なんだと思う」

　あいにくと蒼真に主導権を委ねてくれるほど気安くはなかったが、きっと気を許してくれれば何者よりも頼たよりになる機体になってくれるだろう。

　そんな機体と、戦龍バトルシツプはあくまで兵器だと言い切るミコトだ。力ちから尽ずくで〈禁コン郷ゴウ〉を従えようとするミコトと、全力で反はん撥ぱつする〈禁コン郷ゴウ〉の姿しか思い浮かばなかった。

　と、そこで話が逸それていることに気づく。

「話を元に戻もどすが、それが、コノハには触ふれることを許したと？」

「……はい。どういうわけか」

　恐おそらく、〈禁コン郷ゴウ〉なりになにか惹ひかれるものがあったのだろう。

　──なんとなくだが、わかる気がする。

　ひと月前、ファフニールと遭そう遇ぐうして墜つい落らくする蒼真を、コノハは助けにきてくれた。

　綺き麗れいだと思った。

　──空は墓場だ──

　そう思っていたのに、そんな空さえも輝いて見えた。

　叶かなうことなら、いつか彼女といっしょに空を飛んでみたい。

〈禁コン郷ゴウ〉も、コノハにそんな姿を見たのではないだろうか。

　──俺は指導官で、コノハは生徒だ。

　邪じや念ねんを振り払うように、蒼真は頭を振る。

　──だが、そこまでコノハに気を許していながら、どうしてこうも反撥するんだ？

　コノハの言うことが事実なら、彼女は〈禁コン郷ゴウ〉が認めた唯ゆい一いつの乗り手なのだろう。それがこうも扱いに手こずっているのは不可解だ。

　──ならば、むしろ原因はコノハにあるのか？

　いまの段階では判断がつかないが、両方の可能性を考えておくべきだろう。

　軽けい率そつな言葉を漏もらすわけにはいかない。

　蒼真は慎しん重ちように言葉を選んで問いかけてみる。

「しかし、なぜ〈禁コン郷ゴウ〉の自我はそこまで強力なんだろうな。〈封フ槍ソウ〉がおとなしいだけかもしれないが、ここまで極端な話は聞いたことがない。過去になにかあったのか？」

　あるいは、グラムリッターに否定されるような過去でもあったのだろうか。

　なにか人間を拒きよ絶ぜつしたくなるような出来事でも起こらない限り、こんな極端な反応を示すことはないと思うのだが。

「そういった話は聞いたことがありませんが。……ただ」

「なんだ？」




「〈禁コン郷ゴウ〉は、最古の龍りゆうなんだそうです」




　グラムでも、戦龍バトルシツプでもなく〝龍〟だ。

　その言い回しに、蒼真は怪け訝げんな顔をする。

「最初の戦龍バトルシツプということか？」

　確かめるように蒼真が聞くと、コノハは首を横に振った。

「全てのグラム──戦龍バトルシツプも、デストロイヤーも、クルーザーも含ふくめた全て、です」

　ふむ、と蒼真は頷く。

　──あのときの響の事件にも、そのことが関係あるのか？

　当人はなにも覚えていないというが、響は何者かに操られるように〈禁コン郷ゴウ〉の格納庫を開き、そして〈禁コン郷ゴウ〉は暴走した。

　彼女の適性なら、〈禁コン郷ゴウ〉ではなく〈封フ槍ソウ〉を狙ねらうべきだったろうに。

　この事件も、蒼真が調査しなければならない任務のひとつだった。

　これから戦龍バトルシツプの訓練を進めていくなら、事件の真相も突つき止める必要があるのかもしれない。

「……ふむ。前置きが長くなってしまったが、そろそろ訓練を始めようか」

「わーい！　ボク、今日もがんばるからね」

「私も、微び力りよくを──……？」

　生き真ま面じ目めに敬礼をしてコノハが答えかけたときだった。

　ピクンと身を震ふるわせ、少女は耳の通信機に手を当てた。どうやら、誰だれかから通信が入ったらしい。

「通信か？」

「はい。これは、皇族専用の秘ひ匿とく回線です」

　ということは、ミコトからの連れん絡らくだろうか。

　蒼真と響も口を閉じてコノハの側そばから離はなれる。

「コノハです。姉さま、こんな回線でなにか？」

　やはり相手はミコトのようだ。

　蒼真も思わず姿勢を正してしまう。

「どういう……は？」

　愕がく然ぜんとして、コノハはその名前を口にした。




「第二の、アドミラル級？」




　蒼真は、総毛立った。

　アドミラル級ファフニール。

　戦龍バトルシツプ級グラムリッターの蒼真に敗北を刻んだ、忌いむべき最悪の敵。

　──二頭目の、アドミラル級が現れたというのか？

　コノハの顔色が見る見る青ざめていく。

　震える唇くちびるが、信じられないというように呟つぶやいた。

「ホノカが、被ひ弾だん？　待ってください、姿を消したって、どういうことですか？」

　それは蒼真の知らない名前だった。

　だが、コノハの狼狽うろたえようから、親しい誰かなのだろうとはわかる。

　──アドミラル級に、撃げき墜ついされたのか……？

　墜おとされても、死体が確認できなければ戦死ではなく行方ゆくえ不明という扱いになる。

〝ホノカ〟という名前がコノハの身内──皇族を指すのであれば、グラムも当然戦龍バトルシツプになるだろう。

　それが撃墜されたなど、とうてい信じられもしなければ公表できる事実ではない。

　コノハが驚いたように蒼真の顔を見上げる。

　気がつくと、蒼真は彼女を落ち着かせるようにその手を握にぎっていた。

　しかし、コノハは次し第だいに蒼真の想像とは違ちがう意味合いで困こん惑わくを顔に浮うかべていく。

「えっ？　こちらに向かっている？　行方不明なのでは……違う？」

　やがて通信を終えると、コノハは戸と惑まどった様子で蒼真を見上げた。

「小鳥遊さん……」

「なにがあった？」




「妹が、アドミラル級の攻こう撃げきを受けて、行方不明……らしい、です」




　蒼真は表情を険しくする。

「こちらから、できることはないのか？」

「それが……」

　言いにくそうに、コノハは首を横に振ふる。

「どういうことなのかわかりませんが、妹は、こちらに向かってるそうなんです」

「……？　どういうことだ？」

「さあ……。ただ、じきにこちらへ到とう着ちやくするようなので、迎むかえに行けと」

　ひとまず、重傷で命の危険があるわけではないらしい。

　蒼真もコノハと同じように困惑した顔をするしかなかった。




　彼らは知らなかった。

　この来訪が、〈ヒリュウ〉をかつてない窮きゆう地ちに追い込むことを。








第二章　襲しゆう撃げきの妹姫ひめ






「あー、ホノカね。そういえばあの子、コノハにずいぶん懐なついてたもんねえ」

〈ヒリュウ〉の甲かん板ぱんにて、しみじみと語るのは鈴すず音ねだ。

「鈴音も知っているのか？」

　問い返す蒼そう真まの前には、彼女を含めて五人の少女の姿がある。

　まず、今回の通信を受けたコノハと、いっしょに訓練を受けていた響ひびきだ。

　あの場所にいなかったマリーと葉は月づきは、なんでもコノハの訓練が終わったらいっしょに食事をする約束をしていたらしい。コノハが断りの連絡を入れたところ、いっしょに来る流れになったのだ。

　鈴音はというと、どこからともなく話を聞きつけたらしくいつの間にかそこにいた。

　コノハと響も着き替がえるくらいの余よ裕ゆうはあったので、全員制服姿だ。

　鈴音は肩かたを竦すくめる。

「ま、いつもコノハの後ろにくっついて回ってた子だからね。面識くらいはあるわよ」

「……私といっしょにいて、なにがそんなに楽しいのか理解できないけれど」

　すさまじく怪訝そうな顔で、コノハが頷うなずく。

　しかし、普ふ段だん無表情の彼女がこれほど露ろ骨こつに表情を変えるくらいには、コノハ自身も好意的に見ているようだ。

　──皇都にいたころのコノハも、孤こ独どくだったわけではないんだな。

　鈴音以外にも、心を許せる相手がいたのだ。それは嬉うれしい事実だが、同時に自分が皇族としてのコノハのことをなにも知らないのだと気づかされる。

　そこで、マリーが不思議そうに首を傾かしげる。

「生徒会長は、コノハの家のことをご存じなんですよね？　そのコノハと友達って、生徒会長は何者なんですの？」

「あ、そういえば一年は知らない子もいるんだっけ？」

　うっかりしていたというように、鈴音は言う。

「アタシの家は天あま川かわって言ってさ、皇族の分家筋なのよ」

「ブンケ……ですか？」

　異い邦ほう人じんのマリーには、馴な染じみのない言葉だったようだ。

「帝てい国こく風に言うなら、貴族ということだ」

「貴族っ？　あなたが？」

「その反応はちょっと失礼だぞぉ、一年？」

「あう、その、申し訳ありませんわ」

　マリーがしどろもどろになると、鈴音は快活に笑う。

「あはは、冗じよう談だんよ。アンタたち、コノハのことを友達だと思ってくれてるんでしょ？　ここじゃアタシも家のことなんて関係ないから」

「ならその無む闇やみやたらにからかうのはやめていただきたいのですけど……」

「それはアタシの生き甲が斐いだからちょっと難しいかな！」

　じとっと睨にらむマリーの視線も何処どこ吹ふく風で、鈴音はおかしそうに言う。

「話を元に戻もどすけど、コノハは苦手なんだっけ？　ホノカのこと」

「う……」

　目に見えて渋じゆう面めんを浮かべるコノハに、蒼真は首を傾げる。

「なにか、ケンカでもしたのか？」

「そういう、わけでは……」

「まー、会えばわかると思うよ？」

「……？」

　曖あい昧まいな答えに眉まゆをひそめるが、険悪な姉し妹まいというわけではなさそうだ。負傷したと聞いたが、ここに来られるくらいなら命に別状があるわけではあるまい。

　それで少し安心できたのか、隣となりで葉月がくしゃみをした。

「くちゅんっ」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　蒼真が声をかけると、葉月は洟はなをすすって身を震わせる。

「う、うん。さすがに上着くらい、着てくればよかった」

「陽ひも落ちてしまいましたものね」

　飛行場には誘ゆう導どう灯とうを始めとする照明は十分行き届いていて、暗いとは感じられない。

　だが、陽が落ちれば気温も下がる。

　それに龍りゆう甲こう艦かんは艦が展開する鱗りん界かいによって外気から守られてはいるが、飛行場をかねる艦首甲板は遮しや蔽へい物がなく、強い風が吹き続けるのだ。

　上着も着ていない少女たちは、寒そうに肩を抱だいていた。とはいえ、蒼真も貸せるような上着もなければ五人分など用意できるはずもない。

　そこで響が声を上げる。

「あ、そうだ！　みんなでくっつけば寒くないよ？」

「ち、ちょっと響さん！」
















　響は問答無用で葉月に抱きつく。

「あったかい？」

「まあ、それはその……あったかい、かな」

「えへへー。コノハとマリーもおいでよ！」

　にへらと笑うと、響はそのままマリーとコノハも巻き込んで抱きつく。

　返事もさせてもらえないまま拘こう束そくされるが、ふたりも嫌いやな顔はしなかった。

「もう、強引なんだから……」

「響だから、仕方ない」

　諦あきらめたようにため息を漏もらしつつ、不意にマリーが暗い顔をする。

「……できれば、わたくしはコノハ側がよかったのですけど」

「ひうっ？　マリーさん、どこ見て言ってるのっ？」

　響は葉月の背中から腕うでを回してマリーを引き寄せているのだが、そうすると葉月の年不相応のふたつの膨ふくらみが彼女の背中にのしかかるのだ。

　努力では克こく服ふくできない現実に、優等生の顔が屈くつ辱じよくに歪ゆがんでいた。

「あはは、マリーがすごい怖こわい顔してる！」

「やめなさい、響……」

　コノハが怖おず怖おずと制止するが、その同情すらも傷口に塩を塗ぬり込むようなものなのだろう。マリーが口をへの字に曲げて涙なみだを浮かべる。

　そんなマリーを気にも留めず、響は蒼真と鈴音も手招きする。

「蒼真と鈴音もおいでよ。んー、もう手が届かないんだから」

　三人の少女を抱かかえて、響の腕はもう一いつ杯ぱいだった。

　蒼真はため息を漏らす。

「響、俺は男でお前たちは女子だ。そして指導官と生徒だ。そのあたりの関係をきちんと理解してくれ」

「ここは学園じゃないもん」

「だからそういうところが……」

　頭痛を覚えて蒼真が頭を抱えると、鈴音がニッと笑みを浮かべる。

「せんせぇ、アタシも寒いからあっためてほしいなぁ。えい！」

　鈴音は蒼真の腕に抱きついてくる。

「おい、こら」

　怪け我が人を邪じや険けんに振り払はらうこともできず、蒼真は抗こう議ぎの声を上げることしかできない。

　そんな蒼真の態度に、他の少女たち──響以外の全員が顔を引きつらせた。

　葉月はいつものことだが、コノハやマリーまでこんな露骨な顔をするのは珍めずらしい。

「……鈴音。悪ふざけはやめて」

　コノハの冷え切った声にも、鈴音は怯ひるまない。それどころか、蒼真が振り払わないのをいいことに体ごと寄せてくる。




「そう怒おこらないの。ほら、おすそわけ」




「──っ？」

　なにを思ったのか、鈴音は蒼真の腕を思いっきり引っ張る。体ごと密着された状態では、さすがに踏ふみ堪こたえられなかった。

　よろめいて頭から柔やわらかい〝なにか〟の中に突つっ込んでしまう。

「きゃっ？」「ひゃうっ」

　いくつもの悲鳴が上がったときには、蒼真は少女たちの輪の中に放り込まれていた。

　キョトンとするコノハの形のよい膨らみも、それよりは少し劣おとるもののしかし張りのある響の膨らみも、葉月の圧あつ倒とう的てきなボリュームも、マリーのささやかなぬくもりも、もちろん腕に引っ付いたままの鈴音の胸も、全てがいっしょくたに押し寄せてくる。

　五人分の心臓の音が聞こえてきて、蒼真は自分の顔が赤くなるのを感じた。

「す、すまん！　というか、離はなせ鈴音！」

　慌あわてて離れようとするも、がっちりと鈴音に押さえ込まれた蒼真は完全に少女たちに包囲されてしまっていた。

　鈴音がおかしそうに笑う。

「んふふ、恥はずかしがるなよぉ。というかいつもアタシが引っ付いたくらいじゃそんな怒らないでしょ？　あ、なんか言ってて腹立ってきたわ」

「知るか」

　言い合う蒼真と鈴音に、葉月がぷくっと頰ほおを膨らませる。

「……いつも？　おにいちゃん、いつも鈴音さんとこんなことしてるの？」

「ご、誤解だ。そんなことは言ってないだろう」

　義妹の怒いかりに戦おののくも、逃にげ道はない。怒り以上に、詰つめ寄られて突きつけられるふたつの凶きよう器きの方が恐おそろしい。

　すると今度はマリーがキュッと蒼真の服の裾すそにしがみついてくる。

「指導官……。わたくしも、指導官の生徒、なんですよね？　わたくし、忘れられてませんわよね？」

「わ、忘れるわけないだろうっ？　なんの心配をしているんだ」

　こちらは怒っているというより、まるで捨てられた猫ねこのような顔で見上げていた。

　──おいやめろ。そんな顔をされたら、こっちまで変な気持ちになるだろう。

　なぜこの少女はこうも嗜し虐ぎやく心をくすぐるような反応ばかり示すのか。

　最後に、今度はなぜかコノハまでギュッと身を寄せてきた。

「お、おい、お前までなにをしている」

「……私は、別に、嫌では、ありませんから」

　その顔は真っ赤に染まっていて、妙みように意固地になっているようにも見える。まるで、なにかの対たい抗こう心を燃やしてしまったかのごとく。

　──しかも、嫌じゃないって……。

　これは、そういう意味にとってもいいのだろうか？

　思わず、ゴクリと喉のどが鳴ってしまった。

　響が幸せそうに微笑ほほえむ。

「ね、あったかいでしょ？　みんないっしょの方が楽しいよ」

「……響、今度は国語の勉強もしような」

　彼女には修しゆ羅ら場ばという単語の意味を教えておく必要がありそうだ。

　可か憐れんな少女たちに取り囲まれるのは男として幸福ではあるが、同時に地じ獄ごくでもあった。




　　　　◇




　なんとか少女たちの輪から抜ぬけ出し、数分ほど待つとやがて輸送機が近づいてきた。

　あの機に乗っているのが皇族だということは、ここにいる全員が知っている。

　葉月とマリーは表情を硬かたくして姿勢を正しているが、響は待つのに飽あきたのか大きな欠伸あくびを漏らす。普ふ段だん、それを注意しているコノハはというと、どこか不安げに輸送機を見上げていた。

　主しゆ翼よくの下で赤と緑のランプナビゲーシヨンランプが明めい滅めつし、ゆっくりと高度を下げてくる。見上げていると、やがて輸送機のタイヤが滑かつ走そう路ろに接せつ触しよくした。

　やかましいエンジン音とタイヤの摩ま擦さつ音を響ひびかせて、一二〇トンの巨きよ体たいが見る見る減速していく。そして蒼真たちの前でピタリと停止する。いい腕のパイロットだ。

　蒼真が口笛を吹くと、エンジンの停止を待たずに輸送機の扉とびらが開け放たれた。




「コノハ姉さまーっ！」




　脳天気なほど明るい声と共に、中からひとりの少女が飛び出す。

　見たところ、十二、三歳だろうか。

　背は鈴音よりも少し低く、濡ぬれ羽ば色いろの髪かみを左右で結った快活そうな娘むすめだ。コノハとは対照的に表情豊かだが、顔立ち自体はどこか似通って見える。

　いつかコノハがこんなふうに笑っている姿が見てみたい。

　そんなふうに連想してしまった。

　──これが第四皇女ホノカ殿でん下かか。

　コノハの話を考えると、この年ねん齢れいですでにグラムリッターとして戦場に出ていることになる。蒼真も十二のときに徴ちよう兵へいされたわけだが、兵士としては幼すぎはしないか。

　怪我をしたと聞いていたが、見たところ大きな負傷ではなさそうだ。

　軽い足取りで、幼い少女はそのままコノハへと飛びつく。

「うわぁぁぁんっ、会いたかったです！　ミコト姉さまはかまってくれないし、部下はみんな年上だし、ファフニールは臭くさいし！　いい加減ホノカは泣くとこだったです！」

　最後の方はどうかと思うが、この少女も幼さゆえに苦労したのだろうと感じた。

「ホノカ……」

　コノハも困ったような表情を浮うかべつつも、その頭をそっと撫なでてやる。

　そのときのコノハの顔は、やはり姉の顔だったと思う。

（しばらく、ふたりだけにしてやるか）

　姉し妹まいの再会に、観客は必要ない。

　そう言って、蒼真たちがその場を離れようとしたときだった。




「妹風ふ情ぜいが、気安く触さわらないで」




　これまた、盛大な失言が投げ放たれていた。

　空気が凍こおりつく。

　マリーと葉月は見ていられないというように青ざめて顔を覆おおい、響でさえも言葉を失って立ち尽つくしている。

　およそ、怪我をして帰ってきた自分の妹にこんな罵ば声せいを浴びせられる人間を、蒼真は他に知らない。

　それでも、蒼真たちとコノハのつき合いも、そろそろ二か月半になるのだ。

　──あー、そうだな。コノハなりに心配してたみたいだからな。

　きっと、妹の無事な姿を見て気が抜けてしまったのだろう。緊きん張ちようから油断ともいえる気の緩ゆるみへの落差が、この大暴投を生んでしまったようだ。

　そう納得してため息を漏もらす。

　だが、これにはあの可愛かわいらしい妹も傷ついたはずだ。愛いとしい姉からの拒きよ絶ぜつとも取れる言葉に、ホノカは糸が切れた人形のようにカクンと膝ひざをつく。

　そして、カタカタと震ふるえ始める。

「あの、ホノカ殿下？」

　怖ず怖ずと蒼真が声をかけると、ホノカは顔を上げた。




「くーっ！　たまんねえです、コノハ姉さまのその罵倒！」




　身み悶もだえして喜んでいた。

　再び、空気が凍りつく。

　蒼真たちは、確かにコノハからの容よう赦しやのない言葉を耳にした。なのに、この少女は顔を恍こう惚こつとさせ、歓かん喜きに打ち震えているのだ。

　マリーたちのように、コノハの言葉の裏側を察しての反応とも、また違ちがう。

「やっぱり一日一回はコノハ姉さまに罵ののしってもらえないと、ホノカは体調が悪くなって駄だ目めです」

　啞あ然ぜんとしていると、鈴音が諭さとすように首を横に振ふった。

「ホノカは、こういう子なのよね。ドＭって言ったらいいのかな？」

「第四皇女がそれでいいのか……？」

　蒼真たちは見てはならないものを見てしまったのかもしれない。あとで箝かん口こう令れいを敷しかれることを考えておいた方がいいだろう。

　ホノカがムッとしたように顔を向けてくる。

「うるさい外野がいるですね……って、鈴姉じゃねーですか。相変わらず、ドちびだから見えなかったですよ」

「あは？　相変わらず生意気な子ね。お姉さん、ご褒ほう美びにいじめちゃうぞ？」

「いぎぎぎぎぎっ、ありがとうございます！」

　鈴音は笑顔でホノカの頰をつねり上げる。皇族相手でも容赦のなさにマリーたちが蒼そう白はくになるが、当の本人は喜んでいる様子だった。

「……って、あれ？　鈴姉、その腕うでどうしたんです？」

　そこでようやく鈴音が腕を吊つっていることに気づいたらしい。

　ホノカが心配そうな顔をした。

「んー、これ？　ちょっと階段から転げ落ちちゃってねぇ」

　彼女が傷を負った事件のことは、守秘義務が課せられている。皇族相手にも、本当のことを答えるわけにはいかないのだ。

　それを知ってか知らずか、ホノカは気き遣づかうように呟つぶやく。

「鈴姉は足短いんだから気をつけるですよ」

「ホノカ、あんま調子乗ってると背が伸のびなくなる呪のろいかけちゃうぞ？」

「あがががががががっ首がもげるです！」

　鈴音は血の気の引いた笑顔を浮かべてホノカの顔面を鷲わし摑づかみにする。物理的に縮めると言わんばかりに上から押さえつけられ、さすがの皇女も悲鳴を上げる。

「す、鈴音。お互たがい、怪け我が人なんだろう？」

　やんわり仲ちゆう裁さいに入ると、ホノカは初めて蒼真の存在に気づいたような顔をする。

「なんです、貴様は。ホノカと姉さまたちの蜜みつ時どきを妨さまたげるとか、死にたいですか？」

　高圧的なもの言いに相手が皇族だと思い出した蒼真は、姿勢を正して顔の横で手刀を切るように敬礼をする。

「失礼いたしました。どちらかというと、鈴音から返り討うちに遭あっているように見受けられましたもので」

「貴様の目は節穴ですか？　これはご褒美と言うですよ」

「なるほど。勉強させていただきました。ですが部下の手前、ホノカ殿下にはご褒美も自重していただく姿こそ相応ふさわしいかと具申します」

　蒼真の後ろには、未いまだに啞然としているマリーたちの姿がある。

　ホノカは少女たちを一いち瞥べつすると、ぷいっと顔を背そむける。

「貴様には関係ねーです。ホノカは休きゆう暇か中ですよ」

「なるほど。しかし当艦かんは現在、特務の最中にあります。艦内での事件は余すことなく上官に報告せねばなりません。ホノカ殿下の上官殿どのの耳に入る危険もございますが」

「上官……って、ミコト姉さまじゃないですか！　き、貴様！　ホノカを脅おどすつもりですかっ？」

「いえ、ただの忠言です」

　どうやらホノカの直属の上官はミコトで間ま違ちがいないようだ。

　特とく殊しゆな性せい癖へきを持っていたとしても、あの女じよ傑けつからの叱しつ責せきは〝ご褒美〟にもならないらしい。ホノカは震え上がってコノハの側そばから離はなれた。

　コノハもようやくホッとしたように胸をなで下ろす。その肩かたをポンと葉月が叩たたいた。

「妹さん、元気そうでよかったね」

「……ええ」

「あなた、実家の方でもこんな調子なの？」

　先ほどの辛しん辣らつな失言のことだ。マリーの疑問に、コノハは顔を覆って小さく頷うなずく。

　だが、響は険しい表情を浮かべてホノカには近づこうともしない。

「どうした、響？」

「……なんかあの子、嫌いやだ」

　唸うなるような声に、蒼真はギョッとした。

（おい、一応、お前の上官になるかもしれない相手だぞ？　言葉に気をつけろ）

　声を落として注意するが、響は蒼真の後ろに隠かくれるようにしてホノカを睨にらむ。

　響がこんな反応を示すのは初めてだ。

　さすがに、ただのわがままではないと気づき、改まって問い返す。

（なにか、感じるものがあるのか？）

（わかんない。わかんないけど、なんか、すごく嫌なものを見てる気分。コノハも、あの子には近づかない方がいいのに……）

　ふむ、と蒼真は頷く。

　──あの殿下も、戦龍バトルシツプのグラムリッターだ。

〈禁コン郷ゴウ〉のときと同じように、ホノカの戦龍バトルシツプに警けい戒かい心を抱いだいているのだろうか。

　もしくは、皇族は古くから存在する本物の魔ま道どう士しだ。その力に怯おびえているのか。

（とりあえず、本人の前では黙だまっておけ。いいな？）

（……うん）

　まだ今回の来訪の目的も明らかにはなっていないが、ホノカは仮にも第四皇女だ。

　万が一のこともないとは思うが、ただでさえこの艦では〈禁コン郷ゴウ〉の事件といい、不可解なことが多い。警戒するに越こしたことはないだろう。

　当のホノカはというと、蒼真と響のやりとりなど眼中になかったようで、一度コノハの側から離れたもののまた我が慢まんできなくなったように飛びついていた。

「それでコノハ姉さま、〈アカギ〉にはいつ戻もどってくるですか？　ホノカ、ずっと姉さまの帰りをお待ちしてるですよ？」

　痛みを覚えたように、コノハは胸を押さえる。

「……すぐには、戻れないわ」

「特命ってやつのせいです？　そんなのホノカが鎮ちん圧あつしてみせるですよ。さあ、コノハ姉さまの全てをホノカにさらけ出すです」

「思い上がらないで小娘が」

「くうっ、そんなに褒ほめていただけるなんて、ホノカ感激でぇす！」

　ぐいぐい懐なついてくるホノカに、コノハは気が動転したのかまた大変な発言をもらす。

（ああ……。今度はなにを言い間違えたんですの？）

（恐おそらく〝あなたはまだ幼いんだからそんな思い詰つめるな〟みたいなことを言いたかったんだろう）

（おにいちゃん、コノハさんの通訳になれそうだね）

（とっさにあんな言動を取れるのは、もはや一種の才能なのかもしれませんわね）

（昔はただ単に凹へこみ癖ぐせがあるだけだったんだけどねー）

（でもコノハもホノカも楽しそうだよ？）

　蒼真と残された少女たちは見ていられないように囁ささやき合う。

　──まあ、本人は喜んでいるから問題ないのか？

　とはいえ、コノハの失言癖へきが外に出るまでに直らなかったのは、こんなふうにホノカが受け入れてしまい、注意してやれる人間がいなかったからなのかもしれない。

　そんなことを話していると、コノハが助けを求めるように蒼真を見つめてきた。

　仕方なく、コホンと咳せき払ばらいをして蒼真はホノカに声をかける。

「殿でん下か、もう時間も遅うございます。ひとまず宿舎かどこかへ移動されませんか？　コノハも疲つかれているようですし」

「コノハ……だと？」

　うっかり呼び捨てにしてしまったことで、ホノカの機き嫌げんを損ねたらしい。

　蒼真はじとっと睨まれる。

「さっきから貴様は何者ですか？　コノハ姉さまとどういう関係ですか」

　言われてみれば、蒼真は結局名乗らず終じまいだった。

「小鳥遊たかなし蒼真と申します。ここで彼女の指導官を担当しております」

「指導官だと？　軍人じゃねーんですか……いや、うん？　小鳥遊……？　どこかで聞いた名ですね」

「戦龍バトルシツプ級グラム〈封フ槍ソウ〉の元グラムリッターと言えば、おわかりいただけますか？」

「〈封フ槍ソウ〉……？　ああ、思い出したぞ」

　その名前に、ホノカは不快そうに顔を歪ゆがめた。




「コノハ姉さまの護衛も果たせず、部隊を壊かい滅めつさせた能なしじゃねーですか」




　耳が痛い話だが、事実だ。

　蒼真がそう答えようとしたときだった。

　パンッと、乾かわいた音が飛行場に響ひびいた。

「え……？」

　呆ほうけた声を漏もらしたのは、ホノカだった。

　その頰ほおが、赤く腫はれ上がっていく。

　叩いたのは、コノハだった。

　──おい、それはマズいだろう。

　蒼真はアドミラル級に敗北した。

　守護と繁はん栄えいの象しよう徴ちようである戦龍バトルシツプに、敗北などあってはならない。敗北したとすれば、戦龍バトルシツプの使い手に値あたいしない、負けて当然の男だからだ。そうでなければならない。

　だから蒼真は愚劣な敗者バツドルーザーであり、そう呼ばれる必要があるのだ。

　ホノカの態度は、皇族として、グラムリッターとしてなにも間違っていない。模も範はん的てきな反応だ。

　だが、コノハはそれを否定してしまった。

「……取り消しなさい、ホノカ」

「ね、姉さま、なんで……？」

「小鳥遊さんは、ちゃんと私を、守ってくれた。彼の侮ぶ辱じよくは──」

「コノハ！」

　思わず、蒼真は声を荒あららげた。

「ここは、飛行場だ」

　輸送機もまだ止まっているし、一いつ般ぱん人の係員もいる。どこで誰だれに会話を聞かれているとも限らない。

　コノハもようやく我われに返ったらしく、手を下ろす。だが、そこでコノハが蒼真の言うことを聞いたという事実は、なおのことホノカを愕がく然ぜんとさせたらしい。

　ホノカは、唇くちびるを嚙かんで俯うつむいてしまう。

　コノハは戸と惑まどう素そ振ぶりを見せながらも、ホノカに手を伸ばす。

「ごめんなさい。ぶつことはなかったわ」

　しかし、ホノカの耳にはそれさえも届いているか怪あやしかった。

「痛いのに、ちっとも気分がよくならねーです」

　それは当然のことだとは思うが、ホノカは信じられないといった様子で呟く。

「痛いのに、痛いだけで、こんなの、おかしいです」

「ホノカ……？」

　コノハが顔に触ふれようとすると、その手をホノカが弾はじいた。

　そして、蒼真を睨みつける。

「……お前です。お前が負けた事件からコノハ姉さまはおかしくなったです。なのになんでお前なんかがのうのうと生きてやがるんですか。コノハ姉さまを一番傷つけたのは、お前じゃねえですか！」

「──っ」

　言い返せなかった。

　なにより、当のコノハがそれを否定できずに硬こう直ちよくしていた。

　──そうか。俺は、コノハを傷つけていたのか……。

　あの事件のことを引きずっているのは知っているつもりだった。それでも、立ち直りつつあるのだと思っていた。

　だが、本当はそんな簡単なことではなかったのだ。

　しかし、そこで踞うずくまる暇ひまはなかった。




　ホノカの瞳ひとみが、妖あやしい金色に輝かがやいた。




「離れろコノハ！」

　そう叫さけんだときには、ホノカは胸元からペンダントを取り出していた。

「御み国くにホノカが願う──ヘビイクルーザー〈フルタカ〉！」

　少女の体が翠みどりの粒りゆう子しに包まれる。

「きゃっ──」

　触れるほど側そばにいたコノハは、悲鳴を上げて吹ふき飛ばされていた。

　その背中を、なんとか蒼真は受け止めてやることができた。

「こんなところでグラムを起動するなんて、正気ですの？」

　やがて嵐あらしのような粒子の奔ほん流りゆうが収まると、そこには巨きよ大だいな外骨格をまとったホノカの姿があった。

　デストロイヤーやライトクルーザーとは明らかに強度が違ちがう、分厚い装そう甲こう。地を踏ふみしめる脚きやく部ぶが四層のアスファルトを砕くだき、飛行場のコンクリート基き盤ばんを露ろ出しゆつさせる。

　なにより、その大きさはなんとホノカ本来の背せ丈たけの倍ほどにも膨ふくれ上がっていた。

　機械の巨人──それが、この姿から抱く正直な印象だろう。

　さらに不気味なのは、背から伸のびる鞭むちのような二本の蔦つただ。

　どうやら円盤状の刃やいばを連ねた蛇じや腹ばら剣けんらしい。三メートル近いこの機体が扱あつかうのだから円盤のひとつひとつは広げた手の平ほどもあり、関節を持った大剣と呼ぶべき凶きよう器きだった。

　誰も動けなかった。

　瞳に妖しい光を灯ともしたまま、ホノカはふわりと宙に浮うかぶ。

　そして、その蛇腹剣を両手に摑つかむ。




「お前らみんな、いなくなれ」




　振ふりかぶった蛇腹剣は一気に伸しん長ちようし、地を舐なめるように叩たたき下ろされる。

「退たい避ひ！　全員、この場から離り脱だつしろ！」

　硬直したままのマリーと葉月の襟えり首くびを摑むと、蒼真は後ろに飛び退のく。

　他の三人もその声で硬直から脱したらしく、それぞれ回避行動に移っている。

　全員、蛇腹剣の切っ先から大きく逃のがれてはいた。

「ぐうっ」「きゃあっ？」

　滑かつ走そう路ろが激しく砕かれ、爆ばく風ふうじみた衝しよう撃げきとそれで飛び散る破片が容よう赦しやなく襲おそってきた。

　蒼真はなんとか踏み堪こたえるが、怪け我が人の鈴音や響はひとたまりもなくアスファルトの上に転がっていた。

　蒼真はヘビイクルーザーから目を逸そらさぬまま、両りよう脇わきに抱かかえた少女たちに声をかける。

「立てるか、ふたりとも」

「な、なんとか」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　手を離はなすと、マリーと葉月は立ち上がる。

　動どう揺ようはしているようだが、ふたりとも実戦を経験しているグラムリッター候補生だ。取り乱すことはなかった。

　──射程距きよ離りは、十メートル強といったくらいか。

　火力は恐ろしいが、散開すれば決して逃れられないほどではない。もちろん、だからといっていまのホノカが見逃してくれるとも思えないが。

　観察しながら、蒼真は呻うめき声を堪こらえられなかった。

　なにが起こったのかはわからないが、いまのホノカは正気を失っている。いつかの響と同じく、瞳が金色に染まっているのも関係しているのだろうか。

　そしてこの〈フルタカ〉という機体の特徴を、蒼真は知っているのだ。

　──こいつにデストロイヤーやライトクルーザーをぶつけるのだけは避さけなければ。

　この艦かんに残るグラムでは対処できない。

　蒼真が出方をうかがっているときだった。




「御国コノハが願います。コード認証──デストロイヤー〈アカツキ〉」




　コノハがグラムを起動していた。

　この場で、グラムのキーを持っているのは彼女ともうひとりだけだ。そう考えれば当然の判断ではある。

「よせコノハ！　その機体は、デストロイヤーでは止められない」

　制止も虚むなしく、外骨格をまとったコノハは銃じゆう機き剣けん型のグラムを手にホノカの蛇腹剣を迎げい撃げきしようと飛び上がってしまう。

「やめなさいホノカ」

　コノハが銃機剣を振るうが、その先に蛇腹剣は存在しなかった。

「え──？」

　蛇腹剣は結び目が解ほつれたようにバラバラになっていた。

　散らばった円盤の数は二十を超こえる。そして、ただの剣からただの円盤と化したそれが意思を持ったように旋せん回かいし始める。

　遠えん隔かく操作される刃の子機──それが〈フルタカ〉が振るう蛇腹剣の真の姿だった。

　──伸縮自在の刃に、遠隔操作の子機。まるで〈封フ槍ソウ〉の廉れん価か版だな。

　刃を持った円盤は、コマのように弧こを描えがいてコノハへと降り注ぐ。

「──ったく、デストロイヤーが一隻せきで突つっ込んでどうするの」

　そんなコノハを守ったのは、グラムを起動した鈴音だった。

　ライトクルーザー級グラム〈イスズ〉。翼つばさのような形をした、四枚の高周波ソードを装備した機体だ。

　腕うでは包帯で吊つったままだが、コノハの手を摑んだまま器用に身を捩よじると、四枚の刃を旋回させて円盤を弾く。

　しかしいくら鈴音が操る〈イスズ〉とて、全方位から降り注ぐ二十枚の円盤を凌しのぎきれるものではない。

　自分とコノハの体を守るので手て一いつ杯ぱいで、とても反撃や撤てつ退たいができる状態ではなかった。

「なに考えてんのホノカ！　グラムを停止させなさい」

　叫ぶ鈴音に、ホノカが苛いら立だちの声を漏らす。

「──鈴姉まで、ホノカの邪じや魔まをするですか？」

　金色の瞳で、ホノカは冷たくふたりの少女を見下ろす。

　怒いかりに顔を歪ゆがませると、宙を薙なぐように腕を振る。

「嫌きらいです。みんな嫌いです。嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌いでぇぇぇぇぇぇぇすっ！」

　絶ぜつ叫きようを上げて、ホノカは再び円盤を操ってコノハたちにぶつける。

　鈴音はコノハを放し、ふたりの少女は空を蹴けるようにして左右へ分かれて旋回する。少しでも狙ねらいを分散させるためだ。

　もともと、デストロイヤーは速度に秀ひいでた機体だ。コノハは両足の推進器バーニヤを器用に噴ふん射しやし跳ちよう弾だんのように宙を跳はね、それでも避よけ切れない円盤は銃機剣で弾いて回避を重ねる。

　しかし、鈴音の方は片腕の上にまだ傷が痛むのだろう。目に見えて、動きが悪かった。

　当然だろう。昨日は、仰あお向むけに倒たおれたら自力では起き上がれないほどだったのだから。

「こんっの！」

　速度が半減しては、鈴音の〈イスズ〉をもってしても防ぎきれるものではない。円盤の苛か烈れつな攻こう撃げきに、高周波ソードまでもがひび割れていく。

　だが、そこでコノハもただ逃にげ回っているわけではなかった。

「ごめんなさい、ホノカ」

　コノハは銃機剣の切っ先を妹に向けた。

　その切っ先が左右に分かれ、電光を灯らせる。

　銃機剣の銃としての機構──レールガンだ。

　ドウッとまばゆい閃せん光こうを[image: ]ほとばしらせ、プラズマの弾丸が射出される。

　しかし──

「無む駄だだってんです！」

〈アカツキ〉の一撃は、ホノカに届くことなく霧む散さんする。

　これには、コノハも目を見開いて硬直した。

「なに、あれ……？」

　ホノカの体は、翠の障しよう壁へきに守られていた。

「あれが、ヘビイクルーザーの鱗りん界かいだよ」

　苦い声で、蒼真は答える。

　戦龍バトルシツプには劣おとるとはいえ、それに近いほど強烈な鱗界だ。

　デストロイヤーの一撃を造作もなく弾く鱗界に、ライトクルーザーの刃さえ打ち砕く圧あつ倒とう的てきな火力。戦龍バトルシツプを別とすればグラムの頂点に君臨する機体、それがこのヘビイクルーザーという階級だった。

　──しかも、操っているのはコノハに次ぐ第四皇女だ。

　並のグラムリッターのそれとは別次元の力を振るうことだろう。

「あー、ちょっと、ヤバイかも……」

　初めから怪我人の鈴音はすでに満身創そう痍い。コノハの〈アカツキ〉もヘビイクルーザーの装甲は破れない。

　特に速度を強みとするデストロイヤーやライトクルーザーにとって、多方向からの遠隔攻撃を持つ〈フルタカ〉は天敵ともいえる機体なのだ。

　だから、蒼真もこの場は逃げるしかないと判断した。

　──この場を収められる機体は、これしかない。

　胸のペンダントを握にぎろうとしたときだった。

「──それは、ボクがやる」

　蒼真の首から、響がペンダントを抜ぬき取った。

「響、こんなところで戦龍バトルシツプは──」

「──わかってるよ。大丈夫」

　そう答えて、真まっ直すぐホノカに向かって掲かかげる。




「力を貸して──〈封フ槍ソウ〉」




　響の呼びかけに、龍りゆうから翠の光があふれる。

　鱗界だ。

　キーから噴ふき出した鱗界はコノハと鈴音を包み込むように広がり、旋回する円盤さえも押し戻もどしていく。

　だが、肝かん心じんな〈封フ槍ソウ〉本体はこの場に現れていなかった。

　──本体を置いたまま、鱗界だけ操っているのか。

　やはり戦龍バトルシツプを含ふくめてグラムの扱あつかいなら、響のセンスは群を抜いている。

　戦龍バトルシツプは皇国最大最強の戦力だ。それが現れるということは、戦龍バトルシツプが必要とされるほどの危険がそこにあるということでもある。

〈ヒリュウ〉のような民間艦でみだりに姿を見せるわけにはいかないのだが、響はその辺りをきちんと理解してくれていた。

「チィッ」

　ホノカが鋭するどく舌打ちをする。

　いくらヘビイクルーザーが強力とはいえ、戦龍バトルシツプが相手では比ひ較かくにならない。

　だが、それでもホノカは止まらなかった。

「こざかしいんですよ！」

　円えん盤ばんが再び蛇じや腹ばら剣けんの形に集まる。そして、大剣じみて巨きよ大だいな剣を力任せに叩きつけた。

　響の鱗界が、大きく軋きしむ。

「くうっ……」

「まだまだ、でぇぇぇすっ！」

　蛇腹剣は、二本あるのだ。

　一撃目と交差するように、二撃目が重ねられる。




　十字に斬きり裂さくような連撃に、翠みどりの鱗界にピシンと亀き裂れつが走った。




「噓うそ……」

　戦龍バトルシツプの鱗界に傷をつけたのだ。

　これには響も目を剝むいた。

「あっはははははっ！　こんなもんですかよ！」

　哄こう笑しようを上げて、ホノカはさらに蛇腹剣を振ふり上げる。

　そのときだった。

「──やめてホノカ！」

　血を吐はくようなコノハの声に、ホノカの手がピタリと止まる。

「うっ……ぐうぅっ？」

　そして、ホノカは苦痛の声を漏もらして顔を覆おおう。

　見れば指の隙すき間まから覗のぞく瞳ひとみが金色から瑠る璃りの色に明めい滅めつしていた。

「ち、違ちがっ……こんなの、ホノカじゃ……あぅぅぅ」

「ホノカ？」

　様子がおかしい。

　コノハが近づこうとすると、ホノカはそれを追い払はらうように腕を振る。

「来ねーでください！」

　それを最後に、ホノカはフラフラと夜の空に消えていった。

　皇族の魔ま力りよくがあれば、近くの艦かんまでたどり着けるだろう。

　あとには無む惨ざんに破は壊かいされた飛行場と、呆ぼう然ぜんとする少女たちだけが残されていた。




　　　　◇




「ふたりとも、傷は大だい丈じよう夫ぶか？」

　飛行場から撤収した蒼真たちは、コノハと鈴音の手当てに艦橋医い療りよう区画へと来ていた。

　蒼真の主治医でもあり、彼女たちの主任指導官でもある火か来くは「あなたたちは怪け我が人を休ませるという概がい念ねんを知らないのね」とたいそう批難がましい目で睨にらんできたが、素早く手当てをしてくれた。

　声をかけると、コノハと鈴音はなんでもなさそうに首を横に振る。

「私は、問題ありません」

「アタシも元の怪我だけかなー？」

　幸いというか、大きな怪我を負った者はいなかった。マリーや葉月はもちろんのこと、コノハと鈴音もかすり傷程度ですんでいる。

　それぞれ手近な椅い子すに腰こしをかけていて、蒼真に注目する。

「まずは、全員無事でなによりだった。マリーと葉月もそのまま話を聞いてくれ」

　コノハたちとは違い、一生徒に過ぎないふたりだが、すでに事件に巻き込まれてしまったのだ。遠ざけるよりも、事情を理解してもらった上で黙もく秘ひしてもらった方がいい。

　怖おず怖おずとした様子で手を上げたのは葉月だった。

「おにいちゃん、あの子……ホノカさんは、どうしちゃったの？　いきなりあんなことをする子には見えなかったんだけど」

　心優しい義ぎ妹まいは、未いまだにグラムで攻撃されたことが信じられないように言う。

「そうだな。いくら幼くとも、殿でん下かは皇族だ。こんな身勝手な振るまいをされる方ではないと思う」

　それから、葉月たちの顔を順に見つめ、最後に響を見た。

「この中で、誰だれかホノカ殿下の目を見ていた者はいるか？」

「目……？」

「ああ。金色に染まって見えたんだが、気づかなかったか？」

　どうやらホノカの変へん貌ぼうへの驚おどろきの方が大きかったらしい。少女たちは首を傾かしげるばかりだった。

　唯ゆい一いつ、鈴音がハッとしたような顔を見せたが、口を開きはしなかった。

　──見ているかもしれないが、ここで話す気はないということか？

　誰も口を開かないのを確かめて、蒼真はいう。

「……そうか」

　蒼真は内心ため息を漏らした。

　──見間違いではない。

　あのとき、ホノカの瞳は金色に染まっていた。

〈禁コン郷ゴウ〉が暴走したときの響と同じ現象だ。ふたつの事件が無関係とは思えないのだが、目もく撃げきしたのは蒼真だけらしい。

　──ここから先は、ミコト殿下からの密命に関わってくるんだが……。

　果たして、どこまで説明したものか。

　少し悩なやんで、蒼真はこう切り出した。

「どうやら殿下は外部からなにかしらの力の干かん渉しようを受けているらしく、情じよう緒ちよ不安定になっているようだ」

　その説明に、マリーが目を丸くする。

「いきなり話が飛ひ躍やくしましたわね。どういった根こん拠きよでそうおっしゃるんですの？」

「前に一度、同じ症しよう例れいを見たことがある。そのときも、本人は自分がなにをしたのか覚えていなかった。殿下の症状と似ていると思う」

　思えば、響は理由のわからない警けい戒かい心をホノカに抱いだいていた。いま考えれば、かつて自分が陥おちいった症状と同じものを感じてのことだったのだろう。

　当の響はというと、どこまで蒼真の言葉の意味がわかっているのか、キョトンとして首を傾げているが。

「では、あの娘こはコノハに攻こう撃げきしたことも覚えていないんですの？」

「それはわからないが、本人の意志ではない可能性が高い」

　でなければ、あんなふうに仲のよかったコノハや鈴音にグラムなど持ち出してまで攻撃するはずがない。

　マリーが難しい顔で呟つぶやく。

「つまり、暴走しているということですの？」

　暴走のひと言で、〈禁コン郷ゴウ〉の事件を思い出したのだろう。マリーは小さく身み震ぶるいする。

　しかし、蒼真も同じ気持ちだった。

　──ホノカ殿下も戦龍バトルシツプのグラムリッターだ。……嫌いやな符ふ合ごうだな。

　ホノカがどこへ去ったかはわからないが、軍で捕ほ捉そくしてもらうしかないだろう。

　……実際にそれが可能な人間など、軍の中でも第二皇女ミコトをおいて他にいないだろうが。

　とにかく、と蒼真は話を続ける。

「向こうは現役グラムリッターだ。この件は、軍側で対応してもらうのが筋だろう。さすがに殿下がここに戻ってくることはないと思うが、みんな今回のことは他言無用で頼たのむ」

「……了りよう解かいしましたわ」

　ヘビイクルーザーだけでなく、戦龍バトルシツプまで持ち出す危険があるのだ。候補生や民間艦の手に負える相手ではない。

　こういうときのために、軍というものは存在するのだ。マリーも納得してくれた様子で頷うなずく。

　鈴音が頭痛を起こしたように頭を抱かかえる。

「黙だまってるのはいいんだけどさぁ、滑かつ走そう路ろの被ひ害がい、なんて報告したらいいんだか……」

「事実を報告すればいいだろう？」

「へ……？　報告したら駄だ目めじゃない」

　恐おそらく、鈴音も少し気が滅め入いっているのだろう。普ふ段だんなら、こういうことは彼女の方から言い出すだろうに。

　蒼真は澄すました顔でこう言った。




「ホノカ殿下から受け取った荷物が爆ばく発はつしたと言えばいいだろう？」




　ポカンと口を開く鈴音に、さらにこう続ける。

「荷物の差出人は軍ということになる。請せい求きゆうもあちらにすれば問題ないだろう」

　さらに言うなら、ホノカ本人になる。自覚があったにしろないにしろ、自分でやったことの責任くらい取ってもらっても文句はないだろう。

　鈴音がペタンと額を叩たたいて笑い声を上げる。

「あはっ、せんせぇがそういうこと言い出すとは思わなかったわ」

「心外だな。こういうやり方はお前から教わったつもりなんだが？」

「それこそ心外だよ。アタシはちゃんと相手が困らないように振るまうもん」

　もっとしたたかに困らせるという意味だろう。

　蒼真が苦笑すると、鈴音の表情も少し明るくなった。

　それから、葉月が困ったように言う。

「でも、情緒不安定になったからって、グラムまで持ち出すのかな……」

「それは……」

　蒼真が言い淀よどむと、コノハが暗い顔で答えた。

「……私が、あんなことをしてしまったから」

　コノハが顔を叩いたことで、ホノカは暴走を始めた。それは事実だろう。

　──だが、あのときの言葉は事実だった。

　誰よりもコノハを傷つけているのは、蒼真だとホノカは言った。暴走していたのかもしれない。怒いかりからの言葉かもしれない。

　しかし、コノハはそれを否定しなかった。

　痛みのような感覚を抱きながらも、そうするとあのときのコノハの言葉の意味がわからなくなってくる。

「コノハ、あのときはどうしたんだ？　バッドルーザーの名前の意味なら、君の方がよく知っているはずだろう」

　蒼真にその呼び名の本当の意味を教えてくれたのは、外ならぬコノハではないか。

　コノハは、首を横に振った。

「……あの子は、バッドルーザーとは、言いませんでした」

　思い返してみる。

　──コノハ姉さまの護衛も果たせず、部隊を壊かい滅めつさせた能なしじゃねーですか──

　なるほど、確かにバッドルーザーという言葉は使わなかったようだ。

　だが、と蒼真は言う。

「それでも、ホノカ殿下の言動は別に間違ったものじゃない。コノハが怒おこるようなことではないんだぞ？」

「──っ、私は！」

　声を荒あららげて、コノハは立ち上がる。

　その顔を見て、蒼真は息を吞のむ。

　コノハの瞳ひとみには、涙なみだが浮うかんでいたのだ。

　──やはり、俺はコノハを傷つけているのか。

　どうしようもなく、それが事実なのだと突つきつけられてしまった。

　言葉を失う蒼真を見て、コノハも我われに返ったらしい。ハッとして視線を逸そらす。

「……申し訳、ありません。今日はもう、休ませて、もらいます」

　そう言い残して、足早に部屋を出ていってしまう。

「あ、待ってコノハさん！」

　葉月が慌あわててそれを追い、マリーもそれに続こうとしてふと足を止める。

「コノハのことは、わたくしと葉月が見ますわ。指導官は、まだやることがおありなのでしょう？」

「すまん。頼む」

「任されましたわ」

　蒼真が素直に頭を下げると、マリーはほのかに頰ほおを赤く染めて頷く。

　そして、葉月に続いて部屋を出ていった。

　そんな少女たちの後ろ姿に、蒼真は一いち抹まつの不安を覚える。

　──躓つまずかせて、しまったのか……？

　コノハは仲間に自分が皇族であることを打ち明けられた。

　だが、蒼真が敗北したあの空でのことからは、まだ立ち直っていない。

　今回の事件は、その傷口を抉えぐってしまった気がするのだ。外ならぬ、蒼真のせいで。

　そこで、響と鈴音がじっと自分を見つめていることに気づく。

「ふたりも、今日はもう休め。話はまた明日あしたにしよう」

「……うん。でも、蒼真は？」

　気き遣づかうような響の視線に、蒼真は肩かたを竦すくめた。

「俺はまだ、仕事が残ってる」




　　　　◇




「ちょっと、ここは立ち入り禁止ですよ」

　生徒たちを寮りように帰した蒼真は、再び艦かん首しゆ甲かん板ぱんに舞い戻もどっていた。

　ホノカが来た時点でそうとう冷え込んでいたのだ。今度は蒼真も上着を羽織っている。

　周囲では慌ただしく作業員が駆かけ回っている。破壊された滑走路の修復で、彼らも今夜は徹てつ夜やだろう。そう考えると、蒼真も親近感を抱いてしまう。

　そんな作業員のひとりが、滑走路に踏ふみ入ろうとした蒼真を止めたのだった。

「今回の爆発の調査をしている。作業の邪じや魔まはしない」

「調査って……はっ、失礼いたしました！」

　そう言ってかざした身分証は、指導官としてのものではなく〝特務官〟という肩書きのものだった。

　──コノハにこれを渡わたされたときはなんの役に立つのかと思ったが……。

　こういうときは、便利なものかもしれない。

　作業員も不器用な敬礼をして引き下がった。

　蒼真は〈禁コン郷ゴウ〉の暴走事件を追うよう、ミコトから命じられている。

　最初、蒼真は事件の原因は〈禁コン郷ゴウ〉にあると考えていた。しかしコノハと触ふれ合う姿を見ると、理由もなく暴走するほど危険をはらんでいるわけではなさそうだ。

　響も、あの事件以降は異常を起こしてはいない。

　もはやなんの手がかりもないと思ったところに、この事件だ。

　ホノカの事件は、きっと無関係ではない。

　──だが、原因はどこにあるのか。

　この〈ヒリュウ〉という艦のどこかにあるのか。

　それとも、別の〝敵〟が関わっているのか。

「アドミラル級……」

　手がかりを探さぐるように、蒼真はその名前を呟く。

　結局詳くわしくは聞けなかったようだが、通信で確かにコノハはその名前を口に出した。

　第二のアドミラル級が現れ、ホノカはそれと交戦したのだと。

　──響も、アドミラル級と交戦した生き残りだ。

　同じ症状を見せたふたりが、揃そろって存在すら疑われていた敵と接せつ触しよくしているのだ。アドミラル級となにか関わりがあると考えるのが自然だ。

　あるいは、あの敵には人間を操るような力があるのかもしれない。蒼真の〈封フ槍ソウ〉にも、ファフニールの電脳に侵しん入にゆうして操る機能があるのだから。

「だが、そうするとなぜ俺は操られていない？」

　アドミラル級からの生せい還かん者なら、蒼真が第一号だ。

　──それに、アドミラル級ならすでに沈しずんでいる。

　二頭目の方はどうか知らないが、一頭目は外ならぬ蒼真自身が倒たおしている。あれが生き延びて策略を巡めぐらせているとは思えなかった。

　それならば、まだ〈ヒリュウ〉自体がなにかに浸しん食しよくされているという方が考えられる。

　そう思って現場に戻ってきたのだが、手がかりを見つけるのは難しそうだった。

「せめて、魔力を辿たどれる龍でもあればな……」

　グラムを始めとする龍を動かしているのは、魔力と呼ばれるエネルギーだ。

　ただ、これは蒼真のような普通の人間には見ることも感じることもできない。龍が干かん渉しようして、初めて操ることができるのだ。

　そういった意味では、龍は魔法使いの杖つえのようなものだ。

　だからグラムリッターはいまでも〝魔道士〟の名で呼ばれる。

　この魔力には特定の波長が存在し、警察の捜そう査さに使われることもある。そのための龍も開発されているらしいが、あいにくと蒼真の権限で使えるようなものではなかった。

　──本物の魔道士なら、魔力も視みえるらしいが……。

　それもあってコノハにも協力を求めたかったのだが、いまは無理だろう。

　ため息を漏もらしていたときだった。




「せんせぇ、夜遊びは体に悪いぞ？」




　後ろから、そんな声がかけられた。

「お前は俺が困ってるといつも現れるな──鈴音？」

　振ふり返らなくともわかる。

　それは医い療りよう区で別れたはずの鈴音だった。

「ふふん。生徒会長はなんでもお見通しなのだ」

　滑かつ走そう路ろに仁に王おう立ちして、鈴音は小さな胸を張る。

「一応、聞いておくがこんなところでなにをしてる？」

「もちろん、せんせぇを助けにきたんだよ」

　そう言って、蒼真の顔を覗のぞき込むと、ツンと胸元に触れる。

「どう？　惚ほれ直しちゃったかな？」

　ほのかに甘い香かおりが鼻をくすぐる。

　まるで無防備に近づいてくる少女に、思わずゴクリと喉のどが鳴る。

「いつものことだが、お前、俺が男だって忘れてないか？」

「せんせぇをドキッとさせられたなら、アタシも女って意識されてるって安心……へ？」




　反省の色もなく笑みを浮かべる鈴音に、蒼真は自分の上着のジッパーを下ろした。




　その行こう為いの意味をどう受け取ったのか、鈴音の顔が次第に赤く染まっていく。

「な、ななななんで服を脱ぬぐの？」

「上着を脱がないとできないことをするからに決まってるだろう？」

「え、ええ？　あの、ちょっとせんせぇ？　こんなところでそういうのはちょっとそのいや別に嫌いやってわけじゃないんだけどそうじゃなくてっ人もいるんだしあの、あのっ」

　普ふ段だんの人を喰くった態度が噓うそのように、鈴音は取り乱す。

「鈴音」

「ひぅっ」

　名前を呼ぶと、鈴音はキュッと目を瞑つぶった。

　蒼真は上着を脱ぐと──

「──夜風は、傷に障さわるぞ」

　ふわりと、鈴音の頭から上着をかぶせてやった。

「ふぇ……？」

　真っ赤な顔のまま、鈴音は間の抜ぬけた声を漏らす。

「手伝ってくれるのは嬉うれしいが、上着くらい着てこい」

「は……はあ？　上着？」

　へなっと、腰こしが砕くだけたように鈴音はへたり込む。

　それから、自分の勘かん違ちがいを悟さとったのだろう。

　ムッとした顔をして立ち上がる。

「……せんせぇ、期待を持たせて落とすのは、ちょっと悪質だと思うよ？」

「そんなことを言われても困る」

　素っ気なく顔を背そむけながら、蒼真はこっそり胸を押さえていた。

　──たまにそんな可愛かわいい反応をする、お前の方が悪質だろうよ……。

　煽あおってくるわりには、実は鈴音は恋れん愛あいというか男女関係には耐たい性せいがないらしい。押せば倒れそうな姿に、蒼真も生徒に抱いだいてはいけない気持ちを抱いてしまった。

　チラリと目を向ければ、鈴音はむくれたように顔を背けているものの、上着に片かた袖そでを通している。

　……そこでなぜか上着に顔を近づけ、すんすんとにおいを嗅かいでいるように見えるが気にしないでおこう。

　気を落ち着けてから、蒼真はようやく鈴音に振り返る。

「ここに来たということは、鈴音も気づいていたのか？」

「ホノカの目が金色だったって話？」

　蒼真が頷うなずくと、鈴音は首を横に振った。
















「響ちゃんのときは気づかなかったんだけど、言われてみればホノカの瞳ひとみは確かにそんなふうに見えたよね」

　やはり、鈴音も気づいていたらしい。

　当然のことかもしれない。蒼真以外で操られている響の姿を見たのも、ホノカのときにコノハ以外でもっとも近くにいたのも、鈴音なのだから。

　だから、蒼真がどこまで知っているのかを聞きたくてここまで追ってきたのだろう。

「じゃあ、ホノカの事件は響ちゃんの事件の続きだってこと？」

「もしかすると、最初にこの〈ヒリュウ〉を襲おそったアドミラル級も、だな」

　この〈ヒリュウ〉で戦った二度目の空もそうだが、そもそもの発ほつ端たんは二か月半前、蒼真の部隊が壊かい滅めつさせられたことなのかもしれない。

　──もしも全てがひとつに繫つながっているのだとすれば……。

　考えすぎだとは思いたいが、それを否定する根こん拠きよがないのも事実だった。

　アドミラル級の名前に、鈴音も息を吞のむ。

　改まった調子で、鈴音は言った。

「せんせぇ、この〈ヒリュウ〉で、一体なにが起こってるの？」

　恐おそらく、この少女がそんな問いを投げかけたのは初めてのことだろう。

　蒼真は作業員たちから距きよ離りを取ると声を落として答えた。

「鈴音、お前はホノカ殿でん下かの豹ひよう変へんをどう思った？」

　引き金になったのはコノハの行動かもしれないが、それまで決してあんな暴走をするような──まあ、多少変わったところがあったのは事実だが──人物ではなかった。

　鈴音は上着の前まえ裾すそをキュッと握にぎって言う。

「操られているみたいだった──というのが、正直な感想ね」

「俺もそう思った。だが、言動自体はホノカ殿下本人の部分もあったんじゃないか？」

「……まあ、そうかもね。アタシが割って入ったときも、なんで味方をしてくれないんだみたいな顔をしたし」

　操られるとはいっても、完全に別人になったり、他の人格に支配されているようなものではないようだ。

　少し考える素そ振ぶりを見せて、鈴音が言う。

「つまり、感情とかを無理矢理ドーピングされてるような状態ってこと？」

　蒼真は頷く。

　コノハたちの前で、あれを〝情じよう緒ちよ不安定〟と表現したのはこれが理由だ。

「問題は、それが〝誰だれ〟の仕し業わざかということだ」

　それを突つき止めろと、ミコトは言った。

　鈴音も表情を険しくする。

「操るって、響ちゃんはともかくホノカはあれで戦龍バトルシツプ〈斬紫舞キリシマ〉のグラムリッターよ？　そうでなくても皇女ってだけで守られてる。そんな子をどうやって？」

　蒼真は首を横に振る。

　響はまだ精神的に無防備なところがあった。だからどこで攻こう撃げきを受けたのか見当もつかなかった。

　しかしホノカは守られていて、訓練も積んでいた。簡単に操ることはできないはずだ。

「今回のことで、逆に手がかりが絞しぼれたように思う」

　鈴音が目を丸くする。

「考えられる原因は、ふたつだ」

　言いながら、人差し指を立てる。

「響のときも、殿下のときも、近くにあの機体があった」

「あの機体って、まさか──」

　蒼真は頷く。

　──〈禁コン郷ゴウ〉──

　事件として、おいそれと口に出せる名前ではない。

　だが〈禁コン郷ゴウ〉の名前と共に脳のう裏りを過よぎったのは、コノハの涙なみだだった。

　あのとき、マリーたちに任せず自分も追いかけるべきだったのではないだろうか。

　頭を振って、蒼真は続きを語る。

「響のときは、あれ以外に原因は考えられなかった。それに皇族の殿下があれに触ふれる機会はいくらでもあっただろう。今回、コノハのことで精神的に不安定になった隙すきを衝つかれたと考えれば辻つじ褄つまも合う」

　恐ろしい可能性だと思う。

　しかし、鈴音は平然とした様子で続きを促うながした。

「──でも、せんせぇはそうは思ってない」

　さすがにこの少女には、その程度のことは見み透すかされてしまうらしい。

「まず、あれがそんな危険な機体だとしたら、こんな人目につく場所に保管させるはずがない」

　たった一度の敗北すら許されないのが、戦龍バトルシツプという存在だ。

　それが暴走の危険をはらんでいるとしたら、徹てつ底てい的てきに秘ひ匿とくされるだろう。万が一にも目撃者が生き延びかねない民間艦かんなどもっての外だ。

「それにコノハ以外に扱あつかえる人間がいないのだとしても、あいつを呼び戻もどすなりなんなりできたはずだ。そもそも、長らく使い手がいなかったと聞いている。保管や封ふう印いんは可能だということだ」

　もうひとつつけ足すと、触れ合ってみてわかったのだが、〈禁コン郷ゴウ〉は気むずかしくとも悪意のある存在ではない。

　だから、可能性としてはあり得うるが蒼真は〈禁コン郷ゴウ〉が原因ではないと思う。

　──それでも、〈禁コン郷ゴウ〉の近くでこうも立て続けに事件が起こっているのは気になるが。

　原因でなくとも、関わりはあるのかもしれない。

　これには鈴音も異論はないようだ。小さく頷いて続きを促す。

「それで、本命は？」

　答えるには、一度深呼吸をする必要があった。

　蒼真は、慎しん重ちようにその名前を口にした。

「──アドミラル級──」

　鈴音が身を強こわ張ばらせた。

「どういうこと？　アドミラル級は、せんせぇが沈しずめたんじゃなかったの？」

「詳くわしいことは、俺にもわからない。だが、二頭目のアドミラル級が現れたらしい。そして、殿下はそれと交戦した」

「二頭目……っ」

　これは皇族の秘匿回線からコノハが手に入れた情報だ。鈴音も初耳だったらしい。

「響がアドミラル級に壊滅させられた部隊の生き残りだということは、鈴音も知っているよな？」

「……そうね」

「交戦中に、なにかをされた可能性があると、俺は思っている」

　これならば、ミコトの敵を探し出せという言葉の意味もしっくり来る。

「もしもアドミラル級が原因だとすると、問題はそれがここに残っているかどうかだ」

「ホノカといっしょに、感染源みたいなものも去ったかもしれないってこと？」

「ああ」

　鈴音はふむとまた考え込む。

「仮にアドミラル級に操られているとして、被ひ害がい者しやはホノカだけじゃない。響ちゃんもそうだった。なら、感染が広がっていく可能性があるんじゃないの？」

　だとすると、感染源は外に解き放たれてしまったことになる。

　にわかに青い顔をする鈴音に、蒼真は首を横に振ふった。

「その可能性は低いと思う。操られるのは、一度にひとりまでなんじゃないか？」

「どうしてそう思うの？」

「俺が、操られていないからだ」

　迷いのない声で、断言した。

「アドミラル級と交戦したのが原因なら、真っ先に操られているのは俺のはずだ。だが、響の事件でそうはならなかった。これは操れる相手がひとりだからではないか？」

　そう考えれば、同じ条件を持っているはずの蒼真が正気でいられた説明もつく。

「……なるほど」

　鈴音も矛む盾じゆんは感じなかったようだ。神しん妙みような面おも持もちで頷いた。

　──だが、そうすると、困ったことになったかもしれない。

　もしも感染源がホノカに移ったままだとすると、蒼真にはこれ以上事件を追いかけることができない。蒼真は、あくまでこの学園の指導官なのだから。

　そんなことを考えていたときだった。

　不意に、鈴音が耳を押さえた。

「通信か？」

「うん。……アタシだ。こんな時間になんだ？」

　この口調から察するに、相手は学園の生徒ではなく艦の乗組員だろうか。

　しばらく話していて、次し第だいに鈴音の顔が青ざめていくのがわかった。

　やがて通信が終わると、鈴音は怯おびえたように蒼真の顔を見上げた。

「……なにかあったのか？」

　正直、どうすればこれ以上状じよう況きようが悪化するのか思い付かないくらいなのだが。

「せんせぇ、どうしよう……」

　完全に途と方ほうに暮れた様子で、鈴音はこう言った。




「軍から、正式に対たい抗こう戦を申し込まれたって」




　この〈ヒリュウ〉は、現在解体の危機にある。

　次の学園対抗戦で敗北すれば、防衛最低限度のグラムの数を切ってしまい、自衛能力喪そう失しつと見み做なされ軍の管かん轄かつに置かれるのだ。

　そんな対抗戦が一か月後に迫せまり、そのための訓練を始めたばかりだ。

　その対抗戦が、よりによって候補生などより遥はるかに格上の相手から挑いどまれたのだった。








第三章　悔かい恨こんの鎖くさりはあまりに重く






『──なるほど。状況は把は握あくした』

　対抗戦のことを聞いた直後、蒼そう真まは生徒会室の通信を使ってミコトを呼び出していた。隣となりには、鈴すず音ねの姿もある。

　もちろんホノカの行動への抗議が一番の理由だが、調査の進しん捗ちよくも報告しておく必要があったからだ。

　もっとも、この回線も他よりは安全とはいえ完全なものではない。聞かれて困る単語は極力伏ふせての会話になっている。

　ひと通りの報告を聞いたミコトは、しばらく通信を返さなかった。

　やがて、重たい声が返ってくる。

『結論から言うと、アドミラル級に分類されるファフニールは確かに出現した。迎げい撃げきに当たったのは、私とホノカだ』

「では、もう撃破されたと？」

　アドミラル級の力は蒼真が誰だれよりも理解しているが、戦龍バトルシツプが二隻せきがかりで倒たおせないなどということはあってはならない。まして、うち一隻は最強の戦龍バトルシツプ〈八ヤ万マ都ト〉なのだから。

　しかし、ミコトからの返事は暗いものだった。

『沈めはした。跡あと形かたも残さず、完かん膚ぷなきまでに破は壊かいしてみせた。だが……』

「……なにか？」




『貴様の報告にあった、人型への進化は確認できなかった』




　蒼真は鋭するどく目を細め、慎重に問い返す。

「進化できないほど、一方的に破壊してしまったという可能性は？」

　ミコトの〈八ヤ万マ都ト〉の火力なら、あり得ない話ではない。

『かもしれん。だが、貴様がアドミラル級が原因だと語った事件は、まだ続いている』

「──っ」

　そこを指し摘てきされると、蒼真もなにも言い返せなかった。

『取り逃にがしたか、本体ではなかった可能性を考えている』

　ミコトが自分から〝取り逃がした〟などという言葉を使うのは、憤ふん死ししかねない屈くつ辱じよくだろう。

　──それほどまでに、危機感を抱いだかれているということか。

　蒼真も軽く考えていたつもりはないが、想像以上に事態は深刻化しているようだ。

『アドミラル級のことはこちらで対処する。貴様は気にするな』

「はっ、感謝いたします」

　映像の見えない通信ではあるが、蒼真は敬礼を返した。

　それから、本題について問いかける。

「それで、ホノカ殿でん下かから申し込まれた対抗戦ですが、願わくばそちら側から取り下げていただきたい」

　そう持ちかけると、隣で鈴音も息を殺してミコトの返事を待つ。

　しかし、ミコトからの答えは素っ気ないものだった。




『そんな些さ事じなど知ったことか。貴様が片付けろ』




「なッ──」

　自分の耳を疑った。

　確かにミコトは部下を甘やかす部類の人間ではない。しかし民間人を巻き込むようなやり方を容認するほど非常識ではなかったはずだ。

　絶句する蒼真と鈴音に追い打ちをかけるように、ミコトは続ける。

『コノハや鈴音もいるのだ。騒さわぐようなことではあるまい』

「この艦かんのグラムは防衛限度ギリギリしか残っていないんですよ？」

『それこそ知ったことか。たった一敗で自じ滅めつするところまで追い込まれる弱者は、この空では生き延びられない。だから軍が管理する。なにか間ま違ちがっているか？』

　ギリッと、鈴音が奥歯を嚙かみしめる。

　確かに、ホノカの事件がきっかけではあるが、〈ヒリュウ〉の敗戦続きがそもそも原因なのだ。これをミコトに対処しろというのは、筋違いかもしれない。

　──だが、候補生が本物のグラムリッターに勝てるわけがない。

　民間のグラムは、基本的に軍から払はらい下げられたものだ。

　当然、軍用機に比べて旧式で性能も落ちる。

　腕うでと性能と戦略において、向こうの方が優すぐれているのだ。これをどう覆くつがえせというのか。

　──強くしてみせると、約束したのに。

　その約束を、守ってやることができない。

　呻うめく蒼真に、ミコトは呆あきれたような声を漏もらす。

『腑ふ抜ぬけたか、蒼真？　貴様はいつから敗北主義者になった。泣き言を吐はくなら万ばん策さく尽つきて死んでからにしろ』

　心をへし折るような苛か烈れつな悪あく罵ば。鈴音の瞳ひとみに、とうとう涙なみだが浮うかんだ。

　それを見て、蒼真はハッとした。

　──閣下の言う通りだ。俺は、なぜ泣き言なんて漏らしているんだ？

　これが生徒に見せるべき姿か？

　指導官が無様に狼狽うろたえているから、この気き丈じような少女にまで涙を浮かべさせてしまった。

　蒼真はこっそり呼吸を整えると、落ち着いた声で通信に語りかけた。

「……閣下。ひとつお尋たずねしますが、これも対抗戦のルールに則のつとった試合ですね？」

『ああ、そのはずだ』

「なら、負けた者は、グラムを徴ちよう収しゆうされるのですね？」

『その通りだ』

「なるほど」

　途方もない逆境だ。

　全てにおいて格上の相手に勝たねばならず、負ければ全てを失う。しかも蒼真自身が戦うことはできず、勝敗は生徒たちの手に委ねなければならない。

　蒼真が責任を取ってやることすらできないのだ。

　それでも、蒼真は笑みを浮かべることができた。

「せんせぇ……？」

　不思議そうな顔をする鈴音を手で制すると、蒼真はこう言った。

「把握しました。対抗戦の件は、こちらの好きに片付けさせていただきます」

　通信の向こうで、ミコトが笑ったような気がした。

『それでいい。アドミラル級だろうがなんだろうが、戦龍バトルシツプをまとっていながら無様に操られた愚ぐ妹まいに罰ばつを与あたえてやれ』

　コノハになじられても喜ぶホノカが怯えるミコトの罰だ。それを、蒼真に与えてみせろと言っているらしい。

「かしこまりました」

『ホノカのことは、任せる。それと……』

　そして、通信が切れる間ま際ぎわに、本当に小さな声で最後にこうつけ足した。

『──を、頼たのむ』

　そのひと言で、蒼真は〝敵〟の狙ねらいがなんなのかわかった気がした。

　──心得ています、閣下。

　声には出さず、そう返した。

　通信を切ると、鈴音が困こん惑わくした顔で問い詰つめてくる。

「せんせぇ、どういうつもり？　これじゃあ、〈ヒリュウ〉は解体されちゃうよ」

　そんな鈴音に蒼真は、なにか言う前に鈴音の頭をそっと撫なでた。

「ふぇ……？」

　なにも言わず、そのままじっと見つめて撫で続けると、鈴音の顔色が面おも白しろいほどころころ変わっていく。

　真っ赤になったかと思えば真っ青になり、瞳も涙が浮かんだかと思えば羞しゆう恥ち心しんに耐たえきれないように震ふるえ、しかし口元は強こわ張ばったり堪こらえきれないように緩ゆるんだり。

　そんな少女の百面相をしばらく眺ながめてから、蒼真はようやく鈴音の頭を解放してやった。

「なっ、なに？　なんなの？」

「少しは落ち着いたか？」

「余計に気が動転したような気がするんだけど……？」

　とはいえ、先ほどまでの絶望じみた表情はもう消えていた。

「無様な姿を見せて悪かったな。お前が不安になるのも無理はない」

「べ、別にせんせぇが悪いわけじゃないでしょ？」

「いや、いまのは俺が悪い。俺がお前たちに教えるべきなのは、上官への泣き言の漏らし方なんぞじゃないんだからな」

　そうなのだ。

　蒼真は指導官としてここにいるのだ。

「大丈夫だ。心配するな。この程度の逆境、お前たちなら必ず覆せる。必ず、俺が勝たせてみせる」

　鈴音が呆ほうけたように口を開いた。

「詳くわしい話は、また明日あしただ。鈴音にも働いてもらう必要がある。今日はもう休め」

　そう言ってポンと背中を押すと、鈴音ははにかむように笑った。

「せんせぇ」

「なんだ？」

「ありがと。なんか、ホッとしたよ」

　蒼真は肩かたを竦すくめる。

「たまには、鈴音にも指導官らしいことをしてやらないとな？」

　帰っていく鈴音の後ろ姿を見送って、蒼真は伸のびをした。

　──さて、勝たせるとは言ったものの、どうすべきか……。

　勝算など、欠片かけらほども見み出いだせない。

　都合よくいまから正規兵を圧あつ倒とうできる力など身につけられるはずもない。

　それでも、勝たせてやらなければならない。

　蒼真は椅い子すに腰こしを下ろすと生徒たちの資料を片かたっ端ぱしから開いていった。

　仕事は山積みだというのに、厄やつ介かいな事件は増える一方だ。

　それでも、不思議ともう絶望は感じられなかった。




　　　　◇




「──というわけで、軍の正規兵と対たい抗こう戦を行うことになった」

　翌朝。蒼真が告げると少女たちはなにを言われたのかわからないように硬こう直ちよくした。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、悲鳴が上がる。

「マジ言ってんスか先生？　正規兵って、弱小校のうちが勝てるわけないじゃないスか」

「そうですよ。しかも相手は第四皇女殿下って、私たちに死ねって言ってるようなものじゃないですか！」

　頭を抱かかえて悶もん絶ぜつしているのは、ヒリュウ学園代表メンバーたちだ。

　生徒会室には長テーブルが三本並べられ、それぞれに学年ごとの代表が並んで座っている。響ひびきも一年のテーブルに同席してはいる。

　その正面に、ホワイトボードを背に蒼真が説明しているのだが、総勢十三人にもなるとこの生徒会室もずいぶん窮きゆう屈くつだった。

　そんな中、蒼真が意識したのはコノハだった。

「ねえねえコノハ。これってボクも呼ばれたってことはボクも戦えるのかな？」

「……指導官次し第だいだわ」

「じゃあ、蒼真がいいって言ったらいいんだよね！　コノハもいっしょにがんばろうね。今度はボクも負けないからね！」

「え、ええ……」

　響はコノハの手を握にぎってぶんぶんと振ふる。

　されるがままではあるが、コノハの表情はそこまで暗いものには見えなかった。

　──あれから、少しは落ち着いたのか？

　昨晩、ホノカとのことがあってからコノハは様子がおかしい。マリーと葉は月づきがフォローをしてくれたようだが、今朝も蒼真と目をあわそうとはしなかったのだ。

　蒼真自身も、昨日のホノカの言葉が脳のう裏りを過よぎって、コノハの顔を直視できない。

　しかしいつまでもコノハを眺めているわけにもいかない。

　蒼真は首を横に振る。

「ああ、身分は気にしなくていい。第四皇女殿下には、とことんお灸きゆうを据すえてかまわないと許可をもらっている」

「あ、なんだ。じゃあ安心スね──……って、そんなわけないじゃないスか！」

　快活な笑顔を浮かべたと思ったらすぐに絶望の涙を流しているのは、二年の早はや村むらだ。なかなか面白い娘こだな、と蒼真も少し感心する。

「まあ落ち着け。俺はお前たちの実力をそう低くは評価していない。条件が同じなら、正規兵が相手でも戦っていけると判断している」

「マジッスか？　戦龍バトルシツプ級グラムリッターの先生からそう言われると、なんか恥はずかしいッスね！」

「早村、アンタ、ちょっと黙だまってなさい。ちっとも話が進まないから」

　鈴音の呆れた声で、早村もしぶしぶ席に戻もどる。

「でもせんせぇ、相手にはホノカだっているんでしょ？　ならヘビイクルーザーも出てくるわ。その辺り、どうするつもりなの？」

　鈴音の言うことはもっともだ。気を取り直して、蒼真は少女たちを見つめる。

「そうだな。まずはヘビイクルーザーという機体について説明しておこうか。この中でヘビイクルーザー級と交戦経験のある者はどれくらいいる？」

　蒼真が問いかけると、少女たちの何人かがチラホラと手を上げる。少し待ってやると、上級生組は全員手を挙げていた。

「二年、三年はみんな戦ったことがあるわ。去年、一回戦でいきなりぶち当たってぼろ負けしてるのよ」

　苦い敗北の記き憶おくなのだろう。鈴音が唇くちびるを嚙かんで答えた。

　学園で運用されるグラムは、基本的に軍から払はらい下げられた旧式、あるいは欠けつ陥かん品だ。

　ライトクルーザーでも稀き少しようで、ひとつの学園に多くとも数すう隻せき、ヘビイクルーザーになると全体の中でも四、五隻程度だ。

　ヘビイクルーザーはそのあまりの強さから、各学園でも保有数は二隻までと制限されており、これを所持しているだけで優勝候補とまで呼ばれるのだ。そんな学園と初戦から当たるというのは運が悪いとしか言いようがない。

　直接の戦せん闘とうはなかったとはいえ、マリーと葉月もホノカの機体を目まの当たりにしている。

　つまりここにいる全員が、一度はヘビイクルーザーの力を目にしているようだ。

「なるほど、それなら話は早い」

　頷うなずいて、蒼真はこっそり深呼吸をする。

　──できれば、こんな手は使いたくなかった……。

　これから説明する作戦は、卑ひ怯きような手段だ。現実にグラムリッターが使えば軍法会議ものだろう。処分も除隊で済めば運がいいくらいだ。

　それでも、これだけ圧倒的な戦力差を前に勝てる方法は、他に思い付かなかった。

　生徒たちがどんな反応を示すか考えると心が痛む。

「みんなも知っている通り、ヘビイクルーザーという機体は戦龍バトルシツプに次ぐ攻こう撃げき力と、デストロイヤーの攻撃をものともしない強力な鱗りん界かいを兼かね備えた、要よう塞さいのような機体だ。ファフニールにたとえるなら、サイズが小さいカーネル級だな」

　不完全とはいえ、響が張った〈封フ槍ソウ〉の鱗界にすら傷をつけたのだ。その威い力りよくは、あるいはカーネル級のそれすら凌しのいでいるかもしれない。

　──響の朱鷺とき岡おか機動部隊は、ヘビイクルーザー二隻でカーネル級三頭を撃げき墜ついしている。

　改めてスペックを知らされて、全員がゴクリと喉のどを鳴らす。

「だが、それだけ強力な機体だけあって、極きわめて燃費が悪い。そんな高火力を維い持じできるのはほんの十数分で、戦闘継けい続ぞく可能時間は一時間もない。さらに言うと、戦龍バトルシツプよりはマシとはいえ、グラムリッターとしての寿じゆ命みようも短い」

　ヘビイクルーザーの本体も、あくまで兵器だ。ホノカがまとっていたあの巨きよ大だいな外骨格はグラムではない。

　あれは膨ぼう大だいな火力を運用するため、使用者の魔ま力りよくを補助、増ぞう幅ふくするための装置なのだ。

「おおっ、じゃあ持久戦に持ち込めば勝ち目もあるってわけですね！」

「十分可能だろう」

　生徒たちはいくらか安あん堵どの顔を見せるが、鈴音は険しい顔のままだった。

「鈴音、なにか言いたいことがありそうだな」

「……言ってもいいの？」

　せっかく上がりつつある士気を下げたくないという配はい慮りよだろう。鈴音は気まずそうに聞いてくるが、蒼真は頷いた。

「言ってくれ。問題点を洗い出す作業はいつだって重要だ」

「なら言わせてもらうけど、ホノカは本来、戦龍バトルシツプのグラムリッターよ？　ヘビイクルーザーだって格下の機体に過ぎない。持久戦に持ち込んだからって、他のグラムリッターと同じように疲ひ弊へいはしないと思うわ」

　鈴音の指し摘てきに、生徒たちが愕がく然ぜんとする。

「じゃあ、その作戦は使えないじゃないですか！」

「なにを言っているんだ。殿でん下かには通じなくとも、他の連中には十分効果がある」

「他……？」

　首を傾かしげる少女たちを見て、蒼真は思い出したように手を叩たたく。




「そういえば言っていなかったか。敵チームのヘビイクルーザーは、殿下の機体も含ふくめて全部で四隻だ」




　室内が、静せい寂じやくに包まれた。

「「「はああああああああっ？」」」

　そして、やかましい悲鳴が上がる。

「なに言ってるんスか先生！　四隻ってなんスか？」「あんなの四隻も相手に勝てるわけないじゃない！」「先生、あたしらに死ねって言うんですかっ？」

　上級生だけでなく、葉月も怯おびえたように続く。

「そうだよ小鳥遊たかなし先生。ヘビイクルーザーって、あの……ホノカさんが使ってたやつだよね？　あんなのが四隻もいたら……」

　負傷していたとはいえ鈴音が手も足も出ず、〈アカツキ〉のレールガンの直撃にも無傷。さらには〈封フ槍ソウ〉の鱗界にすら傷をつけた。

　そんな機体が四隻だ。

　葉月の反応も無理はない。

　マリーも納得がいかないようにテーブルを叩く。

「指導官、いくらなんでも不公平ですわ。生徒会長だって本調子ではありませんのよ？」

　涙なみだ目めになって騒さわぐ少女たちに、蒼真は降参したように手を叩く。

「みんな静かにしろ。相手が四隻のわけがないだろう？」

「……え？」

　コホンと咳せき払ばらいをして、蒼真はその絶望的な事実を打ち明けた。




「敵チームは、ヘビイクルーザー四隻、ライトクルーザー八隻の十二隻の部隊だ」




　もはや、声も出ないといった様子で生徒たちは硬直する。

　それはそうだろう。小さなカーネル級四頭と鈴音が八人、それが全て敵に回ったようなものなのだから。

　──だが、これは最初に直視しなければいけない現実だ。

　だから、こうなるとわかっていても突つきつけた。

　打ちひしがれる少女たちに、蒼真は大げさに苦笑する。

「戦う前から、なにを暗い顔をしている」

「……せんせぇ、さすがに、これは文句言えないと思うわ」

　鈴音でさえそんな言葉を漏もらすことに、蒼真は首を横に振った。

「お前たち、勘かん違ちがいをするな」

「……え？」

　まだ、話は終わっていないのだ。

　それに気づいた者から順に注目してくる。

　やがて全員が自分の方を向いたのを確かめて、蒼真はこう続けた。

「今回の対たい抗こう戦は、本当に理り不ふ尽じんなものだ。正直、無視すべきだろうと思う。だが、これが実戦なら我々は艦かんを捨てて逃にげるだろうか？」

〈ヒリュウ〉の解体の話は、ここでは口にしない。

　鈴音はまだ、誰だれにも話していないと言ったのだ。これ以上、動どう揺ようを誘さそう言葉を口にすべきではない。

「いずれグラムリッターになる諸君らは、これからたくさんの困難に直面するだろう。そのとき、逃げることができる場合は、ほとんどないと思う」

　蒼真の言葉に、生徒たちは姿勢を正して聞き入る。

「俺がここで伝えなければならないのは、そのときどう戦うべきかだと思う。逆境は状じよう況きようであって、結果ではない。どんな困難であったとしても、覆くつがえす術すべは存在する」

　生徒の顔を順に見つめ、蒼真はこう締しめくくる。

「グラムリッターは、なにがあっても諦あきらめることは許されない。だから戦え。この先、大切なものを投げ捨てて逃げるような兵士にならないため」

　少女相手に無情とも言える言葉を投げかけ、蒼真は自分の胸を叩いた。




「そのための手段は、俺が教えてやる。俺が、お前たちを必ず勝たせてみせる。この程度の逆境は、狼狽うろたえるにも値あたいしないと証明してやる」




　そう言って、少女たちに手を伸のばす。

「だからひとまず、俺を信じてみてはくれないか？」

　ひどく、無責任な言葉を口にしていると思う。

　蒼真は指図をするだけで、実際に戦うのは彼女たちなのだ。

　それに敵はあまりに強大だ。にも拘かかわらず、敗北によって失うものが大きすぎる。

　──それでも、俺は伝えたい。

　足あ搔がき続ける限り、いつだって可能性は残っているのだと。

　バッドルーザーと呼ばれる自分が、もう一度希望を持てたように。

　少女たちは顔を見合わせると、小さく頷いた。

　そして、鈴音が観念したようにいつもの笑顔を浮うかべた。

「せんせぇ、続きを話して。アタシたちに、戦い方を教えてくれるんでしょ？」

「……ああ。もちろんだ」

　蒼真の身勝手な願いに、少女たちは応えてくれた。

　次は、蒼真が報むくいる番だ。

　口を開こうとしたところで、響がピクンと顔を上げた。

「ねえ、蒼真。さっき相手は十二人って言ったよね？　それってつまり──」

「ああ。お前の力が必要だ、響」

「わーい！　ボク、蒼真のためにいっぱいやっつけるね？　手段を選ばなくていいんなら、その十二隻だってやっつけてみせるよ！」

　響の言葉に、他の生徒たちも歓かん喜きの声を上げる。

「おおっ、さすが正規グラムリッター！　頼たのもしいじゃないの」「そうか。正規兵なら、こっちにもいたのよね」「私、なんだかやれる気がしてきた」

　口々にはやし立てるが、蒼真は首を横に振ふった。

「……グラムは、〈ヒビキ〉だからな？」

「ええー……。そんなの、どうやって勝つの？」

　むくれる響を見て、上級生たちが愕然とする。

「おい一年、期待させておいてそれはないだろ？」

「手段を選ばなくていいならって言ったよ？」

「あんた、どんなえげつない手を使うつもりだったんだよ」

「それはもちろん、戦龍バトルシツプ──」

「──響、静かにしろ」

　さすがにその先を口に出されては困るので、蒼真は少し厳しい声で諫いさめた。

　やはり〈封フ槍ソウ〉を持ち出すつもりだったらしい。

　──そんなことしたらホノカ殿下だって戦龍バトルシツプを持ち出すだろう？

　対抗戦で戦龍バトルシツプをぶつけ合うなど、正気の人間がやることではない。いくらセオリーから外れた手段が必要だとはいえ、越こえてはならない一線だ。

　コホンと咳払いをして、蒼真は話を再開する。

「今回、こちらが有利な点がいくつかある。ひとつは、相手にデストロイヤーがいないことだ」

　少女たちは困こん惑わくの顔を見せる。

「でも先生、クルーザー級がいるならデストロイヤーなんていらないじゃないですか」

「ん……？　そうか、そういえば上級生にはそのあたりの話はしていなかったか」

「どういうことッスか？」

「集団戦でものを言うのはデストロイヤーだ。クルーザー級も集団戦を想定した機体ではあるが、手足となるのはやはりデストロイヤーなんだ。手足の動かない猛もう獣じゆうが怖こわいか？」

　とはいえ、ライトクルーザーの機動力はデストロイヤーに迫せまるものだ。強みがあると言っても、決して機体として勝るものではない。

　それでも、蒼真はこう断じた。

　──全員が指揮官のような部隊では、捨て駒ごまや盾たてになれる機体もないということだ。

　対して、デストロイヤーは自分が弱いということを知っている。

　ほんの一いち撃げきの直撃でたやすく沈しずむ機体だと知っているのだ。

　これは数少ない強みである。

「次に、今回の対抗戦は、候補生側に合わせてフラッグ戦になった。響、フラッグ戦の意味は理解しているな？」

「はいはーい！　旗官の子をやっつけた方が勝つってルールでしょ？　ボク、ちゃんと覚えてるよ」

　十二隻せき中十一隻落とされようとも、相手の旗官さえ沈めれば勝てるというものだ。

　──でなければ、さすがに勝ち目はなかったろうな。

　昨晩、鈴音を見送ってから蒼真はホノカに連れん絡らくを取って条件を調整していた。相手の編制情報に関してもこのとき仕入れたものだ。

　特にフラッグ戦のルールに関しては、これは絶対に譲ゆずれないともぎ取ったものだった。

　おかげで、本日は一いつ睡すいもしないままここに立っているのだが。

　目を擦こすりたいのを堪こらえて、蒼真は続ける。

「つまり、第四皇女殿でん下かさえ落とせば勝ちだ。……こちらが全ぜん滅めつする前に、な」

　ホノカの部隊は、候補生側を殲せん滅めつして有り余る火力を擁ようしているのだ。それを忘れてはならない。

「最後に、試合場所はこちらで指定できることになった。正規兵と候補生だからな。ハンディですらない当然の権利だろう」

　蒼真としては、これが一番の強みだと認識している。

「それはありがたいけど、どこで戦うつもりなの？」

　鈴音の疑問に、蒼真は呼吸を整えてからこう答えた。




「対抗戦の舞ぶ台たいは、この龍りゆう甲こう艦かん〈ヒリュウ〉だ」




　これには鈴音も悲鳴のような声を上げる。

「はあっ？　せんせぇ、なに考えてるの？」

　当然、批難の声が上がる。しかし、これは蒼真も覚かく悟ごしていたことだ。

「使うのは模も擬ぎ弾だんだ。街への被ひ害がいは最小限ですむ」

「お金の問題じゃないでしょ。なんでそんな危ないことするの？」

「その方が、軍は戦いにくいからだ」

　毅き然ぜんとして、蒼真はそう答えた。

　グラムリッターは艦の外で戦うことを前提に訓練している。

　仮に艦内に乗り込まれたとしても、街を守るために戦うのだ。その街を盾に使われて躊ちゆう躇ちよしない兵はいないだろう。候補生相手ともなれば、さらにだ。

　生徒の何人かが、小さく噴ふき出す。

「先生、黒い！　黒いよ！」

「相手がファフニールになったら本当に綺き麗れい事ごとなんて言ってる場合じゃない。使えるものはなんでも使え。軍の敗北で失われるのは、自分の命だけじゃないからな」

　響ではないが、勝つためなら手段など選ぶな。

　最後に、蒼真はゆっくりと口を開いてこう言った。

「みんな、今回の対抗戦は納得いかないところも多いとは思う。だが、あえて言う。勝て。お前たちならできる。それに、見返りは大きい」

「見返りって……？」

「これは正式な対抗戦だぞ？　勝てば相手から好きなグラムをひとつ徴ちよう集しゆうできる」

「じゃあ……」

「ああ、そうだ。勝てば、ヘビイクルーザーを一隻ぶんどれる」

　皮算用だとは、蒼真は思わない。

　これは正統な報ほう酬しゆうだ。

　勝って、手に入れるべき見返りだ。

　もともと後ろに道など残っていないのが、この学園なのだ。

　ならば、前に突つき進むための発破はいくらあってもいい。

　──あとは、俺が報いてやらなくちゃな。

　絶望的な戦力差だろうと、采さい配はい次し第だいで勝てるということを証明しなければならない。

　のしかかる重圧に、膝ひざが震ふるえそうだった。




　　　　◇




　場所は変わって、ヒリュウ学園訓練場。

「まず、我々の勝利条件は第四皇女殿下操るヘビイクルーザー〈フルタカ〉の撃破だ。あれさえ墜おとせるなら、他の機体は全て無視してもかまわない」

　もちろん、ホノカを守るために残りの十一隻は苛か烈れつな攻こう撃げきをしかけてくるだろう。

　だが、それを搔い潜くぐれば必ず勝機はある。

「こちらの戦力で、ヘビイクルーザーを一撃で沈められる機体はみっつ。一年、二年、三年にそれぞれ一隻ずつだ。三年はもちろん鈴音の〈イスズ〉、二年は鈍にび山やまの〈カミカゼ〉、一年は葉月の〈ムラクモ〉だ」

「え？」

　意外そうな声を漏もらしたのは、マリーだ。

「指導官、わたくしの〈タチカゼ〉もカーネル級の鱗りん界かいは打ち破れましたわ」

「破ることはな。だが鱗界を破るのに一撃、ヘビイクルーザー本体を攻撃するにはもう一撃必要になる。二撃では、恐おそらく殿下の機体は仕留めきれない」

　ホノカの〈フルタカ〉は蛇じや腹ばら剣けんに、それを分ぶん離りした子機と、蒼真の〈封フ槍ソウ〉によく似た機体だ。それがどれほど隙すきがないかは、蒼真が誰だれよりも理解している。

　それにマリーの〈タチカゼ〉は〈ミネカゼ〉シリーズという型の機体だ。同じ機体が、実は二年と三年にも一隻ずつ配備されている。

　──〈ミネカゼ〉シリーズは旧式だからな……。

　その全てが民間に払はらい下げられていると言えば、どの程度の性能かわかるだろう。

　もちろん、コノハや響と連れん携けいして連撃を放つこともできるし、それを主体として戦ってもらうつもりではあるが、ホノカは倒たおせない。

「そう、ですの……」

　肩かたを落とすマリーに、蒼真は首を横に振る。

「そんな顔をするな。敵の首を取るだけが戦争じゃない。お前の剣は盾だ。仲間を守ってくれ」

「はい！」

　それから、蒼真は鈍山に目を向ける。

「カーネルスレイヤーの実力には期待しているぞ、鈍山」

「……？　カーネル……？　なん、ですか、それ？」

　キョトンとした様子で、鈍山は首を傾かしげる。

　防護服に身を包んでも長い前まえ髪がみのせいでほとんど顔は見えない。正直、戦せん闘とう中にこれで前が見えるのだろうかと疑問だった。

「なんだ知らないのか？　お前の〈カミカゼ〉は本来、カーネル級を沈めるためのデストロイヤーなんだ。まあ〈ミネカゼ〉シリーズに次いで古い型だからな。いまでは民間に払い下げられているが、一発逆転が狙ねらえる名機……どうした？」

　蒼真が解説していると、鈍山が発作でも起こしたように汗あせを伝わせ、胸を押さえていた。

「大だい、丈じよう夫ぶ、です。ちょっと、褒ほめられ、慣れてないもので……」

「あーもう、ほらかなた。深呼吸、深呼吸、すーはーすーはー」

　早村に介かい護ごされ、鈍山も平常心を取りもどす。

　だが、そこに葉月が期待を込めた顔でこんなことを口走ってしまう。

「鈍山先せん輩ぱいって、そんなすごい人なんですね！」

「ごふっ」

　そのひと言に、ずっと暗い顔をしていた鈍山が咳せき込んだ。

「え、え？　ごめんなさい、なにかいけないことを言っちゃいました？」

　ぜえぜえと呼吸を荒あららげながら、鈍山は健けな気げに笑い返す。

「……いいの。先輩……なんて、呼んでもらったの、初めてだから、つい、気が動転して」

「……」

　いろいろと、不安になるセリフだった。

「じ、じゃあ、やっぱり鈴音先輩の〈イスズ〉を中心に戦うことになるんですか？」

　話を逸そらすように言う葉月に、蒼真は首を横に振ふる。

「いや、鈴音には旗官を務めてもらう。練度を考えても、他に適任者はいない」

　これまでの対たい抗こう戦データを見た限りでは、鈴音以外で旗官を務めた試合はやはり指揮能力が落ちているように見える。旗官が撃破されるまでの時間も短く、ここでいい結果を生めるとは思えなかった。

　まして、相手はコノハと鈴音、響の三人で押さえきれなかったホノカなのだから。

　葉月は、戸と惑まどったように蒼真と鈍山を交こう互ごに見る。

「あの、じゃあ、誰がホノカさんを倒すんですか？」

　その質問に答える前に、蒼真は鈴音を見る。

「この学園のグラムは、実はとてもバランスよく配備されているんだ。どの学年にも前衛を支える〈ミネカゼ〉シリーズが配置されているし、長ちよう距きよ離り攻撃要員もいる。その両方を上手うまく回すための、中衛もいる。いい采配だよ、鈴音」

　鈴音は一いつ瞬しゆんだけ顔を強こわ張ばらせるが、すぐに自じ慢まんげに胸を張った。

「ふふん。生徒会長には造作もないことなのだ」

「鈴音ちゃん、耳真っ赤スよ？」

「うっさい！　あとちゃん言うな」

　唸うなる鈴音を横目に、蒼真は咳せき払ばらいをする。

「話を続けるぞ？　つまりどの学年も、学年ごとでひとつの小隊を組めるようになっているんだ。だから今回は、さっき言った三隻を中心にみっつ小隊を組んでみようと思う」

　特に、新規加入したばかりの一年が、対抗戦までに上級生と連携を組めるまで訓練するのは難しい。

「いくらこちらがデストロイヤーばかりとはいえ、向こうも脅きよう威いになりうる機体くらいはマークしてくるだろう。だから、みっつの小隊にもそれぞれ攻撃オフエンスと防御デイフエンス、そして囮デコイに分かれてもらう。防御はもちろん、旗官の鈴音だ。攻撃は──」

　それぞれの役割を説明すると、生徒たちは意外そうな声を上げた。

「役割分担は納得スけど、なんで一年がその役割なんスか？」

「殿下が直接対決を挑いどんでくるとしたら、一年だからだ」

「いや、それがなんでなんスか？」

　首を傾げる早村に、蒼真は沈ちん痛つうな表情を作って言った。




「結論から言うと、殿下を怒おこらせたのがコノハだからだ」




　言われた意味がわからないようにまばたきをして、早村が驚きよう愕がくの声を上げる。

「えええええええっ？」

　マリーが蒼真の腕うでを摑つかんできた。その隣となりには葉月もいる。

（ちょ、ちょっと指導官、コノハだって落ち込んでいますのよ？）

（そうだよ。そんな責任を感じさせるようなこと言わなくても……）

　蒼真は大丈夫だと頷うなずく。

「ホノカ殿でん下かには、少し特とく殊しゆな性せい癖へきがあったらしい。その欲よつ求きゆう解消の相手にコノハを選んだらしいんだが……」

「せ、性癖って……？」

「すまん。俺の口からは、ちょっと……」

　そう言ってコノハを見ると、彼女は反射的に顔を背そむけた。コノハなりに責任を感じているのと、朝から視線を合わせようとしないことから来る反応だろう。

　しかしこの状じよう況きようでは〝とても口に出せないことをされたことを思い出し怯おびえている〟ようにしか見えなかった。

「うわあぁぁぁんっ！　辛つらかったスよね、一年なのに！　早村に任せるッス。ちゃんとあんたたちのこと、守ってやるから！　だから早村も先輩って呼んでほしいな」「皇族だからってなにやっても許されると思ってるのか？　うちの一年いじめやがって」「御み国くに、あんたは悪くないぞ。悪いのは向こうの殿下だ。試合でけちょんけちょんにしてやれ！」

　上級生たちに囲まれて、コノハは目を白黒とさせる。

　鈴音が意地の悪い笑みを浮うかべて蒼真の脇わき腹ばらを肘ひじで突つつく。

「せんせぇ、コノハを出汁だしに他の連中の士気を上げるとか、ちょっとずるくない？」

「大義名分があれば人は結束するし、やる気も起きる。それにコノハももう少し他人を頼たよることを覚えた方がいい」

　そして、そんな慰なぐさめに耐たえきれなくなったらしくヨロヨロと逃にげ出してきた少女に、蒼真はこう告げた。

「今回の作戦の要はお前だ。頼たのむぞ、コノハ」

　あらゆる意味でこの事件の原因になったのがコノハだ。

　コノハもそれは自覚しているのだろう。青ざめながらも頷き返していた。

　蒼真は、改めて少女たちの顔を順に見つめると、こう締しめくくった。




「敵は第四皇女ホノカ殿下だ。勝って未来を摑み取れ」




　ホノカは操られて正気ではないのかもしれない。

　それでも、戦いを挑んできたのは彼女の意志でもあるはずだ。

　最後にホノカが突つきつけてきた言葉を思い出す。

　──コノハ姉さまを一番傷つけたのは、お前じゃねえですか──

　その通りだろう。

　──だが、だからこそ俺は負けるわけにはいかない。

　その敗北は、今度こそコノハを徹てつ底てい的てきに傷つけてしまうから。

　さらなる逆境が待ち構えているとも知らずに、蒼真はそう決意した。




　　　　◇




「──〈禁コン郷ゴウ〉に、触ふれられなくなった……？」




　日中の訓練が終わり、事務仕事を片付けると次は戦龍バトルシツプの訓練だ。

　だが、そこで待っていたコノハが開口一番にそう言ってきたのだった。

　見ればコノハのか細い手が赤くなっていた。腫はれているほどではないが、〈禁コン郷ゴウ〉に触れようとしてそうなったらしい。

「どういうことだ？　昨日は問題なかったはずだろう？」

　もちろんおとなしく従ってくれたわけではないが、これ見よがしに拒きよ絶ぜつもされなかったはずだ。

「……わかりません」

　すっかり気落ちした様子で、コノハは首を横に振った。

「どうしたんだ、〈禁コン郷ゴウ〉……。昨日はこんなことしなかっただろう？」

　慎しん重ちように蒼真がその装そう甲こうに触れてみると、コノハのような拒絶は起こらなかった。

　それでも、なにかに憤いきどおるように震ふるえているのはわかる。

　──そうか……。お前には、コノハのことが、わかるんだな……？

　昨日と今日で変わったことがあるとすれば、コノハの心境だ。

　つまり──

　──昨日の一件で、コノハはやっぱり躓つまずいたんだ。

　そして、いまも立ち直っていない。

　そこで、事情を知らない響がキョトンとしてこちらを見ていることに気づく。

　──人に聞かれて、気分のいい話ではないか。

　蒼真はなんでもなさそうに響に言う。

「響、飲み物を買ってくる。先に訓練を始めていてくれ」

「えー？　蒼真は見てくれないの？」

「すぐ戻もどるよ。代わりに好きな飲み物を買ってきてやる」

「わーい！　じゃあボクオレンジジュースがいい」

　蒼真はコノハに手を差し出す。

「というわけだ。コノハも手伝ってくれ」

「……はい」

　とうとつな提案に、コノハは戸惑った顔をするがすぐに頷いた。

　格納庫付近に、飲み物売り場はない。蒼真はコノハと連れだって通路を歩いていた。

　窓の外にはいくつもの機き銃じゆうと動力艦かん──龍りゆう甲こう艦かんの船底が見える。

「あの、指導官……」

　コノハも、蒼真がただ飲み物を飲みたいがために訓練を中断したわけではないと気づいているのだろう。様子をうかがうように声をかけてくる。

「少し、お前と話をしたくてな」

「話、ですか？」

　足を止めて、コノハに向きなおる。




「結局、きちんと話していなかったのを思い出した。あの日、俺がグラムリッターとして最後に戦った空に、君もいたんだよな？」




　コノハが躓いたのは、この過去だ。

　その問いかけに、すぐには返事はなかった。

　ギュッと胸を押さえ、コノハは俯うつむく。

　それでも躊躇ためらうように、あるいは勇気を振り絞しぼるように、唇くちびるを震わせる。

　なのに、そこから声は出なかった。

　喘あえぐように喉のどの奥から呼吸の音が漏もれるだけだ。

　ややあって、コノハは観念したように小さく頷いた。

　これが、いまの彼女の精せい一いつ杯ぱいの返事なのだ。

　それほどまでに、いまも引きずっているのだ。

　自分の認識の甘さを思い知らされた気分だった。

　蒼真は、慎重に言葉を選んで口に出す。

「……そうか。苦しいな」

「──っ」

　コノハは驚おどろいたように顔を上げ、それから俯いた。

　涙なみだは見せなかった。

　見せられないのだろう。

　彼女にとってあの日の空は、敗北の記き憶おくではない。

　敗北して、命を落とした兵全てを犠ぎ牲せいに、生き延びてしまった空なのだ。

　そして、その中には蒼真も含ふくまれているのだろう。

　きっと蒼真が違ちがうと、コノハがそこにいてくれたから救われたのだと、そう訴うつたえても届くことはない。

　それどころか、余計に苦しめてしまうだけだろう。

　──自分が全てを奪うばった蒼真に、そんなことを言わせている──そんなふうにしか、響ひびかないのだから。

　この苦しみからは、決して逃のがれることはできない。

　誰だれの言葉も届かない。

　救われない。

　コノハ自身が、自分を決して許さないからだ。

　すり切れて、ボロボロになって、いつか命果てるそのときまで、自分を罰ばつし続ける。

　そうするしかできないのだ。

　蒼真自身がそうだったから、誰よりも理解できる。

　いいや、その苦しみは蒼真以上なのかもしれない。

　第三皇女──この細い肩かたが背負う重責は、蒼真にも理解してやれないのだから。

　──ああ、そうか。だから〈禁コン郷ゴウ〉はコノハを拒絶するんだ。

　自じ虐ぎやくのために飛ばせる翼つばさを、彼女は持っていないから。

　コノハを乗せて飛んでも、その先に破は滅めつしか広がっていないから。

〈禁コン郷ゴウ〉ではなく、彼女が乗り手と認めたコノハが破滅するから。

　あれは厳しくも優しい機体なのだと、いまさら理解する。

　──それでも、俺が諦あきらめたら誰がこいつを救ってやれるんだ！

　自分が人を救えると思うほど、蒼真は思い上がっていない。

　それでも、救いたいと願って、手を差し出すことはできる。

　何度拒絶されようとも、それを諦めるわけにはいかないのだ。

「だがコノハ。あの日、俺たちは任務のために戦った。あの戦いが無む駄だだったなんて思っていない。死んだ部下たちが犬死にだったとも思っていない」

　そこにコノハがいたことを知ったのは、ずいぶんあとになってからだ。

　蒼真はコノハの肩に手を置き、真まっ直すぐその瞳ひとみを見つめてこう言った。

「俺はお前が生きていてくれたと知って、救われたんだ。だから、お前ももう、あの日のことで苦しむな。俺は、お前の笑った顔が見たい」

　届かないかもしれない。

　それでも、蒼真は伝えなければならない。

　コノハは許されるべきなのだと、蒼真しか教えてやれないのだから。

　戸と惑まどうようにまばたきをして、それからコノハは蒼真の手にそっと触れる。

「……お気遣い、感謝します、指導官」

　そう言って、コノハは微笑ほほえんだ。

　蒼真は愕がく然ぜんとする。

　それは笑顔などとはほど遠い、寂さびしそうで、辛つらそうで、見ていられなくなるような表情だったのだ。

　──俺の言葉では、こうも伝わらないのか……？

　いつものコノハになら、届いていたかもしれない。

　しかしいまの彼女には、全てが〝あの日の事件〟から発した言葉にしか聞こえていない。

　──コノハ姉さまを一番傷つけたのは、お前じゃねえですか──

　ホノカはそう言った。

　まったくもってその通りだったのだ。

　コノハをこんなふうにしてしまったのは、紛まぎれもなく蒼真なのだ。

　歯を食いしばる。

　──だったら、なおのことここで手を離はなすわけにはいかない！

　だから、蒼真はこう切り出した。




「ならコノハ、今度、いっしょに空を飛ばないか？」




「え……？」

　予期せぬ言葉に、コノハも一いつ瞬しゆんだけ葛かつ藤とうを忘れてキョトンとした顔をする。

「この艦にはいくつか艦かん載さい機きが残っていると言ったろう？　整備すればまだ飛べそうだった。俺はもう、グラムは扱あつかえないからあれを借りてみるつもりだが。……駄目か？」

　コノハは首を横に振ふる。

「そんなことは。……でも、どうして急に？」

　壁かべに寄りかかり、窓から空を眺ながめる。

「最近、空が綺き麗れいだと思えるようになった。俺がそう思えるようになったのは、コノハのおかげだと思う。だから、君といっしょに飛びたい」

　言葉が届かないなら、せめて側そばに寄り添そってやりたい。

　コノハの瞳に映る空が、自分と同じものかはわからない。

　それでも、なにかひと欠片かけらでも自分が知った世界を伝えなければならない。

　蒼真は手を伸のばすが、コノハはそれを握にぎり返しはしなかった。

　代わりに、こんなことを言う。

「指導官、どこで聞いたのかは忘れましたが、空は墓場なんだそうです」

「……聞いたことは、あるな」

　その言葉の意味は、蒼真が誰よりもよく知っている。

　──空は墓場だ。いつだって、見送る者と見送られる者に隔へだたれる。

　蒼真は、たったひとり生き残って、三〇〇〇人の部下たちを見送った。

　そのことを忘れたことは、一度もない。




「私には、いまも空が墓場に見えます」




　そして、堪こらえきれなくなったように背中を向ける。

「……すみません。失礼します」

　そう言い残して、コノハは去って行ってしまう。

　伸ばした手は、どこにも届かなかった。

　落らく胆たんと後こう悔かいに苛さいなまれ、蒼真は手を下ろす。

　──俺は、コノハを苦しめただけなんだろうか。

　笑った顔が見たかった。

　なのに、コノハが見せたのは胸が痛くなるような悲痛な微び笑しようだった。

　指導官という立場にいながら、彼女になにもしてやれないのか。

　無力感だけが、止とめ処どもなく込み上げてきた。

「だから、どうした！」

　コノハには、蒼真の言葉は届かないのかもしれない。

　しかし、だからといってそれは蒼真が足を止めていい理由にはならない。

　──俺の言葉が届かないなら、届けられる相手を頼たよるだけだ。

　それはまともな指導官がやるべきではない、荒あら療りよう治じかもしれない。

　それでも蒼真にできることは、もうこれしかないと思う。

　それに、あの堅かた物ぶつの上官から託たくされたのだ。

　──コノハを頼たのむ……──

　本当に小さな声で、縋すがるようにそう言って。

　だから蒼真は決心した。

　コノハだけでなく、マリーや葉月に恨うらまれるかもしれないが。








第四章　贖しよく罪ざいに結末を






　夢を見ていた。

　暗い、暗い空の夢だ。

　たくさんの光が弾はじけては、落ちていく。

　コノハはそれがなんなのか知っている。

　グラムをまとったグラムリッターたちだ。

　戦って、打ち負けて、そして死んでいく。

　自分がなんのために戦っているのか、落ちていく彼らは知らない。

　コノハと〈禁コン郷ゴウ〉を守って、そのために死んでいくのだと知らない。

　──私が戦えば、彼らを助けられる！

　墜つい落らくしていく龍りゆう甲こう艦かんの中から、コノハはそう叫さけぶ。

　なのに、愛機は──最古の戦龍バトルシツプ〈禁コン郷ゴウ〉は応えてくれない。

　──どうして応えてくれないの！

　こんなときに戦えなくて、なにが皇族なのか。

　そんなコノハに、〈禁コン郷ゴウ〉が笑ったような気がした。




『本当は、喜んでいるんだろう？』




　戦えない理由を与あたえてもらって、こんな恐おそろしい空を飛ばなくてすんで、安心しているのだろう、と。

　そう言われているようだった。

　──違ちがう！　私は、あの人たちを助けたくて……。

　やがて龍甲艦は墜落して砕くだけ散る。

　その中から、コノハは傷ひとつ受けずに抜ぬけ出していた。どう呼びかけても応えてくれなかった〈禁コン郷ゴウ〉に守られて。

　空の戦いは、大勢が決していた。

　コノハのために戦ったグラムリッターは、みんな落ちてしまった。

　頭上から、機械でできた竜りゆうが迫せまってくる。

　いや、もはやそれは竜ですらない。龍甲艦のような巨きよ体たいに、竜の頭部を持ったひたすら巨大な化け物──アドミラル級ファフニールだ。

　まともに言うことも聞いてくれない〈禁コン郷ゴウ〉では、いや戦龍バトルシツプなどという力があっても太刀たち打ちできるはずがない。

　自分も、他のグラムリッターたちと同じように喰くい殺されて落ちていくのだ。

　恐きよう怖ふで、息もできなかった。

　そんなコノハの目の前で、竜の顔面が斬きり裂さかれる。

　蒼あおい槍やりを掲かかげて、ひとりの少年が戦っていた。

　体中傷だらけで、仲間もみんな失って、それでも一歩も退ひかずに戦い続ける少年だ。

　少年はコノハに気づかなかったのか、振り返りはしなかった。

　ただ、悲痛なまでの雄お叫たけびを上げて機械の竜へと立ち向かっていく。

　その背中に、胸が高鳴った。

　人は、ファフニールなどに絶望しなくていいのだと、希望を見た気がした。

　──あんなふうに、空を飛べたら……。

　第三皇女の自分が初めて抱いだいた、憧しよう憬けいだった。

　やがて、夜の闇やみさえも打ち砕くような光とともに、蒼い槍のグラムリッターが竜の額を貫つらぬく。

　だが、鋼鉄の牙きばもまた少年を捕らえていた。

　炎ほのおを噴ふいて、落ちていく少年と竜。

　コノハは少年を追いかけ、彼が地面に衝しよう突とつする寸前で受け止めることができた。

　初めて、〈禁コン郷ゴウ〉が応えてくれた瞬間だった。

　抱き止めた少年の安否を確かめて、コノハはホッと息を漏もらす。

　──よかった。息をしている。

　なんとか、彼だけは助けることができた。

　──彼、だけ……？

　そこで、コノハは気づいた。

　少年を受け止めるため、コノハは地表近くまで降下していた。




　そこには、死が広がっていた。




　高高度から落下し、潰つぶれた肉と化した骸むくろ。花火のように光を撒まいて、夜の空から落ちていったグラムリッターたちだ。

　その向こうには、燃え広がる炎と、鉄の残ざん骸がい。

　コノハが見捨てて逃にげた龍甲艦だ。

　不運にも、墜落の衝しよう撃げきで死ねなかった者がいるのだろうか。蠢うごめく炎の中から呪のろいのような低い呻うめき声ごえが木霊こだましていた。

　気がつくと、コノハの手は血まみれだった。

　自分の血ではない。

　守られたコノハは、怪け我がひとつ負ってはいないのだから。

　血を流しているのは、腕うでの中の少年だった。

　血まみれで、いまにも呼吸が止まりそうな深い傷を負っている。顔には無む惨ざんな引ひっ搔かき傷が走っていて、この傷は一生残るだろうとわかった。

　これは地じ獄ごくだ。

　罪のない人間が、使命に殉じた兵士たちが、無惨に虐ぎやく殺さつされた悪夢だ。

　──こんな空で、私は、なにを思ったの……？

　憧憬し、感動し、あまつさえ歓かん喜きまで覚えた。

　積み上げられた死の山の上で。

　少年が最後まで手放さなかった槍に、自分の顔が映っていた。

　その顔は、醜みにくく歪ゆがんでいて、笑っているように見えた。




「────────────ッッッッッ！」

　声にならない悲鳴を上げて、コノハは飛び起きた。

　全身から、嫌いやな汗あせが噴き出す。

　強きよう烈れつな吐はき気けが込み上げてきて、顔を覆おおった。

「っ……ふー……っふー……っ」

　胃が痙けい攣れんするのを堪えて、必死で呼吸を整える。

　なんとかまともに息ができるようになって、コノハはようやく体の力を抜いた。

「……また、あの夢」

　見るのは、これが初めてではない。

　それこそ、事件の直後は毎晩のようにうなされた。

　──それでも、この学園に来てからは、収まっていたのに……。

　もう一度蒼そう真まに会えて、初めての仲間ができて、しかも彼らはコノハが皇族だと知っても態度を変えないでくれて。

　コノハも、救われた気持ちになれた。

　悪夢にも、うなされなくなっていたのだ。

　それが、ホノカの一件からまた同じ夢を見るようになった。

　引き金がなんだったのかは、わかっているつもりだ。




　──コノハ姉さまの護衛も果たせず、部隊を壊かい滅めつさせた能なしじゃねーですか──




　それは蒼真ではなく、コノハに向けられるはずの言葉だ。

　なのに、悪名は全て蒼真に背負わせ、自分はのうのうと救われた気分に浸ひたっている。

　蒼真には正義があった。

　認められるべき真実があった。

　しかし、コノハにそんなものはない。

　許されるわけがない。

　コノハは、許されていい人間ではない。

　忘れてはならないのに、忘れてしまっていた。

　人は、苦痛にも慣れる。

　耐たえがたい苦難も、長く続けば平気になってしまう。

　それは忍にん耐たいではない。

　心そのものが摩ま耗もうして、ものを感じなくなるからだ。

　だが、コノハは笑えるようになってしまった。

　友達ができて、蒼真に受け入れてもらえて、ここにいていいのだと安心してしまった。

　だから、心も救われてしまった。




　蘇よみがえった悪夢は、前にもましてコノハの心を打ちのめしていた。




　　　　◇




「私は、なにをやっているのかしら……」

　夜。学園での訓練と、夕方から始まる戦龍バトルシツプの訓練を終えたコノハは、学園の暗い廊ろう下かを歩いていた。

　情けなくて、消えてなくなりたかった。

　ホノカの襲しゆう撃げきから、五日が経たっていた。

　対たい抗こう戦は、三日後だ。

　──いっしょに空を飛ばないか──

　そう誘さそってくれた蒼真の前から逃げ出したのが忘れられない。

　あれからも、蒼真は変わらず接してくれた。日中の訓練だけでなく、〈禁コン郷ゴウ〉の訓練でも嫌な顔ひとつせずに指導してくれた。

　なのにコノハは〈禁コン郷ゴウ〉を操ることができなかった。

　それどころか、最近では触ふれることもできないでいる。

〈禁コン郷ゴウ〉から拒きよ絶ぜつされているのだ。

　反面、響ひびきは〈封フ槍ソウ〉を扱あつかいこなし、もはやいつ正式に蒼真から継けい承しようされてもおかしくない段階まできている。

　そのことで焦あせりを感じているのも、上手うまくいかない原因のひとつかもしれない。

　──この事件を起こしたのは私なのに、なにもできない。

〈アカツキ〉ではヘビイクルーザーを墜おとせない。一年小隊は、葉は月づきを中心に戦うことになる。同じ条件で同じ機体を使っていても、コノハには響ほど統率力もない。

　さらに言うと、万が一、ホノカが戦龍バトルシツプを持ち出すことがあったとしたら、戦うのは響になるだろう。

　戦せん闘とうどころか、戦龍バトルシツプに乗り込むこともできないコノハでは話にもならない。

　嘆なげきを堪こらえてコノハが向かっているのは、生徒会室だ。

　──姉さまからの任務だけでも、なんとかしないと……。

　忘れていたわけではないが、日中は小隊訓練、晩は戦龍バトルシツプの訓練、コノハ自身も自分の過去に決着をつけなければ一歩も前に進めない。

　そんなことに振ふり回されて、なにも調査できていなかった。

　──小鳥遊たかなしさんの話では、ホノカと響の行動には共通点があるらしい。

　まずはそこから調べていくべきだろう。

　そうして生徒会室に足を踏ふみ入れると、そこにはひとりの少女の姿があった。

「鈴すず音ね……？　こんな時間に、なにをしているの？」

　そこにいたのは、コノハの唯ゆい一いつの親友である鈴音だった。

　気だるそうに背もたれによりかかり、なにかの書類を眺ながめている。

　時刻はすでに晩の八時を回っている。生徒はもちろんのこと、指導官たちも帰宅している時間だ。

　コノハは戦龍バトルシツプの訓練──とは言っても今日もなにもできなかったが──を終えてそのままここに向かったのだ。

　最近では、鈴音もその訓練にも参加している。それがまさか鈴音が先にいるとは思わなかった。

　鈴音は椅い子すに座ったまま仰のけ反るようにコノハを見た。

「んあ……？　コノハか。アンタこそどうしたの？」

「……少し、用事があるわ。鈴音は？」

「アタシは、せんせぇの調査報告書を見せてもらってんの。明日あしたには返さないといけないもんだから」

「調査報告……？」

　ハッとして、コノハは鈴音の手から書類を奪うばい取る。

「あっ、ちょっとなにすんのよ」

「これって……」

　そこには、〈禁コン郷ゴウ〉の暴走から響の不ふ穏おんな行動、そしてホノカとの共通点が事細かにまとめられていた。

　この〈ヒリュウ〉で起こった一連の事件、その経過報告書だった。

　これは本来、コノハがまとめなければならない書類だ。

　コノハが落ち込んでいる間も、蒼真はひとりで調査を続けていたらしい。

　最近の彼が、妙みように疲つかれた顔をしていたことを思い出す。

　自分のせいで心労を増やしてしまったのかと思っていたが、どうやらそれ以上に仕事を増やしてしまっていたらしい。

「どうして、鈴音がこれを……？」

「そりゃあ艦かん内ないでの異常をアタシが把は握あくしないわけにはいかないでしょ？」

　蒼そう白はくになるコノハから、鈴音はヒョイと書類を取りあげる。

「んな顔しなくたって、せんせぇもひとりで無茶してたわけじゃないわよ。もう、この艦には〝アレ〟の手がかりはないだろうってのが結論なんだから」

　コノハには、それがなんのことを言っているのかわからなかった。蒼真の書類の断片から、恐おそらく響とホノカを操った何者かのことだろうとはわかるが、それだけだ。むしろそんなところまで進展しているとは考えもしなかった。

　なのに鈴音は〝アレ〟という比ひ喩ゆだけで全てが伝わるほど事件を知っている。

「鈴音は、小鳥遊さんを、手伝っていたの？」

「ううん。手伝うつもりだったんだけど、怪我の治ち療りように専念しろって叱しかられたわ」

　鈴音は、対抗戦までにはギプスは外せるということだが、完治にはほど遠い。試合になっても右手は使えないだろう。少しでも回復するよう努めるのは当然のことだ。

　コノハが責任を感じていると思ったのか、鈴音はなんでもなさそうに首を横に振る。

「せんせぇはアンタに任務で気を紛まぎらわせるより、ちゃんと自分のことに向き合ってほしいと思ったから声をかけなかったんじゃないかな。アタシもいい加減、コノハに立ち直ってほしいと思ってるし」

「私は……」

　立ち直っているとは、答えられなかった。

　これだけ無様な姿を晒さらしていて、いまさらそんな言い訳を重ねても虚むなしいだけだ。

　蒼真は、そんなコノハをずっと支えてくれていたのだ。

　──私は、どうすれば……。

　なにもできないのは、もう嫌だ。

　だが、いまの自分になにができるというのか。

　いくら悩なやんでも、答えは見つからなかった。




　　　　◇




　翌朝。ヒリュウ学園訓練場。

「──では模も擬ぎ戦を開始する。昨日と同じく一年はディフェンス、二年がオフェンスだ。今日こそは凌しのぎきってみせろ」

「「「はい！」」」

　蒼真の指示に少女たちは元気のいい返事をする。

　コノハも声は出しているが、元気と呼ぶにはほど遠いものだ。

　本日は休日だ。

　学園の授業がないおかげで、一〇〇〇〇人を収容できるこの訓練場を貸し切って訓練をすることができる。それゆえ全員休日返上で参加していた。

　ただ、鈴音の姿だけは見当たらない。

　対抗戦はもう、明後日あさつてに迫せまっているのだ。それに出場できるかどうかの最終検査で、今日は丸一日身動きが取れないという。その容態は気がかりではある。

　──でも、あの子なら、きっと出てくるわ。

　この学園をなによりも大切にしているのが鈴音だ。怪け我がに負ける娘むすめではない。むしろ心配なのは、許可されなくても出場しかねないところだろう。

　それから、蒼真を見ようとする。

　この一週間、休む間もなかった彼の疲ひ労ろうも、相当なものだろう。

　顔を上げた瞬しゆん間かん、蒼真と目が合った気がした。

「──っ」

　思わず、顔を背そむけてしまった。

　ホノカのことがあってから、ずっとこんなことを繰くり返している。五日前、あれほど親身になって話してくれた蒼真の前から逃にげ出してからは特に酷ひどくなっている。

　自分でも、嫌いやな女だとは思う。

　これでは一方的に拒絶しているようでしかない。

　──でも、どんな顔をして小鳥遊さんと話せばいいのか、わからない。

　いっしょに空を飛ばないかと誘われて、たまらなく胸が痛くなった。

　なのにそれが嬉うれしかったのか、悲しかったのか、はたまたただの罪悪感なのか、それすらもコノハにはわからない。

　それでも、嫌な思いをしたわけではないのだ。

　せめてそれだけでも伝えたいのに、また逃げ出してしまった。

　──そもそも、私はまだ、小鳥遊さんに〝ありがとう〟とさえ伝えられていない。

　コノハはそれを伝えたくて、ここまで彼を追ってきたというのに。蒼真の方から二か月半前のことを言ってくれたのに、コノハは結局なにも言えずに逃げた。

　──あなたに救われました──ありがとう──

　そんな簡単な言葉が、どうしても喉のどから出てこなかった。

　ため息が漏もれる。

「──コノハさん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　不意に、葉月から声をかけられて我われに返る。

　いつの間にか一年と二年でそれぞれの陣じん地ちに分かれ、模擬戦の準備が完かん了りようしていた。葉月だけでなく、マリーや響までもが心配そうにこちらを見ていた。

　コノハはできるだけなんでもないような顔を作って首を横に振る。

「なんでもないわ。少し、考えごとをしていただけよ」

「それは見たらわかるけど……」

　困った顔をする葉月の隣となりで、マリーがムッとした顔をする。

「コノハ、あなたねえ……」

「始まるわ。模擬戦に集中しましょう」

　一方的に話を打ち切ると、コノハは手の中に〈アカツキ〉を呼び出す。

　分厚い刃やいばと六枚の放熱板を持った、翼つばさのような形をした剣けん。近接兵器としてだけでなく、中ちゆう距きよ離り射程のレールガンを併あわせ持つ兵器だ。響の〈ヒビキ〉もこれと同じ型である。

　それを見て、不服そうにではあるがマリーも自分のグラムを構えた。

「……あとで、きちんと話を聞かせてもらいますわよ」

　マリーが握にぎるのは長大な刀身を持った大剣だ。片かた刃ばの背には推進器バーニヤが組み込まれ、同じ剣でも〈アカツキ〉とはずいぶん毛色が違ちがう。

　最後に、葉月も砲ほう筒とう型のグラムを起動する。こちらは長距離ビーム兵器の〈ムラクモ〉で、一年の小隊で、ヘビイクルーザーの鱗りん界かいを破れるのはこの砲筒だけである。

「旗官はコノハだからね！　突つっ込みすぎちゃ駄だ目めだよ」

　響の指示に、三人は頷うなずく。

　指揮能力を考えれば旗官は響の方が適任だが、今回の対たい抗こう戦でホノカが執しゆう着ちやくしているのはコノハだ。そういった理由からの采さい配はいだった。

「試合、開始！」

　蒼真が声を上げたことで、二年の小隊が飛びかかってくる。

「ほら、きっちり止めるッスよ一年！」

　先陣を切って突とつ撃げきしてきたのは早はや村むらだった。

　ただ、その手には武器らしい武器がない。一見するとグラムを所持していないのだが、その脚きやく部ぶ装そう甲こうに特とく徴ちようがあった。通常の外骨格とは異なり、その両足にはつま先から膝ひざまで伸のびる奇き妙みような刃が装着されているのだ。

　これが早村のグラムだ。尋じん常じようではない速度で肉にく薄はくしてくる。

「通しませんわ！」

　それを迎むかえ撃うつのはマリーだ。早村には一歩及およばぬものの、コノハや響を上回る反応でついていく。

　ここで早村を止めないと、あっという間に切り崩くずされてしまう。

　正面から振り下ろしたマリーの大剣が早村を斬きり伏ふせる──そう思った瞬間、早村の脚部装甲が炎ほのおを噴ふいた。

「よっと！」

　直後、弾はじかれたように早村の体が加速する。

　一歩、二歩と足を前に出すたびに加速は重ねられ、マリーの大剣が空を切るころには、すでにその間合いから逃のがれて後ろに回り込んでいた。

　まるで曲芸だ。

　だが、マリーとて一年首席の優等生だ。

　ギリッと奥歯を嚙かみしめ、手首を返して刃を翻ひるがえすと振ふり向きざまに大剣を振るう。

「通さないと、言いましたわ──〈タチカゼ〉！」

　大剣の背から炎が吐はき出され、その切っ先が早村に追いつく。

　ギンッと、鈍にぶい音が響ひびく。

〈タチカゼ〉の一撃を、早村は足の刃で受け止めていた。

「いい反応っスよ！　昨日より速くなってる」

　優ゆう秀しゆうな後こう輩はいを褒ほめると、早村は地面に手をついて逆立ちの姿勢になり、その長い両足を振り回した。




「でも、まだ遅おそいッス──〈シマカゼ〉加速ブースト」




　早村の両足から炎が噴き出し、爆ばく発はつ的てきに蹴けりが加速する。

　その足さばきは、コノハの目にも見えなかった。

　デストロイヤー最速の機体──それがこの〈シマカゼ〉というグラムだった。

　元はマリーの〈タチカゼ〉と同じ〈ミネカゼ〉シリーズの機体らしいが、その速度に可能性を感じた軍部が速度に特化改造した機体だ。

　だが──

「無駄ですわ！」

　マリーは大剣から手を離はなすと、なんと素手でその蹴りを受ける。前ぜん腕わんの表面には、膜まくのように翠みどりの結けつ晶しようが広がっていた。

　鱗界だ。

〈シマカゼ〉と鱗界が衝しよう突とつし、双そう方ほう吹ふき飛ばされる。

　まともに地面に投げ出されたのは、早村の方だった。

「あいたたっ、普ふ通つう、素手で止めるッスか？」

　そうなのだ。この〈シマカゼ〉という機体は、速さに特化するあまりその攻こう撃げき力は極きわめて低い。マリーがやったように、一点に集束されるとデストロイヤーの鱗界すら破れない。

　いわゆる、失敗兵器だ。

　軍にはこれをさらに改良した同名の二代目〈シマカゼ〉が存在するらしいが、そちらも速さのあまり他の機体と連れん携けいが取れなくて使いどころに困る有様だという。

「でも、一年──」

　そんな失敗兵器を、しかし早村は最悪の機体に扱あつかいこなしていた。

「──そこでよそ見しちゃ、駄目ッスよ」

「あ──」

　マリーが振り返った先には、別の二年生が迫っていた。

　これはマリーと早村の一いつ騎き打ちではなく、チーム戦なのだ。早村に気を取られている隙すきに、別の前衛が踏ふみ込んできていた。

「くうぅっ──」

〈タチカゼ〉と同じ型の大剣を、マリーはなんとか受け止める。しかし自由になった早村はすぐに立ち上がって前線を突とつ破ぱする。

　足止めされたのは早村ではなく、マリーの方だった。

「コノハ、来るよ！」

「ええ」

　響に言われるまでもなく、コノハも〈アカツキ〉を構えている。

　──速度で負けたら、競せり負ける。

　コノハも外骨格の推進器バーニヤを噴かして加速する。吹ふき付ける風に、思わずまばたきをする。

　その視界が、ほんの一瞬だけまぶたに遮さえぎられた。




「無理ッスよ。〈アカツキ〉型じゃ、早村には追いつけないッス」




　明らかに間合いの外にいたはずの早村が、まばたきをした直後には体が触ふれるほど近くに迫っていた。

　攻撃力がなくとも、グラムはグラムなのだ。直撃すれば、一撃で落とされる。

　──マズい！

　コノハは青ざめた。

「チイッ──」

　しかし、必殺の間合いにいたはずの早村が突然舌打ちを漏らして飛び退のく。

　そこを、レールガンを模した弾だん丸がんが貫つらぬいた。

「コノハはやらせないよ！」

　響だった。

　早村がコノハを狙ねらうことを見み越こして、フォローに入ってくれたらしい。〈ヒビキ〉のレールガンが守ってくれたのだ。

「助かったわ」

　礼を言ってグラムを構え直すが、すでに早村は間合いの外に逃にげていた。

　と、そこで寒気を感じてコノハは声を上げた。

「響、後ろよ！」

「え──わあっ」

　コノハを守った響の後ろに、真っ暗な影かげが迫せまっていた。

　とっさに銃じゆう機き剣けんの腹で一撃を受けるが、響は大きく吹き飛ばされて地を転がる。

「ちゃんと、止めた。偉えらいわ……」

　褒めているのか落らく胆たんしているのかわからない口調で言ったのは、鈍にび山やまだった。

　その右手は、人間をそのまま鷲わし摑づかみにできるような巨きよ大だいな外骨格に覆おおわれている。

　肘ひじから先を包む、巨大な手てつ甲こう型のグラムだ。五本の指先は杭くいのように尖とがっていて、肘からは腕うでほどもある太さの杭が別に突き出している。

〈カミカゼ〉──蒼真がカーネルスレイヤーと呼んだ機体だ。

　動きはデストロイヤーとは思えぬほど鈍どん重じゆうで、その拳こぶしも強力そうではあるがヘビイクルーザーの鱗界を破は壊かいできるほどには見えない。

　それでも、このグラムの威い力りよくをコノハは知っている。訓練初日に思い知らされたのだ。

　──手を開いていなくて、よかった。

　鈍山の右手は、拳を握っている。

　これがもしも開いていたなら、響はいまの一撃で撃げき墜ついされていた。

「コノハさん、響さん！」

　鈍山までもが前線を突破したことで、葉月が砲筒を放つ。口径を絞しぼらず、広こう範はん囲いに拡散するビーム砲ほう撃げきだ。

　鈍山は手甲を盾たてにして砲撃に耐たえるが、動きが止まる。

　そのすぐ目の前で、コノハはすでに〈アカツキ〉を構えていた。隣で、響も立ち上がろうとしている。

　──ここで、鈍山先せん輩ぱいを潰つぶす！

　葉月の〈ムラクモ〉を目め隠かくしに、〈アカツキ〉のレールガンを放とうとしたときだった。

「──そこで隙を見せちゃ駄目ッスよ」

　カンッと硬かたい音を残して、コノハの手から銃機剣の感かん触しよくが失われた。

「え──」

　見上げると、〈アカツキ〉が宙に弾き飛ばされていた。

　目の前には、片足を振り上げた早村の姿がある。

　これが早村の恐おそろしいところだった。

　攻撃力が低くとも、攻撃を逸そらすことはできる。不意を衝つけば、グラムそのものを弾き飛ばすことも。

　この圧あつ倒とう的てきな速度に引っかき回されて、連携どころか攻撃手段すら封ふうじられる。いくら響の指揮能力が優すぐれていても、行動そのものを封じられては手の打ちようがなかった。

　そして、無防備になったコノハに、砲撃を凌しのいだ鈍山が迫る。

　巨大な手甲の指が開かれ、悪夢のような手の平が垣かい間ま見えた。




「──そこまで！」




　蒼真の声で、鈍山もピタリと止まった。

　手甲を下ろすと、反対側の手を差し出してくる。

「立てる……？」

　気がついたときには、コノハは情けなく尻しりもちをついていた。

　羞しゆう恥ち心しんに苛さいなまれながらも、先輩から差し出された手を握にぎり返す。

　またしても、一年生チームの惨ざん敗ぱいだった。




　　　　◇




　一度目の模も擬ぎ戦が終しゆう了りようすると、指揮を担当する響が唸うなるような声を上げる。

「むーっ、渚なぎさが速すぎる。こんなのどう崩くずせばいいの？」

　響は上級生も下の名前で呼び捨てにする。

　だが向こうも生徒会長の鈴音をちゃん付けで呼んでいるのだ。そのあたりはあまり抵てい抗こうがないらしく、文句は言われていなかった。

「んっふふー！　鈴音ちゃんから鬼おにのようなしごきを受けて身につけたフォーメーションっスよ。そう簡単に破られたら鈴音ちゃんに怒おこられるッス」

「その戦い方、鈴音が考えたの？」

「そうッスよ。……早村たち、去年はなにもできずに対抗戦で負けちゃったッス。だから鈴音ちゃんは一生懸けん命めい勝てる方法を考えてくれたッスよ」

　響がペタンと地面にあぐらをかく。

「へええ。やっぱり鈴音はすごいんだね。ボクもシミュレーションやってもなかなか勝てないんだ。鈴音は片手なのに」

　戦龍バトルシツプの訓練のことだ。鈴音も戦龍バトルシツプの素質を持っているため、最近ではそちらの訓練に参加することが増えていた。蒼真が外でその名前を口に出すなと厳命しているため、響もシミュレーションとしか言わなかったが。

　頭からタオルをかぶり、水すい筒とうから水分補給をしながら早村は笑う。

「そう。すごいんスよ、鈴音ちゃんは。だから早村も鈴音ちゃんの期待に応えたいッス」

　早村の笑顔は眩まぶしかった。

　だから、この少女は強いのだろう。自分にはない力だと、コノハは思う。

　その隣にマリーも並ぶ。

「しかし、実戦であそこまで速い機体が出てきますの？」

「候補生レベルじゃ早村がぶっちぎりで一番っス！　早村より速い候補生はいないッス」

「なら、もう少し手加減していただいた方がありがたいですわ。スピードに差がありすぎて、正直訓練になっている気がしませんもの」

　マリーの方から手加減してくれなどと言うのは、初めてのことかもしれない。

　しかし、これは勝てないという弱音ではないと思う。

　いまの訓練は、二日後の対抗戦で勝つためのものだ。その効率を考えて、恥はじを忍しのんでの言葉だ。

　早村は首を横に振ふる。

「向こうはライトクルーザーがめっちゃいるんスよ。早村ほどじゃなくても、速いやつはいるはずッス。早村のスピードに慣れた方がいいって、指導官が言ったッス」

　どうやら、全速力で戦えというのが蒼真の指示らしい。

　そう言われるとマリーも言い返せないようだ。

「む……。指導官がそうおっしゃるなら……」

　引き下がる素そ振ぶりを見せつつも、釈しやく然ぜんとしない顔をする。

「でも、あんなのグラムやファフニールの動きじゃありませんわ。ほとんど飛び道具じゃありませんの」

　腕を組んで唸り、それからハッとした顔をした。

「飛び道具──そうか、アレの対策！」

「なんの話ッスか？」

「いえ、この訓練の意味がわかったような気がしますわ」

「ならよかったッス。意味がわかんないとやる気も起きないッスからね！」

　そう言って、早村は豪ごう快かいに笑う。

「でもマリーちゃんもよくついてきてるッスよ。一年でこれだけ動けてるなら、来年は早村がぼこられてるかもしれないッス」

「社交辞令ならけっこうですわ、先輩」

「真ま面じ目めに言ってるッスよ？　鈴音ちゃんが卒業したら、たぶん早村が〈イスズ〉を使うことになるッス。そしたらマリーちゃん、早村の〈シマカゼ〉使ってみないッスか？」

「はうっ、いやでも、そんな癖くせの強そうな機体、扱あつかいこなせる気がしませんわ」

「大だい丈じよう夫ぶッスよ。〈シマカゼ〉も〈タチカゼ〉と同じ〈ミネカゼ〉の亜あ種しゆッスから、きっと相性はいいはずッス」

　早村は快活に笑うと、マリーの頭をがしがしと乱暴に撫なで回す。

「ち、ちょっとやめてくださいまし！　わたくしがこの癖毛を直すのにどれほど時間をかけていると思ってますの！」

「大丈夫ッス。髪かみくらいボサボサでもマリーちゃんは可愛かわいいッスよ」

　どうやら、マリーは早村にそうとう気に入られているらしい。半泣きになるマリーを見て葉月が止めに入るが、響はそれを見て笑い転げていた。

　──でも、卒業……か。

　来年には、鈴音はもうこの学園にはいないのだ。

　それがわかっているから、なおのことここを守りたいのだろう。

　──そのとき、私はどうなっているのだろう。

　この〝いま〟でさえ、どこに向かえばいいのかわからず途と方ほうに暮れているというのに。

　膝ひざを抱かかえていると、不意に視界に影が射さした。

「コノハちゃん、大丈夫……？」

　鈍山だった。

　コノハの顔を覗のぞき込むように首を傾かたむけると、前髪が重力に引かれて素顔が露あらわになる。

　陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きをまとう少女だが、こうしてコノハに声をかける様はちょっとおっとりしているだけの普ふ通つうの少女だった。

「なにか問題があるように見えますか？」

　大丈夫だと答えたかったのに、不ふ機き嫌げんそうな言葉を返してしまった。いつもの失言の中ではマシな部類ではあるが、不快にさせてしまったかもしれない。

　なのだが、鈍山は大きく頷うなずいた。

「ちっとも問題がないように見えない、わ……。私が見てもそうなんだから、マリーちゃんたちも、心配してる」

　図星を指されて、コノハは鼻白んだ。

「鈍山先輩には、関係ありません」

「はうっ？」

　動どう揺ようしてしまって、またそんな言葉を口にしてしまう。

　せっかく心配して声をかけてくれたというのに、鈍山は胸を押さえて踞うずくまってしまった。

「先輩……いい、響ひびき……ごふっ」

　……本人は、あまり気にしていないようだが。

　鈍山はめげずにコノハに話しかけてくる。

「なにか、思いっきり悩なやんでる、みたいに見えるわ……」

　悩み。

　確かに、悩みといえばそうなのだろう。迷いではなく、悩みだ。

「私でよかったら、相談にくらい、乗るけど……？」

「不要です」

　コノハはきっぱりと告げた。

　これは失言ではない。

　──話して解決するなら、そうしている……。

　いまのコノハには、マリーも葉月もいるのだ。

　彼女たちになら、打ち明けられない秘密などなにもない。

　打ち明けても、解決できないからコノハは悩んでいるのだ。

「そう。じゃあ、思いっきり体を動かしてみるのは、どう……？」

　さすがに怒らせてしまっただろうか。鈍山の声も、いくらか冷たくなっているように聞こえた。

　だが、それはむしろコノハにはありがたかった。

「ぜひ」

　地面に投げ出された〈アカツキ〉を拾い上げ、コノハは挑ちよう戦せん的てきにそう言った。




　本日二度目の模擬戦が始まる。

　やはり早村が厄やつ介かいではあるが、それでもマリーはよくついていっていた。

　──いえ、少し動き方が変わった？

　マリーは早村に食いついていくが、倒たおそうとしているというより、ひたすら牽けん制せいに徹てつしているように見える。

　もちろん時間が経たてば他の前衛も追いつくわけで、二対一になってもマリーは攻こう撃げきの手を出さずに防ぼう御ぎよに徹している。

　──ヘビイクルーザーには持久戦が効果的──

　ホノカには通じないが、蒼真がそんなふうに話していたことを思い出す。マリーはそこでなにかの答えを見つけたのかもしれない。

　次し第だいに、彼女は早村に追いつきつつあった。

　明後日あさつては十隻せき近いライトクルーザーと立ち回らなければならないのだ。そこでマリーの反応速度は大きな武器になる。速度に開きがあり過ぎるとわかっていながら、早村と対戦させるのは、その動きを覚えさせようという狙ねらいもあるのかもしれない。

　葉月の方も目立った働きこそないものの、これだけ速さでかき乱された戦場に、冷静に狙いを定めて援えん護ごを行っている。

　初めての同士討うちで引き金を引けなくなったのはほんの半月前だというのに、その後こう遺い症しようは微み塵じんも見み出いだすことはできない。

　そして、葉月が落ち着いて引き金を引けるのは、響の力が大きいと思う。

　中衛の彼女が、早村の攪かく乱らんと相手側の長ちよう距きよ離り攻撃を巧たくみに阻そ害がいしているのだ。指揮官がコノハだったら、数秒も持ち堪こたえられずに瓦が解かいしていただろう。

　みんな、それぞれ成長しているのだと感じる。

　──なのに、私は……。

　また、同じところで躓つまずいてしまった。

　思わず俯うつむいて、戦せん闘とうから意識が逸それてしまう。

「──コノハ、前！」

「え──」

　顔を上げたときには、鈍山の〈カミカゼ〉が眼前に迫せまっていた。

「あ……」

　そんな声を漏もらしたのは、鈍山の方だった。

　まさか避よけられないとは思わなかったのだろう。

　巨きよ大だいな拳こぶしを正面から受けてしまったコノハの視界は、ひとたまりもなく闇やみに包まれた。




　　　　◇




「う……？」

　目を開けると、そこは薄うす暗ぐらい部屋だった。

　ややあって、学園の医務室だと気づく。

「コノハさん、気がついた？」

　声の方向に目を向けると、葉月が心配そうに覗き込んできていた。その隣に、マリーと響、それに蒼真の姿もある。

　なにがどうなったのだろう。

　頭がぼんやりしていて、うまく思い出せなかった。

「鈍山の一撃を避けきれず、お前は撃げき墜ついされたんだ」

　言ったのは、蒼真だった。

「指導官……」

「実戦なら、死んでいたぞ」

　嘆なげくような声を漏らして、蒼真は真まっ直すぐコノハを見る。

　そして、躊躇ためらうような顔を見せつつも、すぐに冷たい表情を浮うかべ、こう言った。




「コノハ、明後日の試合、お前は出るな」




「なっ──」

「理由は、わかっているな？」

　言い返せなかった。

　──訓練もまともにこなせなくなったら、試合に出ても足手まといにしかならない。

　デストロイヤーは特に仲間との連れん携けいが命になる機体なのだ。いまのコノハが出ても、逆に勝率を下げることにしかならない。

　そこで反論したのは、マリーだった。

「指導官、それはあんまりですわ！　少し不調だからってメンバーから外すだなんて」

「俺はお前たちを勝たせなければならない。敗因になるとわかっている者を出すわけにはいかない」

「──っ」

　悔くやしげに、マリーが顔を歪ゆがめる。

　──どうして、マリーがそんなに怒おこるの……？

　自分でも情けないとは思う。

　だが、彼女が怒るようなことではないはずだ。そもそも、マリーが蒼真に反はん抗こう的てきな態度を取ること自体が珍めずらしい。出会ったばかりのことならともかく、響が来てからは初めてのことに思える。

　マリーは葉月に目を向ける。

「葉月、あなたからもなんとか言ってやりなさいな」

「わ、わたしは……わたしは、わかんないよ。おにいちゃんの言ってることは正しいと思うけど、納得できないところもある。でも、だからっていまのコノハさんが戦っていいのかなんて、わたしにはわからない」

　その隣となりで、響が言う。

「ボクは蒼真に賛成だよ」

「それはあなたはいつもそうでしょう」

「ううん。ボク、いまのコノハとはいっしょに戦いたくない」

　はっきりと、響はそう言った。

「なんていうか、いまのコノハはボクたちのこと見てくれてないっていうか、戦っても勝とうとしてないみたいなんだもん」

　図星だったのかもしれない。

　響には裏表がない。感じたことをそのまま言葉にしてしまえる。

　だからいつだって本質を見み抜ぬく。

　──これが小鳥遊さんが私を外した理由。

　まったくもって正しい。

　なにひとつ、反論する気が起きなかった。

　それから、コノハの顔を覗き込む。

「ねえコノハ、どうしちゃったの？　ここのところ、ずっと変だよ。ボクが好きなコノハはもっと強くてかっこいいのに……」

　それは、コノハを軽けい蔑べつする言葉ではなかった。

　むしろ期待を込める言葉だ。

　なのに期待されても、落らく胆たんされても、唇くちびるを嚙かむことしかできなかった。

　蒼真が響の肩かたを引く。

「響、そこまでにしておけ。いまのコノハには、休息が必要だ」

「はーい。……コノハも、早く元気になってよ？」

　蒼真と響は去って行ってしまう。彼らには、次の訓練が待っているのだ。こんなところで時間を無む駄だにしている暇ひまはない。

　響が現れたときは、彼女に蒼真を盗とられるのではないかと焦しよう燥そう感かんに駆かられた。

　なのにいま、目の前で蒼真を持っていかれてもなにも感じなかった。

　ただ──当然の報むくいだ──そんなふうに落胆して、少し寂さびしい気持ちになるだけだ。

　だからとうとう、蒼真からも見放されてしまった。

　無力感に苛さいなまれていると、マリーが胸ぐらを摑つかんできた。

「コノハ！　あんなことを言われて、なんでなにも言い返しませんの？」

「……足手まといなのは、事実だもの」

　ギリッと、マリーが奥歯を鳴らす。

「マ、マリーさん、落ち着いて。コノハさんも怪け我が人なんだから」

　葉月が割って入るが、マリーは引き下がらなかった。

「来なさい」

　マリーはコノハをベッドから引きずり出す。

　幸いというか、コノハは防護服を着たままだった。

　痛みはない。昏こん倒とうしたのは鈍山の一撃が原因だが、彼女も見た目や言動はともかく優すぐれた候補生だ。怪我にならないよう、手を止めてくれたのだろう。

　ぐいぐいと手を引かれて、コノハは首を傾かしげる。

「来いって、どこへ……？」

「いいから来なさい」

　なにも言わず、マリーは医務室を出て進んでいく。

　葉月もついてきてはいるが、止めようとはしなかった。




　　　　◇




「どうした、響？」

　廊ろう下かを歩く蒼真は首を傾げた。

　コノハたちとは違ちがい、響はいつまでこの艦かんにいられるかわからない。〈封フ槍ソウ〉を継けい承しようするため、そしていつ戦場に引き抜ぬかれても生きていけるよう、蒼真の全てを伝えなければならない。

　本日も地下の格納庫へ向かっているのだが、響はとうとつに足を止めてしまったのだ。

「ねえ、蒼真。コノハのこと、本当に放っといていいの？」

「お前もいっしょに戦いたくないと言っただろう？」

　響は首を横に振ふる。

「戦いたくないのと、助けたくないのは別だもん。コノハ、すごく苦しそうだった」

　相変わらず、この少女は物事をよく見ている。

　胸を押さえ、懇こん願がんするように口を開く。

「ボクは蒼真の言うことならなんでも聞くよ。でも、コノハのことだって同じくらい好きなんだ。こんなときに放っておくのは、いいことなの？」

　それから、ギュッと蒼真の裾すそを摑んでくる。




「なにより、蒼真がすごく辛つらそう。本当は蒼真が一番コノハを助けたいんでしょ？」




　思わず、蒼真は目を見開いた。

　──……敵かなわないな。

　コノハをあんなふうにしてしまったのは蒼真だ。

　彼女に何度も命を救われ、生きる意味さえ与あたえられたというのに、なにもしてやることができない。

　感謝を伝えることも、慰なぐさめることも、抱だきしめてやることすらできなかった。

　たったひとりの少女を助けることもできなくて、なにが指導官だ。そう、自分を責めてみてもコノハの力になる方法はなにも思い付かない。

　──こんなに、すぐ近くにいるのに。

　あの日の後こう悔かいも、絶望も、誰だれよりも共有してやれるのは自分だというのに、だからこそ蒼真の言葉は届かない。

　それどころか、余計に苦しめてしまう。

　こんなもどかしい話はなかった。

　足を止めて、響に向き直る。

「そうだな。響から見て、コノハはどうだった？　代表から外されると聞いて、コノハはどんなふうに思っただろうか」

「……わかんない。がっかりしたみたいだったけど、ホッとしてるみたいでもあった」

　ホッとした──なるほど、そういう気持ちも働いていたかもしれない。蒼真も理解してやれていなかったことだ。

「でも！」

　響は声を大きくして言う。

「あんなの、コノハじゃない。コノハは恐こわがりだけど、すごくがんばってた。あんなふうに諦あきらめちゃったり、なにも思ってないみたいな顔しなかったもん」

　蒼真は、自然と響の頭を撫なでていた。

「お前の言っていることは正しい。コノハはきっと、心が停てい滞たいしている。俺やお前がなにを言っても、聞こえていないのかもしれない」

　響が、泣きそうに顔を歪めた。

「コノハ、かわいそう……」

　その苦しみが自分のものであるように嘆く少女に、蒼真は困ったように笑い返した。

　他者と触ふれ合うことを知らなかった、二週間前の彼女とは別人のように成長したと思う。

　──でも、だからこそお前ではコノハを救えない。

　響は葉月と同じで、優やさしい。

　怒いかりを覚えても、その場で吐はき出し、忘れてやれる性格だ。

　だが、いまのコノハに必要なのは優しさではない。

　──本当は、俺がやらなきゃいけないことなんだろう。

　コノハに必要なこと、それは本来蒼真が与えてやらなければならないことなのだろう。

　──だが、俺では駄目だった。

　励はげましも、慰めも、全て〝あの日の後悔から〟としか受け取ってもらえなかった。

　蒼真の言葉では届かない。できることと言えば、せいぜい、代表から外して突つき放すことくらいだ。

「でもな、響。俺は心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだと思ってる」

「なんで？」

「こういうとき、黙だまってないやつがいる。俺なんかよりよっぽど的確に、コノハに必要な言葉を伝えてくれるやつがいるんだよ」

　彼女は、きっと本気で怒ってくれる。

　絶望ごと殴なぐりつけて、そして救ってくれる。

「だから、俺は信じるよ。コノハたちを」

　コノハはひとりではなくなった。

　必要なものは、もうそこにあるはずだ。

　それでも、響の不安そうな顔は晴れなかった。

「でも蒼真……」

「なんだ？」

「やっぱり蒼真は不安そうだよ？」

　これには、返す言葉がなかった。

　──こんなやり方でいいのか。

　本当にコノハが救われるのか。

　疑問と不安で頭が割れそうなのは、蒼真の方なのだ。

「……まあ、心配するのも指導官の仕事のうちさ」

　そう強がると、響が腕うでにしがみついてきた。

「じゃあ、ボクがいっしょにいてあげる。だからさ」

　ぐいぐいと腕を引いて行く。

「ちゃんと、見ててあげよう？」

　今度こそ、蒼真は顔を覆おおった。

「……そうだな。俺が逃にげたら、駄目だよな」

　賽さいは投げられたのだ。

　最後まで、見届けてやらなければならない。

　どこへ向かえばいいかは、わかっていた。




　　　　◇




「……どういう、つもり？」

　マリーに手を引かれ、コノハがたどり着いたのは訓練場だった。

　上級生もすでに引き上げているらしく、人ひと影かげはない。

　そこで、マリーは制服を脱ぬぎ捨ててグラムを起動する。

「〈アカツキ〉を抜きなさい、コノハ」

　そう言って、マリーは〈タチカゼ〉を抜く。それを地面に突き立て、コノハがグラムを起動するのを待つ。

　思わず、助けを求めるように葉月へと目を向ける。

　葉月はというと、試合場から少し離はなれた観客席に立っている。なにか言いたそうな顔をしているものの、止めようとはしなかった。

　助けはないとわかって、コノハはマリーに視線を戻もどす。

「……指導官もいないのに、グラムを使ったら校則違い反はんよ？」

「ふざけていますの？」

「……ここで戦う意味が、わからないわ」

　もう、代表からも外されてしまったのだ。

　それに〈禁コン郷ゴウ〉に触れることもできなくなった。もはや戦う訓練自体が意味を持たない。

　コノハが気に入らなくて殴りたいなら、グラムなど抜かなくても好きなだけ殴ればいいと思う。

　そんな反応に、マリーが忌いま々いましそうに歯を食いしばる。

「──っ？」

　そしておもむろに肩かたを突き飛ばしてくる。

　痛いほどのものではなかったが、よろけてしまうくらいには強い。

　攻こう撃げきというほど激しくはなかったはずなのに、マリーがそんなことをしてきたのがショックで、なぜか屈くつ辱じよく的てきに感じた。

「……いい加減になさいよ。あなた、世界で一番不幸な人間にでもなったつもりなんですの？　甘ったれるんじゃないですわ」

　そう言って、また肩を突き飛ばしてくる。

　不意に、コノハもカアッと頭の中が熱くなった。

「あなたに、なにがわかるの？」

「わかりませんわ！　わかるはずがないじゃありませんの。そんなふうに黙ってひとりで拗すねて、それでなにをわかれって言うんですの？　わたくしは心が読めるわけじゃありませんのよ？」

　当然の言葉ではあるが、裏切られたような気分だった。

　──わたくしたちは察してあげられる──

　そんなふうに理解を示してくれた少女から、その言葉を否定するようなことを言われたのだから。

「……その言い方は、ないのではないかしら」

「あら、怒おこりましたの？」

「……」

　なにも言えず、睨にらみ返しているとマリーは鼻を鳴らして笑う。

「皇族だかなんだか知りませんけれど、さぞやいいご身分なんでしょうね。苦労しているのは自分だけで、周りはなにも知らずに幸福だとでも思っていて？」

「……そんなこと、言っていないわ」

「言わなくてもわかりますわ。そんなふうに拗ねた顔をした人間がなにを考えているかくらい」

　信じたくなかった。

　──友達になれたのだと、思ったのに。

　それがこんなことを言うなんて。

　マリーは肩を竦すくめる。

「まあ、いいですわ。あなたはそこで黙って不幸に浸ひたっていればいいわ。わたくしが手を出したって、あなたは人形のように突っ立っているだけなんでしょうから」

　三度目。

　また突き飛ばされて、コノハは歯を食いしばった。

「……じゃない、わ」

「なにかしら？」

「……人形じゃ、ないわ」

　精せい一いつ杯ぱいの口答えに、マリーはハッと笑う。

「あら、皇国のお人形はおしゃべりもするんですのね」

　パンッと、大きな音が響ひびいた。

　気がついたときには、コノハはマリーの頰ほおを叩たたいていた。

「あ……」

「やりましたわね！」

　直後、コノハの頰にも熱い衝しよう撃げきが走った。

　殴られたのだと気づいた瞬しゆん間かん、頭の中でなにかが切れたような気がした。




「コード認証──〈アカツキ〉！」

「来なさい──〈タチカゼ〉！」




　コノハの手に翠みどりの粒りゆう子しが集まり、銃じゆう機き剣けんを具現化していく。マリーの手にも地面に突き立てられた大剣がひとりでに飛来して収まる。

　ふたりの少女は同時にグラムを手に取っていた。

　設定を模も擬ぎ戦に合わせたかなど、確認する気にもなれなかった。

　互たがいに上段から振ふりかぶって力任せに叩きつける。

〈アカツキ〉と〈タチカゼ〉が衝しよう突とつした。

　──力では、押し負ける。

　コノハは左手から力を抜ぬき、切っ先を泳がせて受け流しに入るが、そこにマリーの大剣はなかった。

「──鈍のろい」

　マリーはすでに手首を返して、下から突き上げるような斬ざん撃げきに変化させていた。

　大剣の質量を考えればありえない斬撃の変化だが、グラムリッターは腕わん力りよくを以もつて剣を振るっているわけではない。龍りゆうを介かいしてグラムという生き物を操っているのだ。

「ふうっ！」

　コノハは宙を蹴けるように脚きやく部ぶ推進器バーニヤを噴ふん射しやさせる。

　そのまま側転宙返りの要領で大剣の間合いから逃のがれると、着地の勢いに乗せて銃機剣を叩きつける。

　だが、そのときにはマリーも地から足を放し、脚部推進器バーニヤの加速に乗って後ろ回し蹴りを放っていた。

　──これは、早村先せん輩ぱいの……？

　あの凄すさまじい速度を誇ほこる少女の足技だ。

「あぐっ」

　反応しきれず、まともに顔面を蹴りつけられた。デストロイヤーの鱗りん界かいが砕くだけ、翠の破片に赤い飛ひ沫まつが交じった。

「ざまあ見なさ──っ？」

　しかし、コノハもただ蹴られたわけではない。

　勝利の笑みを浮うかべるマリーの足を摑つかみ返していた。

　グラムが手から離れ、ふたりはそのままもつれるように地面に倒たおれ込む。

　上になったのは、コノハの方だった。

「このっ、離しなさい！」

「離さ、ない」

　無様に鼻血を流し、馬乗りになったまま、マリーの顔を殴りつける。

　その拳こぶしは外骨格で覆われているのだ。直撃すれば骨折ではすまない。

　だが、さすがにマリーも優等生だった。

　コノハの拳は、翠の障しよう壁へきに阻はばまれて届いていなかった。とっさに鱗界を集束させていたらしい。

　かまわず、もう一度殴なぐりつけようとするとマリーが笑みを浮かべる。

「素手で、グラムの鱗界をどうこうできると思って？」

「──あっ」

　マリーが勢いよく身を反らし、コノハは上から振り落とされる。

　そこにマリーが飛びついてくるが、コノハは地面を転がって逃れた。

　その手の先に、グラムの感かん触しよくがあった。

「わあああっ！」

　コノハはグラムを握にぎると、いままで上げたこともないような下品な大声を出して、マリーに斬きりかかる。

「チイッ」

　舌打ちを漏もらして、マリーも手元にあったグラムを握って防ぼう御ぎよする。

　コノハが握っていたのは〈アカツキ〉ではなく大剣〈タチカゼ〉だった。マリーの手には銃機剣がある。互いのグラムが入れ替かわってしまうが、コノハはかまわず斬りかかる。

　──〈タチカゼ〉なら、私も扱あつかえる。

　この大剣に、窮きゆう地ちを救われたこともあるのだ。

　反面、マリーは〈アカツキ〉も〈ヒビキ〉も扱ったことがない。

　銃機剣は癖くせが強く、普ふ通つうの剣のつもりで扱えば六枚の放熱板に動きを遮さえぎられる。さらにこの〈アカツキ〉は銃機剣の中でも欠けつ陥かん品で、制御が極きわめて難しいのだ。初めて握ったマリーに扱いこなせるわけがない。

　そしてこの間合いでレールガンを撃うてば自分も衝撃に巻き込まれる。

　勝機を確信したコノハは、次の瞬間目を剝むくことになった。




「〈アカツキ〉──銃火シユート」




　ほぼ零ゼロ距きよ離り。コノハを倒せても自分も巻き込まれるというのに、マリーは躊ちゆう躇ちよなくレールガンを放っていた。

　──正気なの？

　とっさにコノハは身を反らせる。

　鼻先を電磁波の枝が掠かすめ、プラズマの弾だん丸がんが訓練場の天てん井じようを射い貫ぬく。

　仰のけ反って地面を転がるコノハは、それでもすぐに立ち上がって大剣を構える。そのときには、すでにマリーが斬りかかってきていた。

　衝突する二本のグラム。

　つばぜり合いになって、マリーが吼ほえる。

「いつまでうじうじ踞うずくまってやがりますの！　わたくしはこんな弱虫に負けたつもりはありませんわ！」

「……あなたに、なにがわかるのっ！」

〈タチカゼ〉が炎ほのおを噴ふく。

　刀身を加速させ、押し切ろうとするコノハの斬撃を、マリーは逆に前に踏ふみ込み体を反転させてスルリと受け流す。

「わかりませんわ！　そうやって上から目線でものを言うから、なにもわからないんじゃありませんの！」

　真横から薙なぎ払はらうような一撃に、コノハはとっさに大剣を引き戻もどす。

　手元に鈍にぶい衝撃。あわや指が飛ばされかねない柄つかの真ん中で、銃機剣の刃やいばを受け止めていた。

　無む性しように悔くやしくなって、コノハは叫さけぶ。

「いつ、私が上からものを言ったの！」

「いつだってそうでしょう、このコミュ障！」

　一撃、二撃、三撃と剣けん戟げきが重ねられる。

　初めて戦ったときは、コノハの方が強かった。

　なのに、いまは一撃も押し切れなかった。

　いや、むしろコノハの方が押されている。

　それでもコノハは叫ぶ。

「あなたの見てる空と、私の空は、違ちがう！」

　空は墓場だ。

　あの日の地じ獄ごくのような景色は、再びコノハを捕つかまえた。

　逃れることなどできない。

「空を見て、綺き麗れいだと思えるあなたなんかに、私の気持ちはわからない！」

　響といっしょに、空の遊泳を楽しめるマリーと葉月が羨うらやましかった。

　その後ろに続けなくて、踞ってしまう自分がもどかしくてならなかった。

　──空は、綺麗だわ。

　そんなことは知っているのだ。

　蒼真が戦う空は、心を奪うばわれるほど美しかった。

　だから、コノハは許せないのだ。

　──あんな地獄を、綺麗だなんて思ってしまった。

　足下には、三千もの死が広がっていたというのに。

　だから──




「空は、墓場なのよ！」




　力任せに振り下ろした大剣が、マリーの手から〈アカツキ〉を弾はじき飛ばした。

　決着だ。

　そう思った瞬間、マリーは逆にコノハの腕うでごと大剣を摑み返す。

「空が綺麗で、なにが悪いんですの！」

　叫んで、こともあろうかコノハの顔面に頭ず突つきを放ってきた。

　バチンッと鱗界が弾け、互いに仰け反る。

　──マリーは、グラムを手放してるのに？

　そして気づく。
















　コノハの手の上から、マリーは〈タチカゼ〉の鱗界を操っているのだ。

「ファフニールに踏みにじられ、人が死ぬのくらい、見たことがありますわ！」

　よろめくコノハに、マリーはさらに頭突きを放つ。両手が塞ふさがっているのだから他に攻こう撃げきのしようがないのだが、女子のやる攻撃ではないと思った。

　頭突き自体は防いでいるのに、反はん撥ぱつする鱗界に弾かれ頭が揺ゆさぶられる。

「父も、友達も、家も、全部壊こわされましたわ！」

　三度目。

　ふたりの間で拮きつ抗こうしていた鱗界がついに砕け散る。

「でも、あの蒼あおいグラムが助けにきてくれた！」

　ゴンッと、鈍い衝撃が頭に叩たたきつけられる。

　鱗界を展開することができない。

　目の前でチカチカと火花のような光が飛び散る。

　それでも、マリーは容よう赦しやなく頭突きを重ねる。

「嬉うれしかったわ！　ホッとしたわ！　憧あこがれましたわ！」

　ふらりと倒れるコノハに、マリーはその頭を摑む。

「もう……やめ……」

　口からこぼれたのは、降参の言葉だった。

　それすらも耳に届いていないのか、マリーは最後の頭突きを打ち込んできた。




「小鳥遊蒼真に憧れたから、わたくしはここまで来たのよ。それの、なにが悪い！」




　ガンッと、鈍い音が耳の中に木霊こだました。

　とてもではないが、立っていられなかった。

　膝ひざから力が抜ぬけて、コノハは大剣から手を離はなしてしまう。

　それが、少女たちの決着の瞬しゆん間かんだった。




　　　　◇




　目の前が、真っ白だった。

　脳のう震しん盪とうでも起こしたのか、目の前がぐわんぐわんと回っていて、指一本動かせない。痛みで胃の中のものを吐はき出しそうだった。

　なのに、頭の中は奇き妙みようなほどすっきりしていた。

　──私は、誰だれかに、罰ばつしてほしかったんだ。

　蒼真はあたたかく手を差し伸のべてくれた。

　響も衝しよう突とつはあったが、コノハを理解しようとしてくれた。葉月もそうだ。

　しかし、誰もあの日のことでコノハを責めてはくれなかった。鈴音でさえもだ。

　同じ後こう悔かいを知っている彼女は、ただ黙だまってコノハの側そばにいることしかしてくれなかった。

　もちろん、そのことには感謝しているし支えられたと思う。しかしコノハに怒いかりをぶつけることはなかった。

　思えば、蒼真に会いたかったのも、感謝を伝えたいのではなく憎にくまれるのを期待していたのかもしれない。

　憎んで、全てコノハのせいだと言ってくれれば、楽になれるから。

　──小鳥遊さんがそう言ったから、悪いのは全部自分なんだ──

　そんなふうに、重荷を押し付けることができるから。

　なのに、蒼真は憎んでくれなかった。

　それどころか、逆に感謝の気持ちを伝えられた。

　──やめて！　私は、あなたに感謝されるような人間ではない。

　だが、皇族という身分を隠かくしてここに来たコノハは、それさえも口にできなかった。

　そこで、蒼真にその感謝の言葉も伝えられなかったことを思い出す。

　なるほど、それはそうだ。

　コノハは自分を憎んで、罰してくれる蒼真に感謝したかったのだ。そうしてもらえなかったコノハは、救われていない。

　感謝など、できるはずもない。

　──なんて身勝手な……。

　つくづく、自分が嫌いやになる。

　ようやく焦しよう点てんが定まってきて訓練場の天井が見えた。どうやら、コノハは訓練場の地面に投げ出されているようだ。

　辛かろうじて、視界の片かた隅すみに自分を見下ろすマリーの姿が見えた。

　とはいっても、向こうも無傷ではなかったらしい。痛そうに額を押さえてへたり込んでおり、見下ろすというのは少し違うかもしれないが。

「目は、覚めました？」

　いま、こうして頭の中が晴れている理由がわかった。

　こんな駄だ目めなコノハに、正面から怒りをぶつけてくれたのは、マリーだけだったのだ。

　そして、最後に彼女が叫んだ言葉を思い出す。

「……マリーも、小鳥遊さんに、助けられたの？」

　掠れる声で、コノハは問いかける。

　マリーは顔を赤くするが、ふて腐くされたように頷うなずいた。

「……前に一度、話したでしょう？　わたくしの艦かんがファフニールに襲おそわれたとき、皇国のグラムリッターが救助に来てくれたと」

「ええ」

「指導官だったわ」

　コノハはまばたきをする。

　あのときは、マリーにもそれが誰なのかはわかっていなかったはずだ。それを突つき止めるためにグラムリッターを目指していたのだから。

「なぜわかったの？」

「指導官が来たばかりのころ、わたくしたちがカーネル級と出くわして戦龍バトルシツプで出撃なさったことがあったでしょう。〈封フ槍ソウ〉は、その人が使っていたグラムだったの」

　そのグラムを、今度は響が使うことになる。

　マリーの心境も、コノハに負けず劣おとらず複雑なものだったに違いない。

「罪悪感は、なかったの？」

　コノハは、躊躇ためらわずそう問いかけた。

「……嫌なこと言いますのね」

　渋じゆう面めんを浮うかべながら、それでもマリーは首を横に振ふった。

「指導官が血を吐いて倒たおれたときは、それは罪悪感も覚えましたわ。でも、それ以上に見てほしかった」

「見て、もらう……？」

「わたくしが、指導官のようになりたくてここにきたのだと、指導官が救ってくれたわたくしは、ちゃんと強くなれたのだと、それを見てほしかったんですの」

　コノハは脱だつ力りよくした。

　──勝てない、わけね。

　マリーは前に進んだのだ。どこまでも後ろ向きなコノハが敵かなうわけがない。

「私はまだ、忘れられない。私のせいで死んだ、死者の山が……」

　マリーは苦笑する。

「それを忘れるのは薄はく情じようではありませんの？」

「なら、どうすればいいの？」

　同情でもしてくれるのかと思えば、この答えだ。コノハは不服そうに顔を歪ゆがめる。

　マリーは考えながらゆっくりとこう言った。

「その人たちがなぜ死んだのかは知りませんわ。聞いても、たぶん答えられないことなんでしょう？」

「……ええ」

「なら、その方々の分まで、長生きしてみればよいのではなくて？」

　それはコノハが思った答えとは、どこか違ちがうものだった。

「長生き……？」

「他になにかありますの？」

　コノハは首を横に振る。




「こんなに重たいのに、それを背負って長生きするというのは、辛つらいわ」




　口に出した瞬間、肩かたが軽くなるのを感じた。

　──ああ、そうか。私は、誰かにそう打ち明けたかったんだわ。

　三〇〇〇人を犠ぎ牲せいに生き残った責任。

　皇族として強くあらなければならない責任。

　蒼真から、未来を奪ってしまった責任。

　そのどれもが重たくて、とても背負いきれなくて、しかし投げ出すような無責任なこともできなくて、だからコノハは踞うずくまってしまう。ことあるごとに、躓つまずいてしまう。

　マリーは真まっ直すぐコノハを見つめる。

「コノハは、死にたいんですの？」

「死ぬことは許されないわ。でも、そうできたら楽だと思う」

　だから、辛くてたまらない。

　なのにマリーは呆あきれたように笑った。

「あなた、見かけによらず……いえ、見た目通りなのかしら、馬ば鹿かですわね」

「酷ひどいわ。真しん剣けんに悩なやんでるのに……」

「いいえ大馬鹿ものですわ。それ、指導官が聞いたら悲しみますわよ」

「小鳥遊さんが……？」

　確かに、あの人はコノハの死にも心を痛めてしまうかもしれない。誰よりも生徒想おもいで、優やさしい人なのだから。

　だが、マリーが言っているのはそういうことではないらしい。

「指導官が一度でもあなたに恨うらみ言ごとを言いましたの？　そんなはずありませんわよね。指導官はいつだってわたくしたちを守ろうとしてくださいますもの。指導官だって、あなたに救われてほしいって思っているはずですわ」

「……なら、私は、どうすればいいの？」

　そんなこともわからないのかと、マリーは目を丸くする。

　そして、はっきりとした口調でこう告げた。




「幸せに、なればいいんじゃありませんの？」




　コノハは一瞬、なにを言われたのかわからなかった。

　──幸せ……？

　考えたこともなかった。

　むしろ、許されないことだと思っていた。

　生き残ったコノハは、皇国のため、民のため、死ぬまで戦い続けなければならない。

　それだけが死した者たちへの贖しよく罪ざいなのだ。

「中には恨む人もいるかもしれませんけど、だからといって不幸にならなきゃいけない理由にはなりませんわ。なら、精せい一いつ杯ぱい生きて、幸せになるしかないじゃありませんの。どの道、グラムリッターを志すならわたくしたちは戦うしかないんですもの」

　戦うことが贖罪だ。

　そして死ぬべきだ。

　そう思っていたのに、マリーはその先の未来を見てもいいのだと言ってくれた。

「幸せに、なって、いいの？」

「当たり前でしょう？　でなければ、コノハはなんのために生きていますの？」

　胸に突き刺ささるようで、それでいてあたたかい言葉だった。

　──君といっしょに飛びたい──君たちは戦い以外の空を知っていてほしい──

　そんなふうに、蒼真が言ってくれたのを思い出す。

　初めから、蒼真はコノハに未来を示してくれていた。

　なのに、コノハにはその言葉を受け入れることができなかった。

　気がついたら、涙なみだが顔を伝っていた。




「私も、小鳥遊さんといっしょに、空を飛びたい……」




　やっと、コノハはその言葉を吐はき出すことができた。

　何度も差し伸べてくれた、あのあたたかそうな手を握にぎり返したい。

　また、いつかのように頭を撫なでてほしい。

　仕方なさそうに、マリーが立ち上がる。

「本当に、面めん倒どうくさい娘こですわね」

　コノハの頭の側までくると、膝ひざを折って太ももに抱だきかかえる。

　それは母の抱ほう擁ようのような安らぎで、気がついたときにはコノハは声を上げて泣いていた。




　　　　◇




「それで、これでよかったの、おにいちゃん？」

　いつの間にか隣となりに来ていた葉月が、そう聞いてくる。

　少女たちの決着の一部始終を、蒼真は見ていた。

「マリーには、あとで礼を言わないとな」

「ならデートでもしてあげたら？　一回くらいなら、わたしも許してあげるよ」

　義ぎ妹まいの笑顔はなんだか恐おそろしかった。

　肩を竦すくめると、隣で響が難しそうな声を漏もらす。

「コノハは、あれで救われたの？」

　訓練場で嗚お咽えつをもらすコノハと、それを抱きかかえて慰なぐさめるマリー。

　彼女たちの間でどんな言葉が交かわされたのか、蒼真にはわからない。それを盗ぬすみ聞いていいものだとは思わない。

　それでも、蒼真は安心してこう答えることができた。

「どうだろうな。だが、もう一度立ち上がれたんじゃないかとは思う」

　同じ目線で、あそこまで容よう赦しやなくぶつかってやれるのはマリーだけだ。

　だから、蒼真は彼女に全てを託たくした。

　無責任だと罵ののしられようとも、これ以上の方法はいまでも思い付かない。

　あの日の因いん縁ねんとは無関係で、コノハのことを知ってくれていて、それでなおありのままでいてくれる。そして真っ直ぐ憤いきどおりをぶつけてくれる。そんなことができるのは、世界中探してもひとりしかいないのだから。

　響が顔を覗のぞき込んでくる。

「じゃあ、明後日あさつてはコノハも出ていいんだよね？」

「そうだな。きっと、大だい丈じよう夫ぶ、だろう……」

　言いながら、蒼真はどっかりと観客席に腰こしを下ろした。

　──疲つかれた……。

　見守るというのは、こうも体力を使う仕事だったのか。

　さすがに、響と葉月が心配そうな顔をする。

「蒼真、大丈夫？」

「ちょいと気が抜ぬけただけだ。それより、そろそろ戦龍バトルシツプの訓練に戻もどるぞ、響」

「んー、今日はお休みにしない？」

「馬鹿を言うな。まだまだお前には教えなければいけないことが山ほどあるんだ」

　──それに、これで明後日の対策を、本当の意味で立てられるようになったんだ。

　対たい抗こう戦も、ホノカの事件も、もしかすると〈禁コン郷ゴウ〉も。

　その全ての決着が、二日後につけられるかもしれないのだ。

　無む駄だにできる時間など、一分たりとも存在しない。

　そんな蒼真を見て、響と葉月は顔を見合わせてなにか通じ合ったように頷うなずいていた。








第五章　自由への翼つばさ






　翌日──対抗戦前日。

　この日は、訓練も午前中の軽いものにとどめて昼からは休みにした。

　生徒たちを休ませている間に、蒼そう真まが訪おとずれたのは第三甲かん板ぱん格納庫だった。

　珍めずらしく誰だれもいないここには〈封フ槍ソウ〉と〈禁コン郷ゴウ〉、二隻せきの戦龍バトルシツプに加え、いまはもうひとつ古びたプロペラ機が運び込まれている。

　単葉機と呼ばれる部類のもので、両りよう翼よくには機き関かん銃じゆうが搭とう載さいされている。グラムが普ふ及きゆうするまで、人はこういった機械でファフニールと戦っていたのだ。

　もっとも、旋せん回かい性、機動性、攻こう撃げき力においても下位のサージェント級にすら対抗できず多くの犠牲者を出したという。それでも、この機で出撃してくれた兵がいなければ、人類はグラムの完成を見ずに滅ほろぼされていた。

　いわば人が空を取り戻すまでの時間を稼かせいでくれた、大いなる機体だ。だからこの機体と、戦ってくれた兵に敬意を込めて、保管されてきたのだろう。

　蒼真はここ数日、訓練が終わるとこの機の整備をしていた。

　スパナを片手に星形気き筒とうのエンジンを解体して、苦笑する。

「そういえば俺は、こういう整備をするためにここに来たはずだったんだよな」

　それがなんの因果か指導官に引き抜かれて、いつの間にか少女たちのことばかり考えている。

　その呟つぶやきに、同じ格納庫に佇たたずむ蒼あおい機体が不ふ機き嫌げんそうな鳴動を上げる。

「珍しいな。お前が不機嫌そうな声を漏らすのは」

　顔を上げて、蒼真はむしろそれを喜ぶように微笑ほほえむ。

「そう怒おこるな。いまの立場に不満はない。もう一度、お前と向き合えたことは本当に嬉うれしいと思っているよ、〈封フ槍ソウ〉」

　なだめると、蒼い機体もおとなしくなる。

　蒼真はスパナを床ゆかに置くと、軍手を外して手を拭ぬぐう。まだいじり始めたばかりということもあって、幸いそれほど汚よごれてはいない。

　それから〈封フ槍ソウ〉の側そばに歩み寄る。

「もう、お前と飛ぶことはないだろう──そう言うのも、何度目だろうな」

　蒼い装そう甲こうに触ふれると、ひんやりとした感かん触しよくと共に苦笑するような振しん動どうが伝わってくる。

　ホノカとの対抗戦は、前ぜん哨しよう戦せんに過ぎない。

　これからヒリュウ学園はいくつもの艦かんと戦い、勝ち抜いていかなければならない。その都度、違ちがった戦略、異なる訓練、新しい戦い方が必要になる。

　そして、ここを巣立っていく少女たちの糧かてにしなければならない。

「ここで死ぬつもりはない。俺にはまだ、あいつらに伝えなければならないことが山ほど残っている」

　だから、いまさらこの古い艦載機を整備している。

　──対抗戦までには、修理は間に合わなかったが。

　それでも、時間をかければ修理できる。

　これは蒼真が帰ってくるための道しるべでもある。

　コノハは飛ぶとは言ってくれなかったが、いつかこれを使ってくれる誰かが現れる。

　戦いのためではなく、ただ自由に飛ぶために。

　だから、これを完成させるために戻ってこなければならない。

「それでも、きっとお前の力が必要だ」

　なぜこの〈ヒリュウ〉がファフニールに襲おそわれ続けるのか。

　アドミラル級を筆頭に、カーネル級や百頭からなる群れ、そんなものに襲われ続けるなど尋じん常じようなことではない。他の艦なら、数十年に一度あるかないかの大だい惨さん事じだ。

　その答えも、きっと明日あしたの試合で明らかになる。

　──あるいは、〈封フ槍ソウ〉はもう響ひびきに託すべきなのかもしれない。

　彼女はすでに蒼真よりもこの機体を上手うまく扱あつかえるだろう。明日、〈封フ槍ソウ〉が必要になったとしても、蒼真以上の戦果を見せてくれるだろう。そうでなくとも、もっと利口なやり方があるかもしれない。

「それでも──」

　同じ言葉を繰くり返す。

　やらなければならないことがある。

　この役目を、他の誰にも譲ゆずりたくない。

「それでも、あいつを過去から解き放つのは、自分の手でやってやりたいんだ」

　マリーはよくやってくれた。

　停てい滞たいしていたコノハの心を動かしてくれた。

　だが、まだ足りない。

　彼女が過去に決着をつけるには、あと一歩足りない。

　いまは前を向いて、立ち上がれている。

　それでも、いずれまた躓つまずく。

　そのときコノハがこの艦にいるとは、マリーが隣にいてくれるとは限らないのだ。

　蒼真は〈封フ槍ソウ〉に語りかける。

「お前には嫌いやな役をさせるが、付き合ってくれ。明日は命を懸かけるに値あたいする空になる」

　そのときだった。




「小鳥遊たかなし、さん」




　後ろからかけられた声に、蒼真は目を見開いた。

　気づかなかったからではない。その声が、意外な人のものだったからだ。

「コノハ……？」

　振ふり返ると、制服を身につけたコノハがいた。

　──いま、指導官ではなく、小鳥遊と呼んだ。

　訓練中でも、事件の調査でも、コノハは蒼真を指導官としか呼ばなかったというのに。

　コノハは口を開こうとして、不意に視線を泳がせる。

　その先には、蒼真が整備していた単葉機艦載機があった。

「艦載機が残っていると言ったろう？　響も乗りたがっていたし、時間を見つけて少しずつ修理してたんだ」

「指導官は、私よりもずっと多た忙ぼうだったはずです」

「忙いそがしいときほど息いき抜ぬきがほしくなるもんだ」

　息抜きとは言ったが、これを整備しながらコノハが飛んでくれることをまったく考えなかったわけではない。一度断られてまだ誘さそうほど未練がましいつもりはないが、それでもいつか彼女が飛んでくれればと願わずにはいられなかった。

　できるだけ平静を装よそおって、蒼真は首を傾かしげる。

「それで、どうした？　今日の訓練はもう休みだと言ったはずだぞ」

　コノハはすぐには答えなかった。

　なにか葛かつ藤とうするように口を開いては、声を発しないままつぐんでしまう。

　それは数日前、蒼真が二か月半前のことを切り出したときに似ている。だが、あのときのような暗い表情ではなかった。

　根気よく、コノハが話せるようになるのを待っていると、やがて彼女はこう言った。

「……少し、お時間をいただけますか？」

　ずいぶんと改まった声だった。

　それでも、コノハは真まっ直すぐ蒼真の顔を見つめていた。

　彼女とまともに視線を合わせたのは、ここ数日では初めてのことだろう。

　──やはり、あのときのことか？

　二か月前、蒼真がアドミラル級に敗れた空──コノハの悔かい恨こんも、そこにある。

　昨晩、マリーのおかげで立ち直れたとはいえ、その後悔に決着がついたわけではないはずだ。決戦前夜だからこそ、話しておきたいのかもしれない。

　蒼真も姿勢を正して頷く。

「わかった」

　コノハはその場では話を切り出さず、通路を抜けて歩いていく。

　エレベーターで上へと昇のぼり、艦橋を出ると今度は繁はん華か街がいへと向かっていった。

　やがてたどり着いたのは、なんとも見覚えのある建物だった。




　　　　◇




「ここは、マリーの店……か？」

　学年首席という成績を誇ほこっていながら、彼女の実家の家計は相当苦しい。候補生としての支給金だけでは生活ができないというので、ここでアルバイトができるよう蒼真が許可を申しん請せいしたのだ。

　だが、そこでコノハが蒼真をここに連れてくる意味がわからなかった。

　蒼真は首を傾げる。

「マリーになにかあったのか？」

「いえ、そういうわけでは……」

　歯切れの悪い返事をいぶかって、蒼真は気づく。

「いや待て、今日は定休日と書いてあるが？」

　店の中もカーテンで覆おおわれており、営業しているようには見えない。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　それでも、コノハはかまわず扉とびらを開いた。

　そして蒼真を中へと促うながす。

「どうぞ」

「……？　入っていいのか？」

「はい」

　コノハは扉を支えたまま、中に入ろうとはしない。

　カーテンを潜くぐり中に入ると、とうとつに照明で照らされた。

「──っ？」

　思わず身構えたときだった。




「「「お疲つかれ様です、小鳥遊指導官！」」」




　迎むかえてくれたのは、メイド姿の少女たちだった。

　この店の制服だ。しかしその顔ぶれはここの店員というわけではなく、どういうわけか蒼真の知っている顔ばかりだった。

　──マリーに葉は月づき、響に鈴すず音ねまで……？

　マリーがその恰かつ好こうをしているのはわかるが、その隣となりで葉月と響、さらにまたどこから聞きつけてきたのか鈴音まで同じ服装をしていた。

「な、な……？」

　予期せぬ光景に、蒼真も面食らって立ちすくむ。

　呆あつ気けに取られているとマリーが手を引く。

「さあ、どうぞ指導官。今日はごゆっくり休んでくださいな」

「待て、これはどういうことだ？　俺はまだ仕事が残っているんだが……」

「へ……？」

　話がかみ合っていないのか、マリーの方も目を丸くして硬こう直ちよくした。

　それから、入り口で立ち尽つくすコノハを睨にらみつける。

「ちょっとコノハ、指導官になにも説明してないんですの？」

「逆に聞きたい。私に説明ができるとでも？」

　ここ数日の暗い表情もどこへやら、堂々と答えるコノハにマリーも啞あ然ぜんとする。

「あなたが指導官が喜ぶことをしたいとか言い出したのでしょう！」

「──っ、それをここで言う必要はないはずだわ」

「じゃあこの状じよう況きようをどう説明するんですの！」

　無表情ながらコノハの頰ほおが赤く染まる。

　いきなりケンカを始めるふたりに、葉月が呆あきれたように首を横に振る。

「あのね。おにいちゃん、ここのところずっとお仕事大変だったでしょう？　昨日もすごく疲れた顔してたし」

　それはあまり生徒に見せてよい顔ではないだろう。

　呻うめく蒼真をよそに、葉月は言う。

「その原因の大半はコノハさんだから、コノハさん、なにかお詫わびがしたいってこういうパーティを開くことになったの。前祝いとか、決起会みたいなのかな？」

「はうっ」

　どこか辛しん辣らつな葉月の説明に、コノハが胸を押さえて踞うずくまる。

「は、葉月……？　少し、言い過ぎではなくて？　もう少し、オブラートに包んで言ってあげてもよいのでは……」

「とにかく、それでマリーさんがお店定休日だからって、ここを借りてくれたの。言い出したのはコノハさんだけど、一番張り切ってたのはマリーさんだったんだよ」

「ひうぅぅうぅっ」

　マリーが耳まで赤くして踞る。

　なんだか蒼真の方が恥はずかしくなってきて、見ていられなかった。

　そんな少女たちに、響が笑い声を上げる。

「あっははー、まあいいじゃん。ボク、この恰好、可愛かわいくて好きだよ？」

　そう言って、その場で一回転する。フリルで縁ふち取どられたスカートがふわりと舞まって、思わず見み惚とれそうになる。

　そしてまたしても蒼真の腕うでに抱だきついてくる。

　やわらかな感かん触しよくが腕を包み込む。頭は真っ白な髪かみと同じ色のヘッドドレスに飾かざられ、紺こん色いろのワンピースの上にはフリルで飾られたエプロンだ。

　抱きつかれるのには慣れたつもりだったが、こんな撫なで繰くり回したくなる恰好でされると衝しよう撃げきも大きかった。

「ねえ、蒼真も嬉うれしい？　ボクもがんばってみんなのお手伝いしたんだよ？」

「それは、まあ、嫌なわけはないが」

「やったあ！　この恰好したら蒼真も喜んでくれるって、鈴音が言ってたんだ」

　──またお前の差し金か！

　確かに、こんなことを考えるのは鈴音くらいのものだろう。

「鈴音……？」

　批難がましく睨みつけると、幼い容姿の少女はとぼけるどころかスカートの裾すそを持ち上げて笑みを浮うかべる。右手もギプスが外れて、包帯から解放されていた。

　憎にくたらしい態度だというのに、こんな恰好をされては怒おこることができなかった。

「どう？　マリーちゃんのときはまんざらでもなかったでしょ」

「だからと言って響たちにまでこの恰好をさせる必要がどこにある」

「そりゃもう、せんせぇに喜んでもらうために決まってるじゃない」

「お前な……」

　呻いていると、響がぐいぐいと腕を引っ張る。

「ほらほら、席に座ってよ。コノハもがんばって用意したんだよ？」

　強引に席に座らせると、響は蒼真の後ろに回る。

「それで、俺はなにをすればいいんだ？」

「蒼真はなにもしなくていいよ。ボクたちがシテあげる側だもん」

　なんだか危ないセリフに聞こえて、蒼真は思わず咽むせそうになった。

　──年とし頃ごろの女の子が、シテあげるって……。

　一体、なにをするつもりなのか。

　救いを求めるようにコノハに目を向けると、彼女は鈴音に手を引かれ店の奥に消えるところだった。

　視線に気づいたのか、鈴音が立ち止まって手を振ふってくる。

「着き替がえするんだから、覗のぞいちゃ、ダ、メ、だ、ぞ？」

「覗くか！」

「ええー？　振りなんだからそこはきちんと覗いてくれないと……──ひぎゅんっ」

　勝手なことを口走る鈴音を、コノハの腕が引っ摑つかんだ。そしてふたりとも奧へと消えていく。

　──コノハも、あの服を着るのか……。

　メイド服だ。

　それはもちろん、見てみたくはあるが蒼真は指導官だ。それ以前に、皇族にそんな恰好をさせるというのはいろいろ問題が大きすぎないだろうか。

　頭を悩なやませていると、そっと響の手が肩かたに触ふれた。

「じゃあ、まずはボクからね！」

「響からって、なにをするつもりだ？」

「いいからいいから」

　そう言って、とんとんと肩を叩たたく。

　力は込めているが、乱暴な手つきではなく、鍵けん盤ばんを奏かなでるピアニストを彷ほう彿ふつとさせるささやかで優やさしいものだった。

「どう？」

「どう、と言われても……」

「ええ？　気持ちよくない？　マッサージなんだけど」

　なるほど、と蒼真もようやく頷うなずいた。

　──マッサージというより、肩たたきか。

　しかし響なりに考えてくれたことなのだろう。苦笑して、蒼真は言う。

「なら、もう少し力を入れてもらえるか。あと、叩くよりも指圧してもらった方がいいかもしれない」

　要望が多いかとも思ったが、今回は素直に響の好意に甘えてやろうと思う。

「よし、がんばるね！」

　響は力を込めて肩を揉もみ始める。

　とはいえ、グラムを持っていなければこの娘むすめもただの女の子だ。大した力は入っていなくて、撫でられているようなものだった。

　──まあ、それはそれで悪くないか。

　マッサージにはなっていないが、微笑ほほえましい気持ちにはなれる。

「うー、効いてないの？」

　しかしそんな蒼真の態度が気に入らなかったのか、響は体重をかけるようにして必死な顔をする。




　ふわりと、柔やわらかい感触が頭にのしかかってきた。




「へ……？」

　必死になりすぎたのか、響は自分の体を蒼真に押しつけていた。

　後頭部に触れているのは、もちろんというかふたつの膨ふくらみだ。

「お、おい、響？」

「ふぬぬぬぬ！」

「もういい、十分だ！　元気になった」

　そう言うと、響もようやく体を離はなした。

「本当に？」

「ああ」

「気持ちよかった？」

「……それは、まあ」

　気持ちよかったのはマッサージというより別の感触だったような気もするが、気持ちがよかったのは事実だ。

　響は屈くつ託たくのない笑顔を浮かべた。

「えへへ。ならよかったあ」

　直視していられなくて、思わず顔を覆おおいたくなった。

　それから、次は葉月がやってくる。

「わたしはご飯作ってみたよ」

　それはここの定番メニューでもあるオムライスだった。マリーが作るのならわかるが、葉月がこれを持って来るのは意外だった。

　そんな蒼真の視線に気づいたのか、葉月ははにかんだ笑顔を浮かべる。

「実は一度やってみたかったんだ。ここで働くマリーさん、すごく可愛かったから」

「葉月もここの店に来たことがあるのか？」

　蒼真が聞くと、ようやく立ち直ったらしいマリーが眉まゆをひそめた。

「わたくしのシフト中に、葉月がここにきたことはないと思いますけれど？」

「あ、ううん。お店に入ったわけじゃないの。外からたまたま見えちゃって」

　ただ、葉月もひとりで店の中に入る勇気はなかったらしい。マリーが硬こう直ちよくする。

「……あの、葉月だけですわよね？　その、ここのことを知っているのは」

「え？　クラスのみんなはだいたい知ってると思うけど」

「ひぅぅ……」

　秘密にしているつもりだったのだろう。マリーは顔を覆って頽くずおれていた。

　そうして蒼真の正面に座ると、葉月はスプーンを手に取ってオムライスを掬すくった。

「はい、あーん」

「ちょっと待て！」

　義ぎ兄妹きようだいとはいえ、自然にその流れに乗れるほど蒼真も全てを悟さとってはいない。

「なにかおかしかった？」

「おかしいだろう。人前でやることじゃないぞ」

「……鈴音さんには、してあげたのに？」

　いつだったか、蒼真が鈴音に礼をしようと言うと、彼女は食べさせてとねだってきたことがあった。

　思えば、確かにそのとき葉月もいた。

　蒼真は必死で首を横に振る。

「そんなことはまだやっていない」

「まだってことは、いつかするんじゃない」

　じとっと睨にらまれ、反論ができなかった。

　もちろんいくら鈴音相手でもそんなことをするつもりはないが、彼女はしたたかだ。いつの間にかやらされていることがあるかもしれない。

　ここで拒きよ絶ぜつしても、そのときもっと怒られるのは明白だった。

　やがて、蒼真も観念した。

「……ひと口だけ、な？」

「うん！」

　しぶしぶそう言うと、葉月は太陽のようにまぶしい笑顔で答えた。

　おとなしく口を開くと、葉月もそっとスプーンを近づける。

　ほんのりとしたバターの香かおりと、ケチャップの甘あま酸ずっぱさが口いっぱいに広がる。

　なんとも形容しがたい羞しゆう恥ち心しんに苛さいなまれた。

「美味おいしい？」

「……ああ。上手になったな」

　そう答えると、葉月もしどろもどろになって視線を逸そらす。心なしか、その頰ほおも紅潮して見えた。

「そ、それは練習したもん」

「でも、残りは自分で食べるよ」

　さり気なくスプーンを取りあげると、葉月は残念そうな顔をしたがそれ以上は向こうも羞恥心の限界だったのだろう。

　そそくさと席を立っていた。

　それから、気を紛まぎらわせるようにマリーを手招きする。

「ほら、次はマリーさんの番だよ！」

「ひうっ、わ、わたくしはここの手配をしたではありませんの！」

「みんなでひとつずつなにかしてあげるって約束したじゃない」

「それは、そうですけれど、人前で、そんな……」

　金きん髪ぱつの少女は早くも涙なみだぐんでいた。

「無理はしなくていい。気持ちだけで十分だよ」

　というか、これ以上は蒼真の精神が耐たえられそうにない。

　安心させるつもりで言ったのだが、しかしマリーは敗北感を覚えたように口をへの字に曲げる。

「そ、そうはいきませんわ。確かに、葉月の言う通りみんなでなにかひとつずつして差し上げると言ったのですもの」

　そう言って、葉月が座っていた椅い子すにストンを腰こしを下ろす。

　またしても正面に座られて、蒼真も視線をさまよわせる。

　──まさか、また食べさせるなんて言い出すわけじゃないよな……？

　蒼真だって男だ。

　女の子からそんなふうにしてもらって嬉うれしくないわけではない。

　──だがそういうことはもっとプライベートで……いや、そうではなく！

　人前でされると、どんな顔をすればいいかわからないという話だ。

「指導官！」

「な、なんだ！」

　マリーはひとつ深呼吸をすると、カッと目を開いた。

「失礼しますわ」

　そう言って、頰に触れてくる。

　細い指の感かん触しよくに戸と惑まどっていると、そのまま唇くちびるをなぞるように撫なでる。

　心臓が早はや鐘がねを打つのがわかった。

　──なんだ？　これは一体、なんなんだ？

　目の前がぐるぐると回りそうだった。

　やがて蒼真の顔から離したマリーの指先には、赤いなにかが付着していた。




「ケチャップが、その……ついていました、わ」




　どうやら葉月から食べさせてもらったときに付着してしまったらしい。

　──それならそうと、ひと言いってくれ！

　顔が真っ赤になっているのがわかった。

　それから、今度はマリーがとつぜんオロオロし始める。

「ど、どうした？」

「はうっ、その、これ、どうしましょう……！」

　指先に残ったケチャップだ。

　どうやら拭ぬぐったのはいいものの、そのあとどうするかは考えていなかったらしい。

「いや、考えるまでもないだろう」

「ひうっ？　え、え、でも、そんなはしたないこと……」

「……？」

　マリーは卒そつ倒とうしそうなほど顔を赤くして狼狽うろたえ始める。

　なにかおかしなことを言っただろうか。

　汚よごれを拭ふくために、飲食店には紙ナフキンが用意されているのだ。

　ただ、蒼真がついたテーブルには見当たらなかった。店の中を見回すと、隣となりのテーブルにふたつ並んでいた。どうやら掃そう除じかなにかで移動させて、そのままになっていたらしい。

「ほら、これで拭けば──」

　蒼真がケースごとナフキンを渡わたそうとしたときだった。

「──えいっ！」




　ギュッと目を閉じたマリーは、ケチャップのついた指を自分の口の中に運んだ。




　なぜこうなってしまったのだろう。

「くぅ……ふ……」

　羞恥心ゆえか、荒あらい呼吸が喘あえぐような声を漏もらす。

　隣にいた葉月が見てはいけないものを見てしまったように顔を覆う。……そのわりには、指の隙すき間まからしっかり眺ながめているようだが。

　響も愕がく然ぜんとした顔をしつつも、なぜか羨うらやむように喉のどを鳴らした。

　それから、ようやくマリーは蒼真が差し出しているナフキンケースに気づく。

「……え？」

　キョトンとして、紺こん碧ぺきの双そう眸ぼうがまばたきをした。

　唇から離れた指に、唾だ液えきの糸が引かれてぷつりと切れる。

　そしてじわりと涙が浮うかんだ。

「これはそのっ、だって、お顔から摘つまんだものは食べないともったいないというか……」

　普ふ段だんの生活の苦労が滲にじみ出るセリフだった。

　やがて耐えられなくなったようにマリーは椅子を蹴け倒たおし駆かけ出してしまう。

「これは違ちがいますのうわあああぁぁぁぁぁぁぁあんっ！」

　カランカランと鐘かねの音を鳴らして、マリーは店の外に出ていってしまった。

　どうして、あの少女はこうも自分から泣くような目に遭あうのだろう。

　しかしそんなマリーは、どうしようもなく可愛かわいらしかった。

「わたし、ちょっと様子を見にいってくるね？」

「あ、ボクも行くよ！」

　さすがに葉月ひとりではフォローしきれないと感じたらしい。

　葉月に続いて響もマリーを追って出ていってしまった。

　ぽつんとひとり取り残されて、蒼真は小さくため息を漏らす。

「……危ない危ない」

　深呼吸をしながら、自分は指導官なのだと言い聞かせた。




　　　　◇




　気を落ち着けるように、残ったオムライスを口に運んでいると、店の奥からようやく鈴音が顔を見せた。

「あれ？　他の子たちは？」

「……まあ、不幸な事故があってだな」

　首を傾かしげながら、鈴音は蒼真の前に座る。

「コノハはどうした？」

「まだせんせぇの前に出る勇気がないってぐずるから、ちょっとひとりにしておいた方がいいわ」

「……お前、今度はなにをした？」

　またよからぬことにコノハを巻き込んだのだろう。

　渋じゆう面めんを浮かべる蒼真に、鈴音は口笛を吹ふいて顔を背そむける。

「ま、コノハのことはひとまずおいといて、順番的に次はアタシでしょ？」

　鈴音が取り出したのは、写真だった。

「なんの写真だ？」

「もちろんえっちな写真だよ」

　そう言って蒼真に突つきつけたのは、コノハとマリー、葉月の三人の水着写真だった。

　いつだったか、コノハがまだ上手うまく飛べなかったころにプールで訓練したときのものだ。マイクロビキニやスリングショットと呼ばれる部類の、布面積が少なく危あやうい水着で、少女たちは鈴音に騙だまされて身につけてしまった。

「さっさと片付けろ」

　慌あわてて顔を背けると、鈴音はカラカラと笑う。

「冗じよう談だんだってば。コノハやマリーちゃんたちの写真。他にも早はや村むらとか鈍にび山やまとか、うちの三年とか」

　一枚一枚、丁てい寧ねいに並べていく。

　そこに収められているのは、学園内の何気ない光景だった。

　マリーと取っ組み合いをするコノハ。それを眺める葉月。学園を背に、快活な笑みを浮かべる早村であったり、整列する三年生であったり。

　と、その中に知らない顔がひとつあった。

「これは誰だれだ？」

　どことなく見覚えはある気がするのだが、名前は出てこない。

「ああそれ？　鈍山だよ」

「は？」

　ヘアピンで前まえ髪がみをわけていて、素顔がさらけ出されている。表情も笑っていて、とてもあの暗い少女と同一人物には見えなかった。

「一年のころはけっこう明るかったのよねえ。でも、去年の対たい抗こう戦で惨ざん敗ぱいしてからああなっちゃって……」

「……責任を、感じてか？」

「ううん。訓練に打ち込みすぎて身だしなみとか気にしなくなっちゃったのよねえ」

　それだけでこんなに豹ひよう変へんするものだろうか。

　蒼真が絶句していると、鈴音は写真の列を蒼真に差し出す。




「せんせぇがここで守ってくれたものの一部だよ」




　その言葉は、妙みように胸に響ひびいた。

　鈴音は片目を瞑つぶって笑う。

「アタシの宝物なんだ。だからせんせぇに、あ、げ、る」

「いいのか？」

「写真だもん。同じのは焼き増しできるよ」

「なら、遠えん慮りよなくもらっておくよ」

　きっと、鈴音にとって掛かけ替がえのないものなのだろう。温かみのある景色だった。

　それから、ふと写真がひとり分足りないことに気づく。

「これ、鈴音が写っているものがないぞ？」

「そりゃアタシが撮とった写真だからね？」

　自じ慢まんげに胸を張る鈴音に、蒼真は苦笑する。

「こんなに写真を撮ってるということは、鈴音はカメラを持ち歩いているのか？」

「もっちろん！」

「なら、貸してくれないか？　お前を撮らせてくれ」

「いいとも！……ふぁっ？」

　大おお仰ぎように頷うなずいて、鈴音は耳を疑うように硬こう直ちよくする。

「な、なんでアタシの写真なんか？」

「学園の写真なのに、お前がいなかったら意味がないだろう？」

　そう言うと、鈴音は指を絡からめてなにやら言いにくそうに顔を背ける。

「いやまあ、確かにそうかもしんないけど……」

「自分が撮られるのは苦手なのか？」

「そういうわけじゃないけど、なんか改まって言われると恥はずかしいじゃない」

　確かに普通に記念写真を撮るならともかく〝お前の写真がほしい〟と言われて意識しない方が無理だろう。いまはメイド服などという姿なのだから。

「ま、せっかくこんな可愛い恰かつ好こうしてるんだから写真くらい撮っとくものかもね」

　……恰好は、むしろ気に入っているらしい。

　すぐさまカメラを取り出すが、それを蒼真が受け取ろうとすると凄すさまじい気き迫はくで捲まくし立てる。

「でもっ、見ていいのはせんせぇだけだからね？　絶対に誰にも見せないでよ？　せんせぇ以外に見られたらアタシ、生徒会室に引き籠こもって二度と出てこないからね？」

　なにがそんなに恥ずかしいのだろう。

　必死で言い募つのる鈴音に、蒼真の方まで顔が熱くなった。

　やがてカメラを構えると、鈴音は泣きそうな顔で──なぜか、スカートを捲し上げた。




「優しく、してね？」




「おいやめろ。俺を軍法会議にかけるつもりか」

「ネタを挟はさまないと恥ずかしくて死んじゃうでしょ！」

　なぜか怒ど鳴なり返され、蒼真も啞あ然ぜんとする。

　しかし涙なみだぐんで叫さけぶ鈴音は、いつものように不敵な姿とはかけ離はなれていて新しん鮮せんだった。

　──これが、鈴音の素顔なのかもな。

　そう思ったときには、シャッターを切っていた。

　フラッシュが煌きらめき、鈴音が目を見開く。

「ああああああっ、なんてとこ撮るのよ！」

「いや、つい……」

「ついじゃないから！」

　半泣きになって摑つかみかかってきて、鈴音の手がズルリと滑すべった。

　滑ったのは、右手だった。

「あ──」

「危ない！」

　倒たおれそうになる鈴音を、蒼真はとっさに支えた。

　しかし腰こしに腕うでを回し、思いっきり抱だき合う恰好になってしまう。

　──甘いかおり……。

　香こう水すいではない。シャンプーやリンスのにおいだろうか。ほのかな香かおりが鼻をくすぐる。

　細い腰と華きや奢しやな肩かたに、やはり鈴音も女の子なのだと意識してしまう。

「す、すまん」

「……もうちょっと、こうしてていい？」

　蒼真がとっさに離れようとすると、鈴音は服を摑んで離さなかった。

　思わずゴクリと喉が鳴って、それから我われに返る。

「鈴音。右手、まだ動かないんだな」

「……動かないわけじゃないよ。力が入らないだけ」

　骨が繫つながったからといって元通りというわけにはいかない。対抗戦までにギプスを外せただけでも奇き跡せきだ。

　思えば、今日のはしゃぎようはそれを隠かくしていたのだろう。

　鈴音は毅き然ぜんとして告げる。

「アタシ、試合に出るよ。自分になにができて、なにができないかくらい理解してる。絶対に無理はしない」

　鈴音の怪け我がの具合に関しては、蒼真も火か来くから聞いてはいる。医師としては承しよう諾だくしかねるが、止めても無む駄だだろうと。

「右手は使うな。それが条件だ」

　鈴音は、花が開くように微笑ほほえんだ。

「ありがと、せんせぇ」

　それから、困ったように目を伏ふせる。

「それで、あのさ。ちょっとだけ、目を瞑っててくれない？」

「……またそういうことを」

「真ま面じ目めな話」

　どうやら、からかっているわけではないらしい。

　仕方なく、蒼真は目を瞑った。

「これでいいか？」

　視界が閉ざされる中、鈴音の手が自分の手に重ねられるのがわかった。




　そして、柔やわらかくも濡ぬれた感かん触しよくが唇くちびるに触ふれた。




「──っ？」

　思わず目を開くと、鈴音が唇を重ねていた。

　それから、吐と息いきを吹き込まれるように熱いなにかが流れ込んでくる。その髪はどういうわけか輝かがやいて見えた。

　──これは、いつかのコノハと同じ……？

　やがてゆっくりと目を開けると、鈴音ははにかんだ笑みを浮うかべる。

「せんせぇ、明日あした、戦うつもりでしょ？」

「……ああ」

　見み透すかされていたらしい。蒼真は頷いた。

「だから、おまじない。コノハほど上手くはできないけど、アタシも分家だから少しくらいは、ね」

　そして、ヒョイと立ち上がる。

「でもこれは返してもらうから」

「え……。あっ！」

　いつの間にか、カメラを取り返されていた。

　──いい画像が撮れたと思ったんだが。

　踊おどるような足取りで、鈴音は店の奥に去っていく。

「ほらほら、コノハ！　いい加減、諦あきらめて出てきなさいな」

　引っ張り出されたコノハの姿に、蒼真は顔を覆おおうことになった。




　　　　◇




「指導官、見ないで、ください……」

　コノハは、マリーや鈴音たちと同じエプロンを身につけていた。

　エプロンだけ、だ。

　ワンピースは着ていなくて、真っ白な素す肌はだがさらけ出されている。

「ど、どうしたその恰好は」

「鈴音が、無理矢理……」

　じとっと睨にらむ先で、鈴音が口笛を吹ふいて視線を逸そらす。

「いやー、やっぱり男の子に喜んでもらうには定番かなーって。皇女殿でん下かのこんなあられもない姿を見たのはせんせぇだけだよ？」

「皇族とか一いつ般ぱん人とかいう以前の問題だ」

「あはは、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、ちゃんと下には水着きてるから！」

「……そういう問題でもない」

　頭を抱かかえていると、やがてコノハもなにか吹っ切れたのか蒼真の前までやってくる。
















　エプロンの上からは水着の部分が見えなくて、素肌の上に着ているようにしか見えなかった。しかもその恰好で見上げてくるのだから、大きく開いた胸元からふたつの膨ふくらみが丸見えで、蒼真は生なま唾つばを吞のみ込んだ。

「た、小鳥遊……さん」

　コノハは、指導官とは呼ばなかった。

「な、なんだ？」

　羞しゆう恥ち心しんによるものだろうか。

　瞳ひとみに涙を浮かべて、コノハは蒼真を見上げる。

　そして、震ふるえる声でこう訴うつたえた。




「私を……もらってください」




　思わず、変な声が出そうになって蒼真は口を押さえた。

　──お前、その恰好でその言葉は……どうしろというんだ！

　受け取っていいのか？

　しかしまたなにか言い間ま違ちがえた可能性もある。

　狼狽うろたえる蒼真を見て、コノハもようやく自分がなにを言ったのか理解したのだろう。

　真っ白な肌が真っ赤に染まった。

「ち、違うんです！　あの、これを受け取っていただきたくて！」

　そう言って取り出したのは包装された小さな箱だった。

　蒼真の手に小箱を押し付ける。

　気を紛まぎらわせるように、蒼真はいう。

「開けても、いいか？」

「……はい」

　封ふうを解くと、中から出てきたのは一本のペンダントだった。

　なにかの破片だろうか。ナイフの切っ先のような形をしている。

「これは……？」

「〈禁コン郷ゴウ〉の刀から作りました。小鳥遊さんのことを、守ってくれると思います……」

　蒼真の知る限り、〈禁コン郷ゴウ〉が被ひ弾だんしたことはない。その最大の兵装である大刀ももちろん砕くだかれたことはない。

　──ということは、わざわざ機体から削けずり出したのか？

　そんなことを、よくあの気位の高い〈禁コン郷ゴウ〉が許したものだ。

　そして、そこまでしてくれたことに、コノハが気持ちを込めてくれたのだとわかった。

「ありがとう。大切にするよ」

「……はい」

　まだ気が動転しているのだろう。

　瞳をぐるぐると泳がせながらコノハは頷うなずく。

　それから小さく呼吸を整えると、囁ささやくようにこう言った。

「……あの、この一週間というもの、いろいろ、すみませんでした」

　ペコリと頭を下げる。

　きっと、このひと言を告げるために凄まじい葛かつ藤とうを乗り越こえてきたのだろう。このペンダントや水着にエプロンという恰かつ好こうからもよくわかる。

　すでに焦しよう燥そうしきった表情だった。

「生徒のために悩なやむのが指導官の仕事だろう。お前が気にすることではない」

　なんでもなさそうに蒼真が答えると、コノハはどこか必死な様子で首を横に振ふる。




「生徒としてだけでなく、それ以外にも……です」




　言われて、蒼真も心臓が大きく鳴った。

　──それで、今日は指導官とは呼ばないわけか。

　生徒と指導官としてでなく──それは、皇族と部下という関係を指しているわけでもないだろう。

　つまり、ただのコノハと蒼真として。

　考えると顔が熱くなってしまい、コノハの顔を直視していられなかった。

　しかし視線を下げると薄うすい布一枚の向こうに膨らむ胸元が見えてしまい、どこに目を向けるべきか迷ってしまう。

　そうしていると、コノハがキュッと蒼真の服を摑つかんできた。

「それで、小鳥遊さん」

「な、なんだ？」

「先ほど、整備していらしたのは単葉機ですか？」

「ああ」

　蒼真が頷くと、コノハは意を決したようにこう言った。

「いまさら、都合がいいことを言うと思われるかもしれません。でも、もしお許しいただけるなら、私もいっしょに乗せていただけませんか？」

　蒼真は目を丸くした。

「乗るって、あの機にか？」

「……はい」

　この言葉に、蒼真は素直に笑い返すことができた。

「もちろんだ。でも、その前にきちんと修理しないといけないがな」

「お待ちします」

　今度は、凜りんとした声でそう答えた。

　──いま、これを聞くべきだろうか。

　不ぶ粋すいかもしれない。

　それでも、蒼真はこう聞いてみた。

「コノハ、まだ空は墓場に見えるか？」

「──っ」

　驚おどろいたように目を見開く。

　それから少し迷うように視線をさまよわせて、やがてコノハは首を横に振った。

「まだ、綺き麗れいだと思えるかはわかりません。でも……」

　目を瞑つぶり、これまでの思い出を振り返るように胸に手を当てる。

　それから、コノハは柔らかく微笑ほほえんでこう言った。




「空を自由に飛べるのなら、小鳥遊さんに手を引いてほしいんです」




　ようやく、この少女が前に進めた瞬しゆん間かんだった。

「ああ」

　蒼真まで嬉うれしくなる答えに、気がつくとコノハをそっと抱だき寄せていた。

　コノハは驚いたように目を見開くが、振り払はらおうとはしなかった。

　背中はエプロンや水着にも覆われていない。

　白い素肌はやわらかくて、あたたかくて、少しだけ震えていた。

　と、そこで不意に視線を感じて蒼真は振り返る。

　見れば、いつの間にか鈴音だけでなくマリーや響、葉月までもが戻もどってきていてじっとこちらを見ていた。

「な、な……」

　蒼真が言葉にならない声を漏もらすと、鈴音がなんでもなさそうに言う。

「あ、こっちは気にしないで？　それよりこれはチューの流れだよね。ほら、コノハを待たせちゃかわいそうだよ」

「するか！」

　怒ど鳴なり返す蒼真の腕うでの中で、コノハがものすごく残念そうな顔をしていたが、それに気づくことはできなかった。








第六章　黄昏たそがれの空に






　対たい抗こう戦当日。

〈ヒリュウ〉艦かん首しゆ甲かん板ぱん飛行場にて、蒼そう真まは着陸する軍用輸送機を敬礼で迎むかえていた。後ろには代表メンバーと響ひびき、十二人も整列している。

　やがて輸送機から十数名の兵たちが降りてくる。女性もいれば男性もおり、比率は同じくらいだ。筆頭はもちろん第四皇女ホノカだが、蒼真の前に立ったのは二十歳はたちぐらいの娘むすめだった。

　蒼真の前で姿勢を正すと、娘は頭の横で手刀を切るように綺麗な敬礼を返した。

「殿でん下かの副官を務めております、中なか沢ざわ凜りんと申します。〈封フ槍ソウ〉の小鳥遊たかなし蒼真殿どのですね？」

〈封フ槍ソウ〉の名前が出たことに、蒼真は目を丸くした。

　普ふ通つうなら、バッドルーザーという名前が先に出てくるはずだ。

　副官の娘──凜は控ひかえめに微笑む。

「ここに部外者はおりません。単機でアドミラル級を屠ほふった英えい雄ゆうに敬意を示しても、おとがめを受けることはないでしょう」

「……そうか。あなた方は、二頭目と？」

「はい。あなたが持ち帰ってくれた情報がなければ、我われ々われも殿下も敗れていたかもしれません」

　蒼真は、ようやく敬礼を返した。

「殿下のお役に立てたのなら光栄だ。当艦のグラムリッター指導官を務めている小鳥遊蒼真だ。本日はお手て柔やわらかに頼たのむ」

「ご冗じよう談だんを。第三皇女殿下の腕うで試だめしに召しよう集しゆういただいたのです。全力でお相手させていただきます」

　──なるほど。そういう説明でここにいるのか。

　自分の直属を使うにしても軍の部隊をどんな理由で動かしたのかと思えば、コノハの方から勝負を挑いどんだ形になっているようだ。

　なら、それは誤解だとここでわめき立てれば試合をうやむやにもできるかもしれない。

　──だが、それではこの事件は終わらない。

　半ば操られているホノカは、次の行動が読めない。完全に正気を失ったら、戦龍バトルシツプで龍りゆう甲こう艦かんごと沈しずめる可能性まであるのだ。

　なにより、ここで勝たなければコノハが救われない。

　だから蒼真はそんな方法で逃にげるわけにはいかないのだ。

　こんな分の悪い勝負に挑いどまされる候補生たちは不運だ。

　それでも、この対抗戦はホノカを止める唯ゆい一いつの機会なのかもしれない。

　──だからせめて、勝利への道筋は用意してやらないとな。

　彼女たちなら必ずできる。

　そう思うから、蒼真は笑い返した。

「我らの皇女は、ご期待を裏切らないとお約束しましょう」

「ええ」

「すでに住民の避ひ難なんは完かん了りようしています。第四皇女殿下直下のあなた方には無用な配はい慮りよではありましょうが」

「こんなスリリングな戦場を用意していただき、感謝の言葉もありません」

　互たがいに凄せい絶ぜつな笑みを浮うかべていると、ホノカが金切り声を上げた。

「ちょっと凜！　なに勝手に話を進めてるです」

「はいはい。殿下がご挨あい拶さつすると舞まい上がって姉上殿に飛びついてしまうでしょう？　向こうは一いつ般ぱん候補生もいるんですから、お行ぎよう儀ぎよくなさってください」

「貴様、ホノカをどこまで子供扱あつかいしやがるつもりですか……！」

「心外です殿下。どうぞキャンディでも舐なめて落ち着いてください」

　そんな悪態にも眉まゆひとつ動かさず、凜は手慣れた調子で幼い皇女の口に飴あめ玉だまを放り込む。

　それでホノカも本当におとなしくなってしまった。とても民間艦でヘビイクルーザーを起動し、襲おそいかかってきた少女と同一人物には見えない。

　微笑ましい場面ながら、蒼真は警けい戒かいするように目を細めた。

　──あの副官、強いな。

　あれでもホノカは力あるグラムリッターだ。グラムがないとはいえ、ああもたやすく間合いに踏ふみ込み、あまつさえ口の中にものを放り込めるというのは普通の技量ではない。

　対抗戦とはいえ、戦せん闘とう前にこれ以上の会話は必要ない。

　凜はホノカを抱かかえて去っていき、蒼真も生徒たちに向き直った。

「いまのが今回の敵だ。見た目で油断すればあっという間に負けるぞ。気を張っていけ」

「つーかその前にひとつ質問いいッスか？」

「なんだ早はや村むら？」




「第三皇女ってなんの話ッスか？」




　この距きよ離りで蒼真と凜の会話が聞こえないはずもない。

　──さすがに、隠かくし通すのは無理か。

　蒼真がコノハに目を向けると、彼女は小さく頷うなずいた。

　静かに呼吸を整えると、怖おず怖おずと口を開く。

「……私が、そうです」

「へ……？　コノハちゃんがッスか？」

「……はい」

　二年と三年の上級生に緊きん張ちようが走った。

　それから、全員が同時に噴ふき出した。

「コノハちゃんが冗談言うとこ初めて聞いたッス！」「えらいわ。がんばって、おもしろいことを言ってくれたのよね」「というかまた鈴すず音ねちゃんがらみなんじゃないの？」「鈴音ちゃんならなんかありそう」「皇女さまにコネがあるとか、逆に怒おこらせて罰ばつゲームやる羽目になったとかさ」「そこでアタシのせいにするとか、アンタたち覚かく悟ごはいいのね？」

　勇気を振ふり絞しぼったコノハの告白を、誰だれも真に受けてはくれなかった。

　それどころか、なぜか流れ弾だまが鈴音に命中している。

「指導官……」

　プルプルと震ふるえながら、コノハが目で訴うつたえてくる。

　蒼真は、諦あきらめろというように首を横に振ることしかできなかった。

　──そうだよな。普通は、信じないよな。

　身近に皇族がいるという話もそうだが、失言を繰くり返しては部屋の隅すみで踞うずくまっているのがコノハだ。それが皇女だと主張しても、いつもの失言か冗談にしか聞こえまい。

　──だが、おかげでみんな肩かたの力が抜ぬけたかもしれない。

　緊張しすぎてもいい成果は生めない。その意味では、いいコンディションだった。

　蒼真は、改めて全員の顔を順に見つめる。

「今日の対抗戦は本当に理り不ふ尽じんな理由から始まった。だが、試合は試合だ。挑まれたからには、戦って勝て。俺は君たちの勝利は揺ゆるぎないものと信じている」

　激げき励れいして、最後に軽く肩を竦すくめた。

「だがまあ、怪け我がをしたら元も子もない。全力を尽つくせ。だが無茶はするな。以上だ」

「「「はい！」」」

　蒼真の指示に、少女たちもそれぞれの場所に散っていった。

　──いまは、あの子たちを信じてやることしかできない。

　蒼真が本当に戦わなければならないのは、恐おそらくそのあとになってからのことだ。

　空を見上げると、薄うすい雲が広がっていた。

　この高度まで届く雲となると、積乱雲だろう。

　今日の空は荒あれると感じた。




　　　　◇




　コノハは気を落ち着けるように深呼吸をした。手にはすでに〈アカツキ〉を握にぎっている。

　待機場所は、ヒリュウ学園のグラウンドだ。遮しや蔽へい物といえば校舎くらいのもので、見晴らしのよい場所だった。

　今回は、ヒリュウ学園チームは市街に潜ひそみ敵機を撃げき破はするディフェンス側だ。正規兵チームは市街に侵しん入にゆうした敵を追撃するオフェンス側という想定だ。ヒリュウの旗官は鈴音。正規兵の旗官はホノカ。お互い、旗官を守りながら敵旗官を撃破するのが目的になる。

　コノハたちは学年ごとにみっつの小隊に分かれ、前衛、中衛、後衛の縦一列の布ふ陣じんを敷しいていた。

　旗官の鈴音がいる三年が後衛で、ホノカと因いん縁ねんがあるコノハたち一年が前衛。早村たち二年はどちらのフォローにも回れるよう、中衛に控えている。

　──この試合のキーマンは、コノハたち一年小隊になる──

　作戦を説明する蒼真は、そう語った。上手うまくすれば敵を前衛に引きつけ、足止めすることができると。

　しかし相手はプロなのだ。そうそうこちらの思おも惑わく通りには動いてくれないだろうとも。

　キュッと胸元で手を握ると、響がポンと肩を叩たたいてきた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、コノハ。ボクたちならちゃんとやれるよ」

　続いて、マリーもふわりと飛行して近づいてくる。

「そうですわ。この一週間、きちんと訓練してきましたもの」

　最後に、葉は月づきがそこに加わった。

「今度は、わたしもちゃんと戦えるよ。もう、この前みたいに逃げるだけじゃない」

　ホノカがやってきたその日、グラムを持っていたのはコノハと鈴音だけだった。響も蒼真の〈封フ槍ソウ〉を借りて間接的に戦いはしたが、葉月もマリーも、敵を前にしながらなにもできなかったのだ。その悔くやしさはコノハや響の比ではないだろう。

　コノハも、しっかりと頷き返した。

「私も、勝って空を綺き麗れいだと思えるようになりたい」

　それに、とコノハはこう続ける。

「──あの子はまだ、小鳥遊さんを侮ぶ辱じよくしたことを謝っていないわ」

　これは降りかかった火の粉ではない。

　コノハが自分の意志で挑み、勝たなければならない戦いなのだ。

　だから、戦う。

　確かめ合うように、四人の少女は手を重ねた。

　やがて、試合開始を告げるサイレンが鳴り響ひびいた。

「始まったね。みんな、作戦通り行こう！」

「「「了解！」」」

　一年小隊の司し令れい塔とうは、やはり響だ。

　すぐさま敵機が見えてきて、コノハも銃じゆう機き剣けんを構える。




「コノハ姉さまー！　ホノカがいま参りますでぇぇぇぇすっ！」




　恍こう惚こつとした笑みさえ浮かべて突とつ撃げきしてきたのは、敵旗官のホノカだった。

　──本当に突つっ込んでくるなんて……。

　これも蒼真の想定したことだった。

　──いまのホノカ殿下は情じよう緒ちよ不安定になっている。コノハを見たら一目散に飛び込んでくるだろう──

　コノハは正面から迎むかえ撃うつ──と、見せかけて横に飛んだ。

「〈ムラクモ〉──砲ほう撃げき」

　糸のように細く絞られたビーム砲が放たれる。

　ホノカはそちらに目もくれず、分厚い鱗りん界かいを展開するが……。

「──っ？」

　直後、目を剝むいて飛び退のいた。

　集束された葉月の砲撃は、ヘビイクルーザーの鱗界を貫つらぬいてホノカを襲っていた。

「デストロイヤーが、この〈フルタカ〉の鱗界を破った？」

　反応が遅おくれ、躱かわしきれなかったらしい。脚きやく部ぶ装そう甲こうが焦こげ付いていた。

　思わぬ反撃に、ホノカの顔に怒いかりが浮かぶ。

「ホノカとコノハ姉さまの蜜みつ時どきを邪じや魔ますんじゃねーです！」

　ただならぬ気き迫はくに、葉月も「ひうっ」と悲鳴を漏もらしていた。

　──でも、前みたいな暴走はしていない？

　いまもあまりまともには見えないが、コノハの知っているホノカではあった。

「殿でん下か、不ふ埒らちな言動は自重なさってください」

　呆あきれた声を漏らして、他の正規兵が追いついてくる。

「殿下の直衛には私がつく。他は旗官を狙ねらえ。向こうの旗官も天あま川かわ元げん帥すいの血けつ縁えんだ。油断するなよ」

　さすが、ホノカ直属の正規兵だ。相手が候補生でも侮あなどってくれそうにはなかった。

　ホノカと副官のヘビイクルーザー二隻せきを残して、残りが前衛を突とつ破ぱしようと進軍する。

「葉月！」

「わかってる！」

　響の声に葉月が〈ムラクモ〉を放つが、これは難なく避よけられてしまう。

　目の前でヘビイクルーザーの鱗界を破られているのだ。これをむざむざ喰くらう素人しろうとはいなかった。

「行かせませんわ！」

　そこにマリーが斬きりかかる。

　相手はライトクルーザーでそのひと太刀たちを難なく避けるが、マリーは脚部推進器バーニヤを噴かして空へと跳ちよう躍やくする。

「──っ、ほう、やるな！」

　デストロイヤーは最速のグラムだ。二太刀目は避けきれず、ライトクルーザーも受けに回る。

「だが、そこで足を止めるのは初心者だ」

　ライトクルーザーの背から機械腕うでに握られた刃やいばが振り上げられる。

　しかし、それが振り下ろされることはなかった。

「ご苦労さま、マリー──〈ヒビキ〉銃火シユート」

　横合いから、プラズマ化した弾だん丸がんがライトクルーザーの機体を穿うがった。

　信じられないという顔をしながら、ライトクルーザーが落ちていく。




「まずは、一隻！」




　銃機剣を構え、不敵に笑うのは響だった。

　凜が感心したように呟つぶやく。

「さすがに、練度の高い者がいるな。だが、かまうな。敵がファフニールなら市街はすでに蹂じゆう躙りんされているぞ！　さっさと突破せよ」

　向こうには向こうの前提がある。

　まさか先に黒星をつけられたのだ。動どう揺ようはあったのだろうが、それでも凜の指示に正規兵たちは編隊を組んで突撃を試みる。

「葉月、先頭の機に威い嚇かく射撃。マリーはボクと両りよう脇わきから攻せめるよ！」

　コノハへの指示はなかった。

　それはそうだろう。コノハの前にはホノカと凜が立ち塞ふさがっている。指示をされても応えられない。

〈アカツキ〉を握り直し、校舎を背中にするよう回り込む。

「逃にがさねえです、姉さま！」

　そこにホノカが蛇じや腹ばら剣けんを放とうとするが、凜が腕で制した。

「殿下、この位置からでは建造物に被ひ害がいが出ます」

「人はいねーですよ！」

「皇族が率先して街を破は壊かいしてどうなさるんですか。帰ったらお説教ですよ？」

「ひっ……わかったです」

　やはり、街を盾たてにされては正規兵は迂う闊かつに攻こう撃げきできないようだ。この二隻をコノハひとりで引きつけられたのは大きいが、しかし後ろでは響たちが突破されようとしていた。

「マリー、無茶しないで！」

「でも、止められませんわ」

　巧たくみな波状攻撃でいくらかの打撃は与あたえたようだが、最初の一隻以外は撃げき墜ついには至らず、九隻もの敵機に突破されていた。

　コノハは二年生へと通信を開く。

「早村先せん輩ぱい、突破されました。ヘビイクルーザー二隻、ライトクルーザー七隻です」

『三隻止めたんなら上出来ッス。あとはこっちに任せるッスよ』

　早村の返事が無む性しように頼たのもしかった。

　しかし安心している余よ裕ゆうはない。

「校舎に当てなきゃいいんです」

　ホノカの蛇腹剣が、コマのような子機に分ぶん離りした。

　二十枚もの円えん盤ばんが降り注ぐ中、コノハは校舎の壁かべを駆かけ上るようにして上じよう昇しようする。壁へき面めんすれすれを移動すると、さすがにホノカの子機も鋭するどさが半減した。

　──この教室で、小鳥遊さんともう一度出会ったんだ……。

　コノハが転入してきた日のことを思い出す。

　普ふ段だん、自分たちが授業を受ける場所を隠かくれ蓑みのにするのは心が痛んだが、綺麗ごとを言って勝てる相手ではない。

　そうして屋上まで駆け抜ぬけたところだった。




「コノハ殿下。お相手願います」




　凜のヘビイクルーザーが待ち構えていた。

　両腕に抱かかえるのは機関砲だった。巨きよ大だいな銃身から雨のように弾丸が吐はき出される。

「くっ──」

　コノハは宙返りをするように背面飛行をして火線から逃のがれるが、そこにはホノカの子機が迫せまっていた。

　──誘さそい込まれた！

　身を強こわ張ばらせた瞬しゆん間かん、赤い影かげが割って入る。

「させませんわ！」

　マリーだった。

　いくら子機とはいえ、デストロイヤーの硬こう度どでは耐たえられない。それを器用に大剣で円盤の腹を叩たたき、コノハに命中する子機を弾はじいていく。

　ホノカが苛いら立だつように舌打ちを漏らす。

「ブンブン鬱うつ陶とうしいんですよ！　ハエですか貴様は」

　目め障ざわりなマリーから潰つぶすことにしたらしい。

　コノハを追っていた円盤の群れが向きを変える。

「マリー、逃げて！」

「──大丈夫、ですわ」

　コノハは目を瞠みはった。

　四方八方から迫る円盤群を、マリーは空中で身を捻ひねるとスルリと受け流して見せた。

　それでも追つい尾びする子機からは、今度は脚部推進器バーニヤから炎ほのおを噴ふん出しゆつさせて飛び退き、跳弾のように跳はねて躱す。

「ちょこまかと……」

　苛立つホノカは執しつ拗ようにマリーを狙うが、円盤の動きが正面から飛び込むように単調なものになっていた。

「ここで、崩くずす──〈タチカゼ〉加速ブースト！」

　大剣の背から炎が吐き出される。

　真まっ直すぐ振ふり下ろした刃は、眼前の子機を真っ二つにたたき割っていた。

「「なっ──」」

　これには、ホノカだけでなく凜も驚きよう愕がくの声を上げる。

　動揺によりさらに円盤の動きが鈍にぶる。その隙すきを見み逃のがすことなく、マリーは二機、三機と円盤を撃破していく。

「チイッ──戻もどれ〈フルタカ〉」

「避けてください、殿下！」

　そこを、糸のような狙そ撃げきが貫いた。

「ここで、沈しずめる！」

　思わず仰のけ反り、本体の動きが止まったところに今度は響が斬り込んできた。

〈フルタカ〉の正面に展開された鱗界と、〈ヒビキ〉が衝しよう突とつする。銃じゆう機き剣けんでは、ヘビイクルーザーの鱗界は破れない。それでも、響は引き下がらなかった。

〈ヒビキ〉の刀身が、パカンと左右に割れる。

「貫け──〈ヒビキ〉銃火シユート！」

　零ゼロ距きよ離りからのレールガン。ヘビイクルーザーの鱗界が砕くだけ散った。

「もらいましたわ」

　そこにマリーが追撃に駆け込むが──

「させません」

　狙い澄すましたように、凜の機関砲が打ち込まれる。

　泡あわを食って、マリーと響はホノカの側そばから飛び退のくしかなかった。

「マリー、いったん離り脱だつ」

「……了りよう解かいしましたわ」

　響とマリーはコノハの側まで引き下がってくる。

　ようやく、今回の訓練の意味がわかった気がした。

　──私たちを早村先輩と戦わせ続けた理由が、これなの。

　なるほど。飛び道具のような速度で飛び回る早村の動きは、確かに〈フルタカ〉の子機に似ている。この一週間、デストロイヤー最速の機体と戦い続けてきたから、マリーや葉月の目もあの円盤に追いついているのだ。

　距離が開いて、凜がホノカに語りかける。

「殿でん下か、きっちり対策されているではありませんか。まさかとは思いますが、彼女たちの前で〈フルタカ〉をお使いになったんですか？」

「そ、そんなわけねーでしょう！」

「……あとで、きちんとお話を聞かせていただきますからね」

　罵ののしられることに喜びを感じるはずのホノカが、震ふるえ上がっていた。

　凜が真っ直ぐコノハたちを見み据すえる。

「建物を盾にされてはやりにくいですね。まずは校舎から引き剝はがしましょう」

　そう言って、両手の機関砲を掃そう射しやする。

　コノハたちは校舎を背にしようと旋せん回かいするが、その先にホノカが回り込んでくる。

　響が目を見開いた。

「まずい、壁から離はなれて！」

「遅おせえです！」

　校舎の壁に着地すると、地面から掬すくい上げるように蛇腹剣が襲おそいかかってくる。

　壁面を削そぐような一撃にコノハは飛び退くが、そこには機関砲の雨が降っていた。

「コノハ！」

　グイッと腕うでを引くと、大剣の腹を盾にマリーが割って入る。

　デストロイヤー最硬を誇ほこるのがマリーの〈タチカゼ〉だ。ヘビイクルーザーの機関砲にもなんとか耐えるが、その刀身が抉えぐられ推進器バーニヤが破壊される。

「マリー！」

「まだ、戦え、ますわ……」

　小破……いや、中破といった損傷ながら、ボロボロの大剣を握にぎってマリーは飛行する。

　──でも、もう攻撃力は失われた……。

　響もやってみせたが、銃機剣では鱗りん界かいを破る前に狙ねらい撃うちにされる。ヘビイクルーザーに太刀たち打ちできるのは葉月の〈ムラクモ〉だけだ。

　それがわかっているのだろう。凜とホノカの攻撃は校舎屋上に陣じん取どっていた葉月へと集中する。

「葉月、離脱して──コノハ！」

「わかってる」

　コノハは響にタイミングを合わせて、レールガンを放つ。

　狙うのは凜だ。いくら鱗界が強力でも、二発ものレールガンを撃ち込まれながら機関砲を撃ち続けるのは難しい。

　銃撃の雨がわずかに弱まり、その隙に葉月も脱出する。

　しかし校舎という守りを失ったコノハたちは、恰かつ好こうの的だった。機関砲に狙われ、蛇腹剣に追撃され、コノハたちは見る見る追い込まれていく。

　そこで、通信機にアラームが鳴る。

『一年小隊、前線を放ほう棄きだ。市街まで撤てつ退たいしろ』

　蒼真の声だった。

　指導官は戦せん闘とうには参加できないが、試合中も指示を下すことができる。

　──では、上級生も予定通り行動できているの？

　市街での戦せん況きようは、コノハたちの位置からはわからない。それでも指示に従って、コノハたちは市街地に向かって後退する。

　早村たち二年が守る中衛地点だ。

　コノハは通信機に語りかける。

「前線崩ほう壊かい。一年は中衛まで下がります。そちらの状況は？」

『二年、半分やられたッス！　残りは早村と鈍にび山やまのみ！　でもライトクルーザー一隻せき落としたッス』

『三年も一隻落とされた。ライトクルーザー四隻、ヘビイクルーザー一隻がこっちに来てる。旗官はいまのとこ無事！』

　上級生組も追い込まれているようだった。

　そこにコノハたちが撤退してくれば、中衛も崩壊するだろう。

「でも……」

　コノハたちの瞳ひとみは敗北に濁にごってはいなかった。

　──ここまでは、作戦通り。

　劣れつ勢せいだが、作戦はまだ生きていた。




　　　　◇




「──鈴音ちゃん、ごめん……」

　そう言い残して、三年のデストロイヤーがまた一隻落ちていく。

「二にの宮みや、怪け我がはない？」

「大だい丈じよう夫ぶです。でも、やられちゃいました。撃げき沈ちんです」

　これで、残るは鈴音の〈イスズ〉と護衛が一隻だけだった。

　──ここで片手ってのは、やっぱりキツイねえ。

　試合前に、蒼真がテーピングで固定してくれたものの、それは怪我を悪化させないためのものだ。やはり戦いに使えるほどではない。

　それに無理はしないと約束したのだ。怪我を悪化させるような戦い方はできない。

「鈴音ちゃん、もう下がるとこないよ？」

「下級生ががんばってんのに泣き言いわない！」

　二年は半壊。一年も撤退を始めた。

　それでも、蒼真が描えがいた筋書きからは外れていない。

　──今回、アタシはここで踏ふん張るしかできることないもんね。

　鈴音たちは、すでに艦かん尾び付近まで追い込まれていた。後ろにはもう空が広がっている。

　背負える後うしろ盾だては、もうない。

　それを確かめた上で、鈴音はこう言った。

「そろそろころ合いか。ここは任せるわよ」

　最後に残った護衛も残して、鈴音は守りのない空へと下がろうとする。

　三年の少女は、心配そうに敬礼を送った。

「気をつけてね、鈴音ちゃん」

「アンタもね。簡単にやられるんじゃないわよ」

　そう言い残して、高度を上げていく。

　艦尾からは、ちょうど〈ヒリュウ〉からの戦闘が一望できた。

　コノハたちが戦っていた艦首付近の学園。早村たちが支える市街の中衛地点。そして鈴音たち三年が追い込まれた街の切きれ端はし。

　そうして見下ろすと、戦線がずいぶんと縦に長く延びていることがわかった。

　早村たち二年も後退しながら戦っているため、あちこちに戦火が拡大している。市街にこもった上級生は、実はバラバラに散開して戦っていたのだ。それが原因だ。一年に比べ、上級生の撃沈率が異様に高いのもこれが理由だろう。

　群れで戦うべきデストロイヤーが個々で戦っているのだから当然だ。

　──向こうからは、よほど出来の悪い候補生に見えるでしょうね。

　さらには守るべき街を盾にしているのだから、軽けい蔑べつものだろう。それでも街にはこれといった被ひ害がいが出ていないのは、正規兵の腕がよいからだ。

　そして単機になった鈴音も撃げき墜ついを待つばかりの身だ。

　自分が墜おちればヒリュウ学園の負けだ。そう考えると涙なみだが出そうになる。

「……ふふ」

　なのに、鈴音の口から漏もれたのは笑みだった。

　敗北を目まの当たりにしておかしくなったわけではない。その逆だ。

「びっくりするくらい、せんせぇの作戦通りに嵌はまったなあ」

　バラバラに戦っていたのだ。当然のこと、敵も散り散りになっていた。

　そんな鈴音の前に、敵のグラムリッターが接近してくる。ヘビイクルーザーとライトクルーザーがそれぞれ一隻ずつの二隻だ。

　片方がグラムを向けて褒ほめるように言う。

「候補生にしてはよくがんばったが、ここまでだな」

　鈴音は肩かたを竦すくめる。

「そうね。ヘビイクルーザーまで釣つれたのはラッキーだったわ」

「……なんだと？」

　敵の先頭がここまで来ているということは、敵も分断されたということだ。ここまで来てしまったら、いますぐ引き返しても決着までに自軍の旗官の下もとには戻もどれない。

　それに、なにより鈴音が帰さない。




「足りないわよ、アンタたち。今日のアタシを沈しずめたいなら、戦龍バトルシツプでも持ってこなきゃ」




　鈴音の背で、〈イスズ〉の高周波ソードが軋きしみ上がった。

　片手しか使えずとも、機械腕に繫つながれた四枚の剣は羽ばたける。

　暴走した〈禁コン郷ゴウ〉を相手にも一歩も退ひかなかったのだ。正規兵とはいえ、たかが二隻を相手に沈められるつもりはなかった。

　──だから、アンタも気張りなさいよ、コノハ。

　学園最強の名を背負った少女は、〈ヒリュウ〉の空を舞まい始めた。




　　　　◇




「マリー！」

　市街地まで撤退したものの、コノハたちの劣勢は変わらなかった。

　被ひ弾だんしていたマリーが、ついに凜の機き関かん砲ほうを避よけきれなくて直撃を受けてしまう。〈タチカゼ〉がへし折れ、マリーも道路へと墜ちていく。

「撃墜判定……？　あとは、任せますわ」

「……了りよう解かい。お疲つかれ様、マリー」

　マリーは、ずっとコノハを守りながら戦ってくれた。そうでなければ、ここにたどり着くことなくコノハは撃墜されていただろう。

「コノハ姉さま、もう逃にがさねーです！」

　ホノカは、やはりコノハを狙ってくる。

　それが本人の意志なのか、それとも蒼真が言うようになにかに操られているのか、戦う姿からは判断がつかないが。

「あのハエがいなくなれば──〈フルタカ〉！」

　ホノカの蛇じや腹ばら剣けんが解ほつれ、再び円えん盤ばん型の子機となってコノハを追う。

「コノハ、上に！」

　響が前に出て子機を牽けん制せいするが、円盤を弾はじくことはできても破壊はできなかった。
















　つくづく、こんなものを撃破できたマリーの動体視力が異様なのだと思い知らされる。

　──私も、マリーのように強くなりたい。

　だから、ここを生き延びなければならない。

　市街のビル群を上じよう昇しようし、空へと逃げる。コノハを追う円盤を葉月の〈ムラクモ〉が狙そ撃げきしてくれるが──

「──きゃっ」

「葉月？」

　通信機から葉月の悲鳴が響ひびいた。

「〈ムラクモ〉中破です。戦闘継けい続ぞく可能。でも、援えん護ごできません！」

　ハッとして下を見ると、援護に徹てつしていた葉月に凜のヘビイクルーザーが迫せまっていた。

　そうして、ビルの頂上まで抜ぬけたときだった。

　──小鳥遊さん……？

　ビルの屋上に、蒼真の姿が見えた気がした。それも、執しつ拗ように追つい尾びする円盤に遮さえぎられて確かめることはできなかったが。

　そのときだった。




『──いまだ。やれ』




　蒼真の声に、建物の陰かげからひとつの影かげが飛び出した。

「テンメェェェェェェェェエッ一年いじめてんじゃねえぞコラァァァァァァァアッ！」

　コノハでもギョッとするドスの利きいた声で吼ほえたのは、誰だれあろう二年の鈍山だった。

　こちらも相当の激戦をくぐり抜けてきたのだろう。外骨格は被弾し、まともに動く推進器バーニヤは背中にしか残っていない。

　それでも、巨きよ大だいな手てつ甲こうの形をしたグラムだけは無傷で健在だった。

　そしてその恐おそろしい右手は、爪つめを立てるように開かれている。

　巨大な手の平に、ぽっかりと不気味な穴が開いていた。

「カーネルスレイヤー──っ？　殿でん下か、避けてください！」

　凜が、初めて焦あせりの声を上げた。

　慌あわててホノカも回かい避ひを始めるが、ヘビイクルーザーの機動力は低い。いくら被弾しているとはいえ、デストロイヤーの攻こう撃げきから逃のがれられるものではない。

「〈フルタカ〉、あのハエを落とすです！」

　コノハの追撃に回していた円盤を引き戻すが、すでにそれはホノカからずいぶん離はなれている。鈍山の牽制に間に合ったのは、ほんの四、五機だけだった。

「邪じや魔まは、させねッス！」

　そして、その円盤の前に早村が飛び込んでくる。

　円盤のひとつに足の刃やいばを突つき立てると、それを踏み台に次の円盤へと跳ちよう躍やくする。

　コノハたちが〈フルタカ〉に見たてて訓練をできるほど速いのが早村だ。

　円盤の間を跳弾のように駆かけ抜けると、ヘビイクルーザーの火力を持ったそれが爆ばく炎えんを噴ふいて砕くだけていく。

　瞬またたく間に子機を粉ふん砕さいされ、ホノカが目を剝むいたときには鈍山が眼前に迫っていた。

「くっ──」

　焦りに駆られたホノカが、その手の中に別のキーを取り出す。コノハには、それが戦龍バトルシツプのキーだとわかってしまった。

「〈斬キリ──」

「ホノカ！」

　コノハの叫さけびに、ホノカはハッとしたようにキーを下げる。

　一手遅おくれて、両手を伸ばして鱗りん界かいを展開する。

　そこに、鈍山の五本の指が衝しよう突とつした。

　ヘビイクルーザーの鱗界は、砕けなかった。

　しかし、鈍山はその指で鱗界を摑つかむように力を込めると、長い前まえ髪がみの下からホノカを睨にらみつけて吼える。




「ぶち抜け〈カミカゼ〉──突貫ピアース！」




　その呼びかけに、肘ひじから突き出した杭くいが腕うでの中へと消失する。巨大な手甲を通った杭は手の平に開いた穴から射出され、前方の鱗界へと叩たたきつけられる。

　放った鈍山の方が吹ふき飛ばされかねない、凄すさまじい衝撃だった。

　だが、鱗界に突き刺ささった五本の指がその体を支える。

　打ち放たれた杭はヘビイクルーザーの鱗界をガラスのように粉砕し、ホノカの本体へと直撃した。

「こんな、失敗兵器、風ふ情ぜいが……あ、あ、あ、あ、ああぁぁぁぁぁあぁぁっぁぁぁっ？」

　踏み堪こたえようとはしたのだろう。

　しかし、ホノカの抵てい抗こうも虚むなしく、杭はそのままヘビイクルーザーの巨体もろとも地へと叩きつける。〈フルタカ〉の外骨格が、火を噴いていた。

　飛行不能。行動不能。

　戦せん闘とう、続行不可能。

　カーネルスレイヤー〈カミカゼ〉──ただ一撃、カーネル級すらも粉砕する破壊力を込めた一撃を打つためだけのパイルバンカー型グラムだ。

　一撃放てばそれで終わり。次弾を装そう塡てんする機構すら持たず、当てても外してもその一撃で全てを使い切る。

　とても実用に耐たえない失敗兵器ではあるが、その一撃は紛まぎれもなくカーネル級すら屠ほふり去る破壊力だ。それをまともに受けたホノカは、ピクリとも動かなかった。

　そして、試合の終了を告げるアナウンスが流れた。




『旗官の轟ごう沈ちんを確認。勝者──ヒリュウ学園！』




　勝ち目など微み塵じんもないはずの戦いの、決着だった。

「やったー！　コノハ、ボクたち勝ったよ！」

　響が飛びついてきて、コノハは振ふり回されるように一回転する。

「勝った……の？」

「うん！　渚なぎさもすごいけど、かなたもすごかったね。外せない一発を当てるんだもん！」

　ホノカの目には、初めからコノハしか映っていなかった。他が見えていたとしても、せいぜい鈴音と戦龍バトルシツプを使ってみせた響くらいのものだろう。

　──だから、他のデストロイヤーの動きが見えなかった。

　蒼真が立てた作戦はこうだった。

　ホノカはきっとコノハしか見えていない。最悪の攻撃力を持つのは鈍山だというのに、きっと気にもかけないだろう。

　それでも、他の正規兵は鈍山を無視はしない。だから、敢あえて上級生を散開させ、戦線を引き伸のばした。

　デストロイヤーの機動力なら、回避に徹すれば時間を稼かせげる。それでいて、市街戦で一番厄やつ介かいなのは奇き襲しゆうを受けることだ。デストロイヤーを見失えば、間ま違ちがいなく不意を衝つかれる。鈍山と早村がそうやってホノカを撃げき墜ついしたように。

　だから、敵の部隊も分断される。旗官のホノカの守りが手て薄うすになる。コノハたちが前線で踏ふみ堪えた分だけ、本体からも引き離される。

　この戦いで、コノハたちは徹てつ頭とう徹てつ尾び〝囮おとり〟だったのだ。

　それが見み抜ぬけなかったから、ホノカは勝てなかった。

　コノハはホノカの側そばに降りる。

「ホノカ……」

　妹の皇女は、なにが起こったのか理解できないといった様子でコノハを見ていた。

　こんな事件を起こした少女ではあるが、それも本人の意志だけとは言い難がたい話だ。幼いころから自分の後ろをついて回っていた、可愛かわいい妹だ。

　コノハはそっと手を差し出した。

「ホノカ、あなたの、負けよ」

「負、け……？」

　ギリッと、ホノカが歯を食いしばったように見えた。

「…………ねえ、です」

「……？」

「……認めねえ、です」

「ホノカ？」




　その破局は、あまりにとうとつに訪おとずれた。




「こんな終わり方、認めねえです──〈斬紫舞キリシマ〉！」

　ホノカの叫びに、ヘビイクルーザーの外骨格が粒りゆう子しに返へん還かんされ、新たな装そう甲こうが現れる。

　戦龍バトルシツプ〈斬紫舞キリシマ〉──背中に二枚の円えん環かんを背負った最強のグラムが、目の前に現れていた。

　そして、その刃を持った円環がコノハに向かって振り下ろされる。

「え……？」

　妹に手を差し伸べてしまったコノハは、その一撃に身構えることもできなかった。




　　　　◇




　戦いの最中、ホノカは歓かん喜きに身を震ふるわせていた。

　──コノハ姉さまはやっぱり強いです！

　ヘビイクルーザーより数段スペックの劣おとるデストロイヤーという機体で、正面からホノカに挑いどんでいる。これが自分の部下なら、ものの数分も飛行していられないだろう。

　周りに小うるさいデストロイヤーもいるが、それも効果的に使いこなしていると思う。

　手を抜いているわけはないのに、まったく墜おとせる気がしなかった。

　──あれ？　でも、なんでコノハ姉さまと戦ってるんでしたっけ……？

　思い出せない。

　でも、なにか腹が立つようなことがあったような気がする。

　そう考えて、自分がコノハに腹を立てることなどあり得ないと否定する。逆ならいくらでもあるとは思うが。

　わからない。

　なんだか頭の中に霧きりでもかかったようで、上手うまく考えがまとまらなかった。

　目に留まったのは、コノハを守るように戦う三人の少女だ。

　自分と凜がふたりがかりで牽けん制せいしているのに、まったく怯ひるむ様子もなく立ち向かってくる。それどころか、ホノカの〈フルタカ〉にまで傷をつけてみせた。

　なんだか、少し羨うらやましかった。

　──ホノカも、コノハ姉さまのために戦いたいです。

　なのになぜ敵対しているのだろうか。

　攻撃の手を緩ゆるめることなく悩なやみ続けていると、やがて納得のいく答えを導き出せた。

　──そうです。ホノカがどれくらい強くなったか、コノハ姉さまに見てもらうために戦ってるです。

　戦龍バトルシツプ〈斬紫舞キリシマ〉を継けい承しようし、ミコトの副官として戦場にも出た。部下たちもホノカを子供扱あつかいして腹の立つ者も少なくはないが、優ゆう秀しゆうで頼たよりがいのある兵たちだ。

　もう、一人前になったのだ。

　だからそれをコノハに見てもらいたいのだ。




『ナラ、戦龍バトルシツプヲ使エ』




　不意に、頭の中にそんな声が聞こえた。

　声の言う通りだ。ホノカの一番の力は戦龍バトルシツプだ。力を見てもらいたいなら、〈斬紫舞キリシマ〉を使えばいい。

　──それは、ダメです！

　だが、痛つう烈れつに否定した。

　なにがいけないのだろう。それは思い出せないが、自分の中のなにかが越こえてはならない一線だと訴うつたえるのだ。

　声はなおも戦龍バトルシツプを使えと囁ささやく。

　反はん撥ぱつする内なる声とに挟はさまれて、頭が割れそうに痛かった。

　それでも、ホノカは戦龍バトルシツプのキーには触ふれなかった。

　──だって、ホノカは〈斬紫舞キリシマ〉を守るために、グラムリッターになったんだから……。

〈斬紫舞キリシマ〉を危険な目に遭あわせるわけにはいかない。

　ふと、疑問が込み上げる。

　──危険……？　〈斬紫舞キリシマ〉が、危ないんですか？

　気がつくと、目の前に新たなデストロイヤーが現れていた。

　巨きよ大だいな腕を持ったグラム。それがなんなのか、ホノカは知っている。

　カーネルスレイヤー──その名前が格好よかったから、どんなグラムなのか調べた。正体は欠けつ陥かんだらけの失敗兵器だったが。

　だが、そんな失敗兵器も当たれば一撃でカーネル級ファフニールを沈しずめる。

　果たして、その一撃にヘビイクルーザーは耐えられるだろうか。

　ホノカはコノハの追撃に〈フルタカ〉の大半を費ついやしてしまい、カーネルスレイヤーを止められない。いくつか反応できた子機も、貧相な刃やいばを足に装備したデストロイヤーに全部落とされてしまった。

　窮きゆう地ちだった。

　いまこそ〈斬紫舞キリシマ〉を呼ぶべきだ。

　そのキーを握にぎったときだった。

「ホノカ！」

　コノハが叫んだ。

　──そうです。〈斬紫舞キリシマ〉は、使っちゃダメです！

　自分が敗れることになろうとも、あの戦龍バトルシツプを守らなければならない。

　そんなホノカに、カーネルスレイヤーの鉄てつ鎚ついが振り下ろされる。

　耐えられなかった、

　鱗りん界かいを打ち砕くだかれ、胴どうを抉えぐる衝しよう撃げきに意識が持っていかれる。

　──あれ……？　前も、こんなことがあったような気がする。

　とても恐おそろしいことがあったはずだ。

　──そうです。あのとき、小鳥遊蒼真はすごいグラムリッターだったと、知ったはずなのに……。

　ホノカでさえ足の竦すくむ恐ろしい出来事から、一歩も退ひかずに戦い抜ぬいたのが彼なのだ。

　なのに──コノハ姉さまを一番傷つけたのは、お前じゃねえですか──なぜあんな悪意に満ちた言葉を向けてしまったのか。

　そんな恐ろしいものと戦っていて、ホノカはいまと同じように打ちのめされた。

　そして、体の中になにか得体の知れないものが入り込んだのだ。

　──ホノカは、どうしちゃったんですか……？

　あれから、記き憶おくが飛び飛びで、どことどこが繫つながっているのかわからない。いまがいつなのか思い出せない。

　自分がなにか決定的に間違ったことをしているような恐きよう怖ふが込み上げてくる。

　目を開けると、コノハが心配そうに自分を見下ろしていた。

　──ホノカは、負けちゃったですか？

　自分が地面に横たわっているのがわかる。少なくとも、勝者の姿ではない。

　そして、敗北の瞬しゆん間かんを思い出す。

　自分は、誰だれに負けたのだ？

　名前も知らない、失敗兵器をまとった有う象ぞう無象に打ち倒たおされた。

　それも、敬愛するコノハの前で。

　コノハにだけは、こんな無様な姿は見せたくなかったのに。

　頭の中が沸ふつ騰とうしたように熱かった。

　自分がなにをしようとしているのか、どうするのが正しいのか、なにもわからなくなっていく。

　それでもただひとつ──

「……こんな結果は、認めねえです」

　いまの自分を、コノハにだけは見られたくない。

　気がついたときには、〈斬紫舞キリシマ〉のキーを手にしていた。

　──使ってはいけない。

　だが、なぜいけないのか思い出せない。

　思い出せないから、止める理由にはならない。

〈斬紫舞キリシマ〉がコノハの体を包み込む。

　苦しそうに、嘆なげくように呻うめいていた。こんなことはしたくないのに。それでも、この力を振ふるわないと気が済まなかった。

〈斬紫舞キリシマ〉の主兵装である二本の円環を振り上げる。

　目の前には、自分に手を差し伸のべるコノハの姿があった。

　大好きで、恰好よくて、ミコトよりも尊敬している自じ慢まんの姉だ。

　そんな姉に、なぜかホノカは手にした円環を振り下ろしていた。




「──避よけて、コノハ姉さま！」




　叫さけんだときには、なにもかもが遅おそかった。

　肉を抉る、嫌いやな感かん触しよくがグラムに伝わる。

　ポタポタと、赤い雫しずくが円環を流れる。

　自分の血ではない。

　誰の血だろう。

　目の前にいたのは、一体誰だった？

「いやああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　ホノカは絶ぜつ叫きようを上げた。

「──殿でん下か、そのようにはしたない声を上げるものでは、ありませんよ」

　耳に届いたのは、聞き覚えのある声だった。

　名前はなんと言っただろうか。コノハの隣となりにいた、元戦龍バトルシツプのグラムリッターだ。

　それは蒼あおいグラムだった。

　ホノカが振るった円環を長大な槍やりで受け止めている。それでも止めきれなかったらしく、円環の刃が肩かたを抉っている。刃を伝う血は、そこからあふれている。

「小鳥遊、さん……？」

　そのグラムに守られて、コノハは無事でいてくれた。

　蒼いグラムの少年が吼ほえる。




「──ようやく、姿を見せたな、アドミラルリッター！」




　それが自分のことを指しているのだと、ホノカにはわからなかった。




　　　　◇




　コノハは、蒼真に守られていた。

　──とっさに飛び出して、間に合うタイミングではなかった。

　つまり、蒼真はホノカがこうなることを読んでいたのだ。

「あ……うぅ……」

　戦龍バトルシツプをまとったホノカの体は、翠みどりのなにかに覆おおわれていた。ゼリー質で明確な形を持たず、それでいて生きているように蠢うごめいている。

　意識も白はく濁だくしかかっているらしく、虚うつろな瞳ひとみでコノハを見つめている。

「姉、さま……」

　縋すがるような声に、コノハは我われに返る。

「ホノカ！」

「駄だ目めだ。近づくな！」

　蒼真の傷は軽くない。

　砕かれた装そう甲こうから流れる血液は、すでに足下に血だまりを作っていた。

「……目的は、戦龍バトルシツプの、鹵ろ獲かくか」

　蒼真の言葉で、ホノカの体を覆う塊かたまりが〈禁コン郷ゴウ〉が暴走したときに見た触しよく腕わんと同種のものだと気づく。

　これが外側から這はい出したものだと言うなら……。

　──あのとき、〈禁コン郷ゴウ〉は暴走したのではなく、鹵獲されようとしていた？

　カチリと、頭の中でなにかのピースが嵌はまったような気がした。

　蒼真は、これをアドミラルリッターと呼んだ。戦せん艦かん形の巨体から、グラムリッターを模したように進化したアドミラル級の最終形態だ。

　これが響やホノカに取り憑ついていたものの正体。

　──もしもそうなら、狙ねらわれていたのは〈禁コン郷ゴウ〉……？

　それだけではない。蒼真が退役する原因となった事件でも、護送されていたのは〈禁コン郷ゴウ〉だった。あの事件から、全てはひとつに繫がっていたのだ。

　──でも、なぜ〈封フ槍ソウ〉ではなく〈禁コン郷ゴウ〉を？

　しかし考える時間はなかった。

「貴様に、そこの殿下をくれてやるわけには、いかないんだよ！」

　蒼真が体ごとぶつかって〈斬紫舞キリシマ〉を吹ふき飛ばす。

　それでも肩に突つき刺ささった円えん環かんは抜けない。蒼真もそれを抜こうとはせず、逆に〈斬紫舞キリシマ〉に摑つかみかかる。

　背中の推進器バーニヤから炎ほのおが吐はき出され、艦の外へと追い出すつもりなのがわかった。

　戦龍バトルシツプ同士の戦せん闘とうに、龍りゆう甲こう艦かんが巻き込まれればひとたまりもない。

　思えば、わざわざ市街を戦闘区域に指定したのも、あらかじめ住民を避ひ難なんさせておくためだったのかもしれない。

　自分も、戦わなければ。

　蒼真に続こうとして、カクンと膝ひざが折れた。

「え……？」

　見ればすでに〈アカツキ〉は動かなくなっていて、外骨格も飛行能力を失っていた。

　戦いたくても、その手段がなにも残っていなかった。

　──行ってしまう。また、小鳥遊さんが戦龍バトルシツプを使って。

　今度こそ死んでしまうかもしれないのに、彼は躊躇ためらうことなく戦龍バトルシツプを振るう。

　必要だから。

　戦龍バトルシツプでなければ、この危機を脱だつすることができない。

「小鳥遊、さん……」

　コノハは、すがるように手を伸ばす。

〈アカツキ〉は輝かがやきを失った。対たい抗こう戦に勝利できただけでも、奇き跡せきのようなものだったのだ。マリーも葉月も響も同じような姿で、誰も戦えない。

　もう、追いかけることができない。

　その声が届いたのか、蒼真がチラリと振り返ってくれた。

　──行かないで──ひとりで戦わないで──私を、置いていかないで──

　たくさんの懇こん願がんが込み上げる。

　なのに、ひとつとして声になって出てはくれなかった。

　──あのときと、同じだ。

　アドミラル級と戦う蒼真の背中を見上げるばかりで、コノハは踞うずくまっているだけだった。

　二度目の決戦では、追いかけることができた。

　だが、そこでも戦うことはできなかった。ほんのわずかばかりの寿じゆ命みようを分け与あたえて、束つかの間の命を繫いだだけだ。

　一度として、コノハは立ち向かえていない。

　そんなコノハに、蒼真が口を開く。

「コノハ──」

　名前を呼んでくれた。

　だが、そこに続く言葉を聞くのが怖こわかった。

　──小鳥遊さんは、また私を置いていってしまう。

　そして今度は誰も助けられない。

　震ふるえるコノハに、しかし蒼真の言葉は叱しつ咤たするようにこう響ひびいた。




「来い」




　ただひと言、怒ど鳴なるでもなく、語りかけるように静かな声だった。

　なのに、胸を撃うち抜ぬかれたような衝しよう撃げきだった。

　手の中のグラムは、もう壊こわれてしまった。

　戦う手段など、なにもない。

　なのに、彼は来いと言う。

　来いと、言ってくれたのだ。

　胸の中が燃えるように熱かった。

　そこになにがあるのか、コノハは知っている。そこに下がる、一本のペンダントを自然と握にぎり締しめる。

　自分がいま、岐き路ろに立っているのだと感じた。

　このまま、いつものように怯おびえて踞るのか。

　それとも、未来に一歩を踏ふみ出すのか。

　語りかけるのが怖い。

　この一週間というもの、起動どころか触ふれることさえできなかった。

　また応えてもらえなかったら、今度こそコノハはもう立ち直れないだろう。

　──それでも、力になりたいの。

　彼は待ってくれている。

　一方的に守るでもなく、万の言葉を尽つくすでもなく、ただひと言〝来い〟と告げて待ってくれている。

　コノハが、立ち上がれると信じてくれている。

　──だから、応えたいの。

　逃にげ出すのも、踞るのにも、悪夢にうなされるのも、あの墓場のような空に縛しばられるのも、あの希望のような空に憧しよう憬けいするのも、もう十分だ。

　もう、差し出してもらえた手を、振り払はらいたくない。

　どんなに痛くても。

　どんなに怖くても。

　この背中を追いかけて、いっしょに飛びたいのだ。




「だからお願い。応えて──〈禁コン郷ゴウ〉」




　胸の中から、翠の光が広がった。

　それはコノハの手足を覆うように膨ふくらみ、やがて質量を帯びて美しい装甲を紡つむいでいく。両肩に添そうように、二本の大刀が浮ふ遊ゆうする。

〈禁コン郷ゴウ〉──あれほど恐おそろしかった機体が、いまは優やさしくコノハの体を包み込んでいた。

　どうすればいいかは、〈禁コン郷ゴウ〉が教えてくれた。

　いまならわかる。この〝声〟が聞こえるから、響はああも早く〈封フ槍ソウ〉を扱あつかいこなすことができたのだ。

　コノハは、それぞれの手に大刀を握る。

　それを真まっ直すぐ掲かかげると、振ふり上げるでもなく静かにこう命じた。




『──控ひかえよ』




　自分の声に、〈禁コン郷ゴウ〉の声が重なって聞こえた。

「なっ──？」

　その声を上げたのは、恐らくこの艦に存在する全てのグラムリッターだろう。

　すでに大破して動けないマリーや葉月だけでなく、ホノカを仕留めた鈍山も、その道を切り開いた早村も、ホノカを助けようと接近していた凜も、この場に集結しようとしていた正規兵のクルーザー級も、全てだ。

　その全てが、機能を停止していた。

　まるでコノハに傅かしずくように。

　──最古の龍──

　その呼び名と共に、この〈禁コン郷ゴウ〉がファフニールから狙われていた理由が、少しわかった気がした。

　──これがもし、ファフニールの手に渡わたれば人は滅ほろびる。

　それは戦龍バトルシツプであっても例外ではないらしい。蒼真も膝を折り、ホノカに取り憑いたアドミラルリッターも、〈斬紫舞キリシマ〉ごと傅かされていた。

　コノハは大刀を振り上げる。

「ホノカの体から、出ていきなさい」

　そう告げて、躊ちゆう躇ちよなく大刀を振り下ろす。

『ヲヲヲヲヲヲッ』

　くぐもった奇き妙みような叫さけびを上げて、〈斬紫舞キリシマ〉の機体から翠の人ひと影かげが抜け出す。

　コノハの大刀も、抜け殻がらになったホノカへと振り下ろされてしまう。

　だが、妹を見捨てたわけではなかった。

　硬かたい衝撃と共に、大刀はホノカに届く前に止められる。

「おい、殿でん下かごと斬きるつもりか？」

　一撃を止めたのは、蒼真だった。

「小鳥遊さんなら、止めてくれるでしょう？」

　妹の側そばには最高のグラムリッターがいた。

　いかに〈禁コン郷ゴウ〉の力が強大でも、必ずホノカを守ってくれる。

　そう信じているから、躊躇わずに剣けんを振り下ろすことができた。

　果たして、ホノカという隠かくれ蓑みのから抜け出してしまったアドミラルリッターを、コノハは睨にらみつける。

　顔のない、ツルリとした頭部。その手足は人と同じ形をしていて、くびれた腰こしと膨らみを持った胸から女性のように見える。それでいて、ヘビイクルーザーに比ひ肩けんするほどの巨きよ体たいだった。

　その左右に、巨大な円環が浮うかんでいる。

〈斬紫舞キリシマ〉はすでに解放されている。

　蒼真が沈しずめた最初のアドミラルリッターも、〈封フ槍ソウ〉を模した槍やりを振るったという。これは〈斬紫舞キリシマ〉に取り憑くことによって、そのデータを手に入れたのだろう。

　──ファフニールが振るう、戦龍バトルシツプ。

　そんなものが現れたなら、〈禁コン郷ゴウ〉を奪うばわれなくとも人は滅びるかもしれない。

　だから響やホノカが狙ねらわれたのだ。

「ここで、倒たおしてみせる！」

　コノハは二本の大刀を振るってアドミラルリッターに斬りかかる。

　翠みどりの円環がそれを受けるが、〈禁コン郷ゴウ〉の突とつ進しんは止められない。コノハはアドミラルリッターごと〈ヒリュウ〉の外へと飛び出す。

　──まずは、艦かんから離はなれないと。

　艦船形の状態でさえ、龍りゆう甲こう艦かんを墜おとされたのだ。

　力任せにアドミラルリッターを吹ふき飛ばしていると、不意に目の前がクラリと揺ゆれた。

　──消しよう耗もうが、異様に早い……。

　足下から命を吸われている気分だった。

　蒼真が寿命を吸い尽くされたのも当然だ。こんなものを使って、蒼真は二度もアドミラル級と戦ったというのか。

　歯を食いしばって、そのまま地表へと叩たたきつけようとしたときだった。




「違ちがうぞ、コノハ。戦龍バトルシツプの使い方は、そうじゃない」




　そう言って、コノハの肩かたにポンと手が乗せられる。

「小鳥遊さん……？」

　蒼あおいグラムが、コノハの後ろから手を伸のばしていた。

「力任せに振るうなら、人が使う意味がない。戦略を組み立て、戦術を弄ろうし、技を駆く使しするから、人が道具を使う意味がある」

　そのまま大刀を握る〈禁コン郷ゴウ〉に手を重ねると、そのままクルリと手首を回す。

　次の瞬しゆん間かんには、アドミラルリッターの巨体が真っ逆さまに反転し、地表に叩きつけられていた。

『ヲァァァアッ』

　苦く悶もんの声を上げて、アドミラルリッターが立ち上がる。

　見事な技ではあったが、打撃は与えられていない。

「俺は、いっしょに来いと言ったんだ。ひとりで突つっ込んでどうする」

　蒼真はコノハを背に庇かばうように前に出る。

「小鳥遊さん、私は──」

　戦える。

　そう言おうとするコノハに、蒼真は真しん摯しな眼まな差ざしを向けた。

「コノハ、さっき〈斬紫舞キリシマ〉からアドミラルリッターを追い出したとき、なにをした？」

「なにを……とは？」

「お前が語りかけたら、一瞬だが全てのグラムが止まった。あれはなんだ？」

「〈禁コン郷ゴウ〉の、能力だと思います……」

　外ならぬ〈禁コン郷ゴウ〉がそうしろと語りかけてきたのだ。それがなぜできたのかなど、説明はできないが。

「あの〝声〟は、アドミラルリッターにも届いていた。お前なら、あれも止められるんじゃないのか？」

　コノハは目を丸くした。

　──ファフニールに、届く〝声〟……？

　にわかに信じられなかった。

　だが、蒼真はできると言ったのだ。

　──なら、信じるわ。

　コノハは確かに頷うなずき返した。

　蒼真の肩に手を乗せる。

　雄お叫たけびを上げて突とつ貫かんするアドミラルリッターに、蒼真は真っ直ぐ槍を突き出す。

　その背中から、コノハは囁ささやくようにこう命じた。

『──鎮しずまれ、紛まがいものの竜りゆう姫きよ』

　ビタッと、見えない壁かべに阻はばまれるようにアドミラルリッターの動きが止まった。

　そして戦龍バトルシツプの前で足を止めてしまえば、いかにアドミラルリッターであっても生き延びる術すべはない。




「二頭目のアドミラル級。お前の空は、あいつの空には遠く及およばない」




　蒼い槍が一いつ閃せんする。

〈封フ槍ソウ〉はアドミラルリッターの胴どうを、真っ二つに断たち割っていた。

　それでも追い縋すがるように、ふたつの円えん環かんが放たれる。

「断ち切って──〈禁コン郷ゴウ〉」

　その呼びかけに、二本の大刀がひとりでに飛来する。

　一刀は翠の円環を、もう一刀はアドミラルリッターを、文字通り断ち切っていた。

　伝説と呼ばれた竜は、塵ちりのように風の中に消えていった。

　かつて蒼真が命を削けずり、死し闘とうの果てに破った一頭目と同じ存在とは思えぬ、呆あつ気けない最さい期ごだった。

　同時に、アドミラルリッターにとってもこの事件は賭かけだったのではないかと気づく。

　──これが、皇族が手放さずにこだわり続けた戦龍バトルシツプ〈禁コン郷ゴウ〉……。

　ファフニールとの戦局をたやすく覆くつがえし、そしてその逆も引き起こしかねない機体。

　もしかすると、その真価と脅きよう威いをもっとも理解していたのは人類でも皇族でもなく、ファフニールだったのかもしれない。

　──だから、こんな無む謀ぼうな賭けに挑いどまざるを得なかった。

　いまさらながら、自分に与あたえられた力の大きさと責任に足が竦すくみそうだった。

　震ふるえそうになるコノハの手を、そっと握にぎってくれる手があった。

「小鳥遊、さん……？」

　蒼真は、コノハを見てはいなかった。

　彼の視線を追って、コノハは息を吞のんだ。

　対たい抗こう戦が始まるまで、暗雲が立ち込めていた空は、いつの間にか澄すみ渡っていた。

　途と端たんに、自分の悩なやみや怯おびえがひどくちっぽけで些さ細さいなものに思えてくる。

　蒼真の手を握り返して、コノハは独り言のように呟つぶやく。

「空は、綺き麗れいですね」

　ようやく、そんなふうに受け入れることができた。

「そうだな」

　蒼真が笑ったような気がした。

「コノハ、俺が初めて綺麗だと思ったのは、どんな空だったか知ってるか？」

「……？　最初のアドミラルリッターと戦った空でしょうか」

「いいや」

　蒼真は首を横に振ふる。

　それから、そっとコノハの頰ほおに触ふれた。

「俺が初めて綺麗だと思えた空は、お前が俺を捕つかまえてくれた空だったよ」

　かつて蒼真が落らつ下か傘さんひとつで輸送機から飛び降り、生身でファフニールを撃げき退たいしたことがあった。

　蒼真が死んでしまうと、コノハは必死で空を飛んだのだ。

「あの日から、もう一度君と空を飛んでみたかった」

　彼は、ずっと待っていてくれたのだ。

「……はい」

　コノハが手にした力は大きい。

　しかし、恐おそれることはないのだと思えた。

　いつだって、彼はコノハを支えてくれるのだから。

　少年と少女は、黄昏たそがれの空にいつまでも浮かんでいた。

















エピローグ






　鈍にぶいエンジン音が響ひびく。

　夜明け前の滑かつ走そう路ろで離り陸りくの準備を始めているのは、いつかの単葉機だ。

　──なんとか、この日までに間に合ったか。

　ホノカとの対抗戦が終わって一週間。蒼そう真まは大おお慌あわてでこれの修復を完かん了りようさせていた。

　急がなければならない理由が、あったのだ。

「よし、いいぞ」

　そう言って振り返った先に立っているのは、コノハだった。

　コノハは戸と惑まどうように単葉機と蒼真を交こう互ごに見つめている。それに気づいて、蒼真は肩を竦めた。

「そんなに心配しなくとも、きちんと修理してある。墜つい落らくはしないさ」

「疑っているわけではありません！」

　顔を真っ赤にして声を荒あららげるコノハに、蒼真は笑う。

「なら、行こう」

「……はい」

「もしも墜落したら、また助けてくれ」

「……それは、ないことを祈いのっています」

　脱だつ力りよくした様子で、コノハは複座の後部に乗り込む。

　ホノカの事件を乗り越こえてから、コノハもだいぶ肩の力が抜ぬけた反応を返すようになっていた。

　ありのままの顔を見せてくれるようになった、と言えばいいだろうか。

　蒼真も前に乗り込むと、唸うなるようなエンジンの振しん動どうが体に伝わってくる。グラムの鼓こ動どうとはまた違ちがう、しかし心地ここちのよい震えだ。

　ゆっくりと操そう縦じゆう桿かんを手前に倒たおすと、プロペラが回転を増して機体が進み始める。ガタガタと機体がやかましく震え、滑走路の終わりが近づいてくる。

　本当に離陸できるのか、蒼真が不安に駆かられたころようやく機体の振動が止まった。車輪が滑走路を離はなれたのだ。

　複座式の単葉機は、大空に向けて解き放たれていた。

　そして、真横からまばゆい光が射さし込んでくる。

　朝あさ陽ひだ。

　地上はうっすらとした雲に覆おおわれていて、朝陽を浴びたそれは金色の絨じゆう毯たんのようでもあった。風防から見える景色は、水平線の向こうから昇のぼる光と輝かがやく雲だけで、世界に自分たちふたりだけしかいないような気分だった。

　そんな金色の空を、少年と少女を乗せた単葉機は進んでいく。

　ただ、それを眺ながめているだけで満足だった。

　口を開かぬまま、どれくらい飛行しただろうか。太陽が水平線から完全に抜け出したころ、蒼真は呟いた。

「コノハと初めて出会ったのも、こんな空だったな」

　落下傘を失い、墜落していく蒼真は暁あかつきの空でこの少女と出会った。

　独り言のような蒼真の言葉に、コノハもどこか寂さびしそうに頷いた。




「……はい。最後に飛べた空が、こんな空でよかったです」




　蒼真は操縦桿を強く握り締しめる。

　コノハは第三皇女だ。果たすべき役目は多い。

　──〈禁コン郷ゴウ〉はコノハに応えるようになった。

　戦龍バトルシツプのグラムリッターとして、コノハの足あし枷かせはもうなにもないのだ。

　第二のアドミラル級が現れ、それが戦龍バトルシツプ級グラムリッターに乗り移る能力まで確認された。被ひ害がい者しやのホノカは当時のことを断片的にしか覚えておらず、しばらくは療りよう養よう生活を余よ儀ぎなくされるという。

　戦龍バトルシツプの数が圧あつ倒とう的てきに足りない。皇国中から戦龍バトルシツプが召しよう集しゆうされることになるだろう。戦力の増強も必要になる。

　そして、コノハの〈禁コン郷ゴウ〉は他に類を見ない力を有していた。

　コノハは軍に戻もどらなければ──この〈ヒリュウ〉を去らなければならない。

　だから、蒼真はこの日までに単葉機を修復しなければならなかった。

　──俺は、この学園でコノハになにか与えてやれたんだろうか。

　なにも言えないでいると、不意にコノハがこんなことを言ってきた。

「キャノピー、開けてもいいでしょうか」

　飛行中ではあるが、コノハは席を立とうとする。

　単葉機で飛行中にキャノピーを開くのは初めてだが、輸送機や軽飛行機レシプロ機でなら経験がある。いきなり風に攫さらわれるような危険はないだろう。

　蒼真は少し迷ってから頷うなずき返す。

「これはグラムではないからな。鱗りん界かいなんてないから気をつけろよ？」

　そう注意してから、ロックを外す。

　防ぼう弾だんアクリルの風防が後ろへとスライドし、外から冷たくも強きよう烈れつな風が吹ふき込んでくる。正面が風防に覆われているおかげか、息ができないほどではないが。

　コノハは蒼真の座席に摑つかまるようにして立ち上がる。

「……風が、気持ちいいです」

「そうだな。グラムを使っていると、あまり風は感じないものな」

　デストロイヤーの薄うすっぺらい鱗界でも、グラムリッターを外気や気温から守ってくれている。その鱗界を頼たよれないのは心細くもあるが、開放感のようなものがあった。

　蒼真が同意すると、コノハが座席を摑む手にギュッと力を込めるのがわかった。

「小鳥遊たかなしさん、こっちを向いていただけますか？」

「操縦中なんだが？」

　苦笑しながらも、蒼真が振り返るとコノハが淡あわい笑みを浮うかべて見つめていた。

　いつかのような悲痛なものではない。

　自然で、幸せそうで、蒼真が見たいと焦こがれていた笑顔だ。風にたなびく美しい黒くろ髪かみもあいまって、思わず見み惚とれてしまった。

　その隙すきを待っていたように、コノハは不意に顔を近づける。




　唇くちびるに、そっと柔やわらかな感かん触しよくが触れた。




　蒼真は目を見開くが、次の瞬しゆん間かんには操縦桿から手を離し、少女の体を抱だき寄せていた。

　口付けは、初めてではない。以前も、蒼真の命を救うためコノハは唇を重ねてくれたのだ。言ってみれば人工呼吸のようなものだろう。

　だが、これは違う。

　互たがいが互いを求めて交わした口付けだ。舌と舌が絡からみ合い、甘い唾だ液えきが流れ込む。その全てが愛いとおしかった。

　しかし、そうしていられる時間は数秒のことだった。

　名残なごり惜おしそうにコノハの体を離すと、蒼真は操縦桿を握る。制せい御ぎよを離れた単葉機が高度を下げ始めてしまったのだ。

　コノハはそんな蒼真の首に腕うでを回すと、耳元でそっと囁ささやいた。

「私、必ず、ここに戻ってきます」

「……ああ、待ってる」

　遠からず、彼らは再会することになるのだが、それはまた別の話。

　単葉機はカラカラとプロペラを回し、金色の空をどこまでも進んで行く。

　いまはただ、また会おうと、少年と少女の約束を乗せて。








あとがき






　ご無ぶ沙さ汰たしております。そうでもないみなさまはこんにちは。『戦せん艦かん学園のグラムリッター３　厄やく災さいの竜りゆう姫きと覚かく醒せいの龍りゆう機き姫ひ』をお届けに参りました、手て島しま史ふみ詞のりでございます。




　ドＭの妹姫ひめ襲しゆう来らい！　そして正規グラムリッターから挑いどまれる対たい抗こう戦。しかしそれによってコノハは再び過去に躓つまずいてしまう。それは蒼そう真まに過ちを突つきつけるものでもあり、窮きゆう地ちに追い込まれる学園。しかし同じころ二頭目のアドミラル級が出現していた。

　果たしてコノハは立ち直れるのか。風雲急を告げるヒリュウ学園完結編！




　とまあ、蒼真とコノハが本当の意味で向き合い、お互たがいの過去と決着をつけるという節目の回になります。読者さんには申し訳ありませんが、恐おそらく、次からは別のシリーズを始めることになるかと。

　そしてそういう巻ですのでページ数が半はん端ぱないことになりまして、久しぶりにガッツガッツ削けずる作業をやりました。初しよ稿こうじゃ戦龍バトルシツプの訓練だったりシェリル姉さんが再登場してたりホノカが転入してきたりという幻まぼろしのシーンがあったり。

　でもこのシリーズ、好きなだけメカを出していいので書いてて楽しかったのです。本人はメカ描えがくの苦手だとおっしゃってましたが、カスカベさんのイラストは毎回最高でしたしスーツも色っぽいしで！




　次。近きん況きようですが、今年に入ってから結構ゲームをやってます。というのもゲームはやはり雰ふん囲い気きの作り込みがすごいですしプレイしてみると資料として役立つことも多いのです。もちろん、純然たる趣しゆ味みで遊んでる某ぼうガンプラゲームとかもありますけどね！

　……ところで、息子むすこがあまりゲームやプラモデルをいじらずに勉強がんばるようになったのですが、私、反面教師になってたりしないですよね？




　あと、今後の予定ですが、八月十五日に創芸社クリスタルブックスより発売『デスクトップアーミー　長なが靴ぐつをはいた猫ねこ王』ノベライズを担当させてもらいました。

　こちら、馴な染じみのない方もいらっしゃるかと思いますので説明させてもらいますと、まだ発売前ですが同名のフィギュアが存在しまして、それを主人公に小説を書き起こしたという、少し変わった企き画かくでございます。小説オリジナルギミックなんかもあったり。

　フィギュアの方も８センチメートルという小ささで可愛かわいく、しかも半ばプラモデルだから組み立てと改造も楽しめるという、プラモ好きの私にはたまらない仕様だったり。

　他にもファンタジア文庫も含ふくめて新シリーズをいくつか企画進行中ですが、そちらは早くとも秋か年末くらいになるでしょうか。夏の新刊で少しはご報告できるかな？




　それでは今回もお世話になりました各方面へ謝辞。

　毎度お世話になっております担当Ｋさま。今回も素晴らしいイラストを用意してくださいましたイラストレーターカスカベアキラさま（〈禁コン郷ゴウ〉コノハ凜り々りしい！　中の子はポンコツなのに）。カバーデザイン、校正広報等に携たずさわってくださいましたみなさま。進級おめでとうＫくん。なんやかんやで春休みは家事手伝ってくれた子供たち。

　そして、本書を手に取ってくださいましたあなたさま。

　ありがとうございました！





二〇一六年　四月　雨の日の朝に　手島史詞

アトリエ月の窓新館　http://teshima.exblog.jp/










手島史詞

●てしまふみのり



第19回ファンタジア長編小説大賞佳作受賞作『沙の園に唄って』でデビュー。近著『戦艦学園のグラムリッター』シリーズ。『東京異界のバリスタ（ＧＡ文庫）』。貴族や王族ってなんやかんやで妹に手を出しちゃったり百合だったりするお話多いですよね。ならドＭの皇族がいてもなにもおかしくないですよね（暴論）。そんな困ったお姫さまがいろいろやらかす第三巻です。


















カバー・口絵・本文イラスト／カスカベアキラ

カバーデザイン／阿閉高尚










戦せん艦かん学がく園えんのグラムリッター３




厄やく災さいの竜りゆう姫きと覚かく醒せいの龍りゆう機き姫ひ








手て島しま史ふみ詞のり
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